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◎工学研究科学位論文審査基準・体制

1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　  　教育・研究は開講式と教務ガイダンスに始まり、前期課程に入学した学生は学期の始めに指導教員
とともに研究計画を定め、研究に着手する。

　  　修士論文作成スケジュールに関し、研究は工学修士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論
文提出年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。修士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提
出、2月に各専攻会議、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査される。なお、修士論文提出の
前提として、学会もしくは研究会などで 1回以上の発表を行うことを義務づけている。早期修了に関
しては別に規定する。

　  　　博士論文の作成スケジュールでは工学博士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論文提出
年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。博士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提出、2
月に各専攻会議、他専攻の教員も含めた公聴会、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査され
る。なお、博士論文の提出の義務として、申請する学生が主となって行った研究の論文（審査が終了
し掲載予定の論文を含む）を査読付き学術誌に 1編以上発表していることが条件であり、外国語によ
る発表を行っていることが好ましいと定めてある。また、承認された博士学位論文は本学学術情報リ
ポジトリに公表することが義務づけられている。

2．審査基準
　  　修士論文は、①学術研究論文としての構成・体裁をなしているか、②独創性、新規性、有用性、信
頼性、発展性を有しているかなどの要件について総合的に判断される。

　  　博士論文は、修士論文で示した学術水準を満たすことに加え、自立して研究活動を行うに足る研究
能力と学識を有しているかについても審査の対象になる。

3．審査体制
　  　修士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査のための主査、副査が選任されるが、審査は専
攻での査読と口述試験で行われ、その内容は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究
科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は
大学院委員会で審議の後、学位（修士）を授与する。

　  　博士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査にあたる主査 1名、副査 2名以上が選任され
る。なお、副査の 1人には学外の専門研究者に依頼することが原則である。審査は専攻での査読と口
述試験で行われ、そのほかに全専攻対象の公聴会が開かれる。その結果は論文審査結果報告書に記載
される。論文審査結果は研究科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの
結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議の後、学位（研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議の後、学位（修士または博士）を授与する。博士）を授与する。
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〈カリキュラムマップの見方〉

カリキュラムマップは、開講されている各科目が学位授与の方針（ディプロマポリシー）のいずれを
達成する目的で設置されているかを示す表です。表の左から「科目ナンバリング」、「科目名」、「学位授
与の方針の各項目」の順に並んでおり、学位授与の方針の項目についている◎は「その科目がその方針
の達成を最も重視していること」を表し、○は「その科目がその方針の達成を重視していること」を表
しています。

〈科目ナンバリングの見方〉

　科目ナンバリングとは、その科目の性格を端的に示す記号で、以下のような情報から成っています。
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EN 100－ 01－5R－1

専攻記号
文学研究科
　EN　英語英文学専攻
　AS　アジア文化史専攻
　EU　ヨーロッパ文化史専攻
経済学研究科
　EC　経済学専攻
経営学研究科
　BU　経営学専攻
法学研究科
　LA　法律学専攻
工学研究科
　ME　機械工学専攻
　EI　電気工学専攻
　EE　電子工学専攻
　CE　環境建設工学専攻
人間情報学研究科
　HU　人間情報学専攻

科目区分
科目分類に従い、順に
大分類、中分類、小分類

中分類または小分類がない
場合は 0。

必修選択の区分
R　必修科目
C　選択必修科目
E　選択科目

分類内での

科目番号

難易度
1　基礎
2　中級
3　上級

開講学年
5　修士 1年
6　修士 2年
7　博士 1年
8　博士 2年
9　博士 3年
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◎工学研究科学位論文審査基準・体制

1．研究指導計画（学位授与までのプロセス）
　教育・研究は開講式と教務ガイダンスに始まり、前期課程に入学した学生は学期の始めに指導教員
とともに研究計画を定め、研究に着手する。
　修士論文作成スケジュールに関し、研究は工学修士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論
文提出年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。修士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提
出、2月に各専攻会議、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査される。なお、修士論文提出の
前提として、学会もしくは研究会などで 1回以上の発表を行うことを義務づけている。早期修了に関
しては別に規定する。
　　博士論文の作成スケジュールでは工学博士研修の受講とともに遂行される。研究題目は論文提出
年次の秋の研究科委員会で最終的に決定される。博士論文は、論文提出年次の 1月に論文を提出、2
月に各専攻会議、他専攻の教員も含めた公聴会、研究科委員会，大学院委員会の議を経て審査され
る。なお、博士論文の提出の義務として、申請する学生が主となって行った研究の論文（審査が終了
し掲載予定の論文を含む）を査読付き学術誌に 1編以上発表していることが条件であり、外国語によ
る発表を行っていることが好ましいと定めてある。また、承認された博士学位論文は本学学術情報リ
ポジトリに公表することが義務づけられている。

2．審査基準
　修士論文は、①学術研究論文としての構成・体裁をなしているか、②独創性、新規性、有用性、信
頼性、発展性を有しているかなどの要件について総合的に判断される。
　博士論文は、修士論文で示した学術水準を満たすことに加え、自立して研究活動を行うに足る研究
能力と学識を有しているかについても審査の対象になる。

3．審査体制
　修士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査のための主査、副査が選任されるが、審査は専
攻での査読と口述試験で行われ、その内容は論文審査結果報告書に記載される。論文審査結果は研究
科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの結果を学長に報告し、学長は
大学院委員会で審議の後、学位（修士）を授与する。
　博士論文が提出されると、研究科委員会で論文審査にあたる主査 1名、副査 2名以上が選任され
る。なお、副査の 1人には学外の専門研究者に依頼することが原則である。審査は専攻での査読と口
述試験で行われ、そのほかに全専攻対象の公聴会が開かれる。その結果は論文審査結果報告書に記載
される。論文審査結果は研究科委員会に諮られ、研究科としての合否判定がなされ、研究科長はこの
結果を学長に報告し、学長は大学院委員会で審議の後、学位（研究科長はこの結果を学長に報告し、
学長は大学院委員会で審議の後、学位（修士または博士）を授与する。博士）を授与する。
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◎工学研究科機械工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

ME100-01-5E-3 材料力学特論 ○ ○ ◎

ME100-02-5E-3 固体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-03-5E-3 材料評価工学特論 ○ ○ ◎

ME100-04-5E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

ME100-05-5E-3 破壊システム工学特論 ○ ○ ◎

ME100-06-5E-3 動力学解析特論 ○ ○ ◎

ME100-07-5E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

ME100-08-5E-3 機械加工学特論 ○ ○ ◎

ME100-09-5E-3 オプトメカトロニクス特論 ○ ○ ◎

ME100-10-5E-3 応用熱工学特論 ○ ○ ◎

ME100-11-5E-3 エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

ME100-12-5E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

ME100-13-5E-3 数値流体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-14-5E-3 計測信号処理特論 ○ ○ ◎

ME100-15-5E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

ME100-16-5E-3 適応システム特論 ○ ○ ◎

ME100-17-5E-3 システム制御工学特論 ○ ○ ◎

ME100-18-5E-3 画像計測工学特論 ○ ○ ◎

ME100-19-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

ME100-20-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

ME100-21-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

ME100-22-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

ME100-23-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

ME100-24-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

工学研究科　前期課程
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◎履修方法（各専攻共通）

（1）　2 年以上在学して、工学特別演習（6 単位）、工学修士研修（10 単位）を必修とし、技術経営特 
論（2 単位）または知的財産特論（2 単位）のいずれか 1 科目の修得を含め、合計 32 単位以上を 
修得しなければならない。さらに必要な研究指導を受けた上、修士論文を提出し、その審査及び最
終試験に合格しなければ ならない。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げたと認
められる者は、1 年以上の在学期間で足りるものとする。

（2）　研究指導教員及び当該授業科目の担当教員の承認があれば、関連科目として、次のとおり授業 
科目を履修し単位を修得することができる。ただし、関連科目の履修が修了要件に含められるのは、 
合わせて 4 科目 8 単位までとする。

　　 ア　工学研究科の他の専攻に開設されている授業科目
　　 イ　工学研究科委員会が認める授業科目

◎工学研究科機械工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

機 械 工 学 専 攻

材料力学特論 濱　西　伸　治 2

固体力学特論 李　　　　　渊 2

材料評価工学特論 遠　藤　春　男 2

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

破壊システム工学特論 坂　　　真　澄 2

動力学解析特論 佐　瀬　一　弥 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

機械加工学特論 斎　藤　　　修 2

オプトメカトロニクス特論 松　浦　　　寛 2

応用熱工学特論 星　　　　　朗 2

エネルギー変換工学特論 鈴　木　利　夫 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

数値流体力学特論 下　山　幸　治 2

計測信号処理特論 熊　谷　正　朗 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

適応システム特論 郷　古　　　学 2

システム制御工学特論 魚　橋　慶　子 2

画像計測工学特論 加　藤　陽　子 2

特別講義 城　戸　章　宏 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10
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◎工学研究科機械工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

ME100-01-5E-3 材料力学特論 ○ ○ ◎

ME100-02-5E-3 固体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-03-5E-3 材料評価工学特論 ○ ○ ◎

ME100-04-5E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

ME100-05-5E-3 破壊システム工学特論 ○ ○ ◎

ME100-06-5E-3 動力学解析特論 ○ ○ ◎

ME100-07-5E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

ME100-08-5E-3 機械加工学特論 ○ ○ ◎

ME100-09-5E-3 オプトメカトロニクス特論 ○ ○ ◎

ME100-10-5E-3 応用熱工学特論 ○ ○ ◎

ME100-11-5E-3 エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

ME100-12-5E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

ME100-13-5E-3 数値流体力学特論 ○ ○ ◎

ME100-14-5E-3 計測信号処理特論 ○ ○ ◎

ME100-15-5E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

ME100-16-5E-3 適応システム特論 ○ ○ ◎

ME100-17-5E-3 システム制御工学特論 ○ ○ ◎

ME100-18-5E-3 画像計測工学特論 ○ ○ ◎

ME100-19-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

ME100-20-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

ME100-21-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

ME100-22-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

ME100-23-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

ME100-24-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

工学研究科　前期課程
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◎工学研究科電気工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EI100-01-5E-3 電気回路学特論 ○ ○ ◎

EI100-02-5E-3 電磁気学特論 ○ ○ ◎

EI100-03-5E-3 電磁エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

EI100-04-5E-3 高電圧応用特論 ○ ○ ◎

EI100-05-5E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EI100-06-5E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EI100-07-5E-3 磁気応用工学特論 ○ ○ ◎

EI100-08-5E-3 パワーエレクトロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI100-09-5E-3 情報信号処理特論 ○ ○ ◎

EI100-10-5E-3 暗号・セキュリティ工学特論 ○ ○ ◎

EI100-11-5E-3 ビジュアルコンピューティング工学特論 ○ ○ ◎

EI100-12-5E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EI100-13-5E-3 環境電磁工学特論 ○ ○ ◎

EI100-14-5E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EI100-15-5E-3 音響工学特論 ○ ○ ◎

EI100-16-5E-3 情報インタラクション特論 ○ ○ ◎

EI100-17-5E-3 電気学術英語 ○ ○ ○ ◎

EI100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EI100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EI100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EI100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EI100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EI100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－688－

戻る
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◎工学研究科電気工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

電 気 工 学 専 攻

電気回路学特論 大　場　佳　文 2

電磁気学特論 佐　藤　文　博 2

電磁エネルギー変換工学特論 枦　　　修一郎 2

高電圧応用特論 中　村　英　滋 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

磁気応用工学特論 薮　上　　　信 2

パワーエレクトロニクス工学特論 中　村　健　二 2

情報信号処理特論 吉　川　英　機 2

暗号・セキュリティ工学特論 神　永　正　博 2

ビジュアルコンピューティング工学特論 木　下　　　勉 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

環境電磁工学特論 陳　　　　　強 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

音響工学特論 岩　谷　幸　雄 2

情報インタラクション特論 木　村　敏　幸 2

電気学術英語 呉　　　国　紅 2

特別講義 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－689－

戻る

◎工学研究科電気工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EI100-01-5E-3 電気回路学特論 ○ ○ ◎

EI100-02-5E-3 電磁気学特論 ○ ○ ◎

EI100-03-5E-3 電磁エネルギー変換工学特論 ○ ○ ◎

EI100-04-5E-3 高電圧応用特論 ○ ○ ◎

EI100-05-5E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EI100-06-5E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EI100-07-5E-3 磁気応用工学特論 ○ ○ ◎

EI100-08-5E-3 パワーエレクトロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI100-09-5E-3 情報信号処理特論 ○ ○ ◎

EI100-10-5E-3 暗号・セキュリティ工学特論 ○ ○ ◎

EI100-11-5E-3 ビジュアルコンピューティング工学特論 ○ ○ ◎

EI100-12-5E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EI100-13-5E-3 環境電磁工学特論 ○ ○ ◎

EI100-14-5E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EI100-15-5E-3 音響工学特論 ○ ○ ◎

EI100-16-5E-3 情報インタラクション特論 ○ ○ ◎

EI100-17-5E-3 電気学術英語 ○ ○ ○ ◎

EI100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EI100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EI100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EI100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EI100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EI100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－688－

戻る
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◎工学研究科電子工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EE100-01-5E-3 先端電子材料特論 ○ ○ ◎

EE100-02-5E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EE100-03-5E-3 光電子材料工学特論 ○ ○ ◎

EE100-04-5E-3 ナノデバイス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-05-5E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-06-5E-3 応用電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-07-5E-3 電子計測工学特論 ○ ○ ◎

EE100-08-5E-3 弾性波工学特論 ○ ○ ◎

EE100-09-5E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EE100-10-5E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-11-5E-3 情報伝送工学特論 ○ ○ ◎

EE100-12-5E-3 電子数理学特論 ○ ○ ◎

EE100-13-5E-3 空間情報学特論 ○ ○ ◎

EE100-14-5E-3 シミュレーション工学特論 ○ ○ ◎

EE100-15-5E-3 応用技術英語 ○ ○ ○ ◎

EE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－690－

戻る
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◎工学研究科電子工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

電 子 工 学 専 攻

先端電子材料特論 鈴　木　仁　志 2

半導体特論 原　　　明　人 2

光電子材料工学特論 淡　野　照　義 2

ナノデバイス工学特論 嶋　　　敏　之 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

応用電子工学特論 石　上　　　忍 2

電子計測工学特論 志子田　有　光 2

弾性波工学特論（※３名で５回づつ担当）

金　井　　　浩

2吉　澤　　　晋

荒　川　元　孝

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

情報伝送工学特論 川　又　　　憲 2

電子数理学特論 足　利　　　正 2

空間情報学特論 物　部　寛太郎 2

シミュレーション工学特論 門　倉　博　之 2

応用技術英語 桑　野　聡　子 2

特別講義 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－691－

戻る

◎工学研究科電子工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

EE100-01-5E-3 先端電子材料特論 ○ ○ ◎

EE100-02-5E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EE100-03-5E-3 光電子材料工学特論 ○ ○ ◎

EE100-04-5E-3 ナノデバイス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-05-5E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EE100-06-5E-3 応用電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-07-5E-3 電子計測工学特論 ○ ○ ◎

EE100-08-5E-3 弾性波工学特論 ○ ○ ◎

EE100-09-5E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EE100-10-5E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EE100-11-5E-3 情報伝送工学特論 ○ ○ ◎

EE100-12-5E-3 電子数理学特論 ○ ○ ◎

EE100-13-5E-3 空間情報学特論 ○ ○ ◎

EE100-14-5E-3 シミュレーション工学特論 ○ ○ ◎

EE100-15-5E-3 応用技術英語 ○ ○ ○ ◎

EE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

EE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

EE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

EE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

EE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

EE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－690－

戻る

佐々木　義　卓

嶋　　　敏　之
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◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

CE100-01-5E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

CE100-02-5E-3 コンクリート材料・劣化診断特論 ○ ○ ◎

CE100-03-5E-3 地盤力学特論 ○ ○ ◎

CE100-04-5E-3 地盤動力学特論 ○ ○ ◎

CE100-05-5E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

CE100-06-5E-3 環境保全工学特論 ○ ○ ◎

CE100-07-5E-3 環境化学特論 ○ ○ ◎

CE100-08-5E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

CE100-09-5E-3 応用水理学特論 ○ ○ ◎

CE100-10-5E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

CE100-11-5E-3 構造工学特論 ○ ○ ◎

CE100-12-5E-3 構造振動学特論 ○ ○ ◎

CE100-13-5E-3 建築計画学特論 ○ ○ ◎

CE100-14-5E-3 建築構造設計特論 ○ ○ ◎

CE100-15-5E-3 建築保存再生特論 ○ ○ ◎

CE100-16-5E-3 都市・建築設計特別演習 ○ ○ ◎

CE100-17-5E-3 建築設計インターンシップ ○ ○ ◎

CE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

CE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

CE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

CE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

CE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

CE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－692－

戻る
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◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

工 学 研 究 科 共 通

技術経営特論 松　浦　　　寛 2

知的財産特論 松　枝　浩一郎 2

環 境 工 学 専 攻

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

コンクリート材料・劣化診断特論 武　田　三　弘 2

地盤力学特論 飛　田　善　雄 2

地盤動力学特論 山　口　　　晶 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境保全工学特論 中　村　寛　治 2

環境化学特論 韓　　　連　熙 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

応用水理学特論 三戸部　佑　太 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

構造工学特論 中　沢　正　利 2

構造振動学特論 李　　　相　勲 2

建築計画学特論 恒　松　良　純 2

建築構造設計特論 井　川　　　望 2

建築保存再生特論 﨑　山　俊　雄 2

都市・建築設計特別演習 櫻　井　一　弥 2

建築設計インターンシップ 櫻　井　一　弥 6

特別講義 2

工学特別演習 6

工学修士研修 10

－693－

戻る

◎工学研究科環境建設工学専攻前期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関す
る幅広い視
野、基本的
な知識及び
思考力を有
する。

工学に関する
いくつかの特
定テーマにつ
いて専門的な
知識を有す
る。

工学に関する
研究課題につ
いて、専門的
で学術的な価
値のある知見
を有する。

工学に関する学術
研究の遂行及び成
果の公表にむけて、
研究者として必要
な知識、技能、意
識を有する。

CE100-01-5E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

CE100-02-5E-3 コンクリート材料・劣化診断特論 ○ ○ ◎

CE100-03-5E-3 地盤力学特論 ○ ○ ◎

CE100-04-5E-3 地盤動力学特論 ○ ○ ◎

CE100-05-5E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

CE100-06-5E-3 環境保全工学特論 ○ ○ ◎

CE100-07-5E-3 環境化学特論 ○ ○ ◎

CE100-08-5E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

CE100-09-5E-3 応用水理学特論 ○ ○ ◎

CE100-10-5E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

CE100-11-5E-3 構造工学特論 ○ ○ ◎

CE100-12-5E-3 構造振動学特論 ○ ○ ◎

CE100-13-5E-3 建築計画学特論 ○ ○ ◎

CE100-14-5E-3 建築構造設計特論 ○ ○ ◎

CE100-15-5E-3 建築保存再生特論 ○ ○ ◎

CE100-16-5E-3 都市・建築設計特別演習 ○ ○ ◎

CE100-17-5E-3 建築設計インターンシップ ○ ○ ◎

CE100-18-5C-3 技術経営特論 ○ ◎

CE100-19-5C-3 知的財産特論 ○ ◎

CE100-20-5E-3 特別講義 ○ ○ ◎

CE100-21-5R-3 工学特別演習 ○ ○ ◎

CE100-22-5R-3 工学修士研修 ○ ○ ◎

CE100-23-5E-3 関連科目 ○ ○ ◎

－692－

戻る

櫻　井　一　弥
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博士前期課程共通

工学研究科

講 義 内 容



松浦　寛

技術経営特論
Management of Technology

■テーマ■テーマ

新技術のライフサイクルと開発戦略

■講義内容■講義内容

市場は、よい技術であるからといって必ずしも受け入れるとは限らない。特に新しいイノベーションが社会に受容され事
業化されるためには、技術開発の段階から経営的なセンスが求められる。本講義では、技術と社会との関わりを踏まえつ
つ、多くの事例を通してイノベーションダイナミックスや研究開発マネジメントの基礎を理解する。

■達成目標■達成目標

イノベーションダイナミクスやIT技術のマーケッティングについて理解し、エンジニアとして身につけるべき研究開発マ
ネジメントの基礎を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　序論（技術と社会のかかわりについて）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第２回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　イノベーションライフサイクルとドミナントデザイン
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第３回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（ドミナントデザインの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第４回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　製品イノベーションとプロセスイノベーション
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第５回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　革新的イノベーションの進入
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第６回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（革新的イノベーションの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、インターネット等を活用し与えられたレポート課題につい
て取り組むみ発表資料を作成すること

第７回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　破壊的イノベーション
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第８回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　破壊的イノベーションへの対応
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第９回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（破壊的イノベーションの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、インターネット等を活用し与えられたレポート課題につい
て取り組むみ発表資料を作成すること

第10回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　IT技術のマーケッティング
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第11回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　行動経済学（第一学期）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第12回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　演習（マーケッティングの事例調査と考察）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、インターネット等を活用し与えられたレポート課題につい
て取り組むみ発表資料を作成すること

第13回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　組織論および情報革命への対応
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第14回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　国内の事例紹介（新型銅系形状記憶合金の開発・製品化）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理しておくこと

第15回 【事前学修】　予め配布資料の該当部に目を通しておくこと
【授業内容】　総括（これからの時代を工学者として生きるために）
【事後学修】　講義の内容を復習し整理すると共に、最終レポートをまとめ提出すること

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートと質疑応答

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

パワーポイント等発表用ソフトを使用出来るようにしておくこと。
初回授業でMoodleの登録を行うのでパソコンとマウスと電源を必ず持参すること。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

講義資料を配布する場合もある。

■参考文献■参考文献

多数に渡るため講義内で紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

初回講義日を決めるため履修期間中にマナバを必ず見ておくこと。初回講義日は履修期間中に行う（講義日：集中講義を
決める）。学会及び出張により講義の曜日校時が変わる場合がある。講義は基本的に対面で行う。新技術のライフサイク
ルと開発戦略に関して県内企業と合同で講義をする可能性がある（日程は未定、交通費は実費、先方都合により中止にな
る場合は学内講義）。演習の進捗度により講義内容が変わることがある。COVID-19等の状況により，講義の一部がリモー
トになる可能性もある。講義日が変更になる場合，不利にならないよう配慮する。
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松枝　浩一郎

知的財産特論
Intellectual Property

■テーマ■テーマ

知的財産の創造・保護・活用のための知的財産権制度の役割

■講義内容■講義内容

特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権を含む知的財産権にかかる法制度についての基礎的知識を習得する。特に
特許法に重点を置き、特許権の取得、活用について学び、特許権以外の知的財産権も、特許権との違いからのその内容を
理解できるようにする。
この授業は「オンデマンド授業」として実施する。

■達成目標■達成目標

知的財産権制度について俯瞰し、事業・経済活動における知的財産権の役割について理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　第１回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　概説（知的財産権の分類とその保護の必要性）
【事後学修】　第１回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第２回 【事前学修】　第２回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法①（特許制度の概略、発明の定義）
【事後学修】　第２回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第３回 【事前学修】　第３回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法②（特許要件）
【事後学修】　第３回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第４回 【事前学修】　第４回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法③（特許を受ける権利、職務発明）
【事後学修】　第４回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第５回 【事前学修】　第５回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法④（特許権を取得するまで）
【事後学修】　第５回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第６回 【事前学修】　第６回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑤（特許権の効力-特許権侵害）
【事後学修】　第６回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第７回 【事前学修】　第７回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑥（特許権の利用-ライセンス）
【事後学修】　第７回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第８回 【事前学修】　第８回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑦（特定領域分野の特許-ソフトウェア関連特許）
【事後学修】　第８回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第９回 【事前学修】　第９回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑧（実用新案制度、外国の特許制度）
【事後学修】　第９回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第10回 【事前学修】　第10回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　特許法⑨（特許法のまとめ、第１回確認テスト（特許法））
【事後学修】　第10回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第11回 【事前学修】　第11回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　意匠法
【事後学修】　第11回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第12回 【事前学修】　第12回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　商標法①（識別力、商標の類比）
【事後学修】　第12回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第13回 【事前学修】　第13回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　商標法②（商標権の効力、利用）
【事後学修】　第13回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第14回 【事前学修】　第14回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　著作権
【事後学修】　第14回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

第15回 【事前学修】　第15回授業で扱う内容に出てくる用語について調べておく。
【授業内容】　不正競争防止法、第２回確認テスト（全範囲）
【事後学修】　第15回授業の講義資料に対応する参考文献の該当箇所を復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

２回の確認テストの点数で評価し（100％）、２回の平均点が60点以上で合格とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

下記参考文献に目を通しておくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

講義資料を配布する。

■参考文献■参考文献

2022年度知的財産権制度入門テキスト（特許庁の次のURLから無料でダウンロード可能）
https://www.jpo.go.jp/news/shinchaku/event/seminer/text/2022_nyumon.html

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワー等については、次のメールアドレス宛に連絡ください
e1641218@mail.tohoku-gakuin.ac.jp　又は、koichiro.matsueda@fields-ip.jp
又は、電話連絡も受け付けます（022-777-8083：フィールズ国際特許事務所宛）
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機械工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



濱西　伸治

材料力学特論

■テーマ■テーマ

これまで学んだ材料力学の知識に基づく様々な生体材料の力学特性と応用例を学ぶ。

■講義内容■講義内容

材料力学では、機械構造物に作用する様々な力に伴う変形について学んだ。本授業では、生体材料に着目し、様々な材料
の基本的な力学的特性を学ぶとともに、人工代用器官への応用例について受講者同士で知識を共有することで、各自の研
究課題やものづくりに対する合理的な設計手法を学ぶ。
研究および発表を行うアクティブラーニング科目である。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

（1）生体の粘弾性特性について理解する
（2）骨・筋肉・血管の力学的特性について理解する
（3）高分子材料・生体由来材料・金属材料・無機材料の力学的特性と人工代用器官への応用例について理解する

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　材料力学で学んだ知識を過去のノート等で再確認する
【授業内容】　材料力学と生体材料
【事後学修】　主な生体材料をリストアップする

第２回 【事前学修】　血管とよく似た構造物を調べる
【授業内容】　骨の力学的特性
【事後学修】　骨の力学的特性について資料としてまとめておく

第３回 【事前学修】　血管とよく似た構造物を調べる
【授業内容】　筋肉の力学的特性
【事後学修】　筋肉の力学的特性について資料としてまとめておく

第４回 【事前学修】　血管とよく似た構造物を調べる
【授業内容】　血管の力学的特性
【事後学修】　血管の力学的特性について資料としてまとめておく

第５回 【事前学修】　テフロン、ポリエチレンの構造を文献で調べる
【授業内容】　合成高分子材料（1）テフロン、ポリエチレンの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第６回 【事前学修】　製品化されている人工血管、人工靭帯をインターネットで調べる
【授業内容】　合成高分子材料（2）テフロン、ポリエチレンの人工血管・人工靭帯への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第７回 【事前学修】　シリコンの構造を文献で調べる
【授業内容】　合成高分子材料（3）シリコンの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第８回 【事前学修】　製品化されている形成外科用材料をインターネット等で調べる
【授業内容】　合成高分子材料（4）シリコンの形成外科材料への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第９回 【事前学修】　コラーゲンの構造を文献で調べる
【授業内容】　生体由来材料（1）コラーゲンの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第10回 【事前学修】　応用されている組織工学の研究例をインターネット等で調べる
【授業内容】　生体由来材料（2）コラーゲンの組織工学への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第11回 【事前学修】　過去の授業ノート等で金属材料の力学的特性を調べる
【授業内容】　金属材料（1）ステンレス鋼の力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第12回 【事前学修】　製品化されている人工関節をインターネット等で調べる
【授業内容】　金属材料（2）ステンレス鋼の人工関節への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第13回 【事前学修】　ハイドロキシアパタイトの構造を文献で調べる
【授業内容】　無機材料（1）ハイドロキシアパタイトの力学的特性
【事後学修】　力学的特性を資料としてまとめておく

第14回 【事前学修】　製品化されている人工骨をインターネット等で調べる
【授業内容】　無機材料（2）ハイドロキシアパタイトの人工骨への応用
【事後学修】　応用例を資料としてまとめておく

第15回 【事前学修】　これまでの応用例をまとめておく
【授業内容】　総まとめ
【事後学修】　発表内容のアブストラクトを英文で作成する【課題研究】

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（60点）と担当した項目の発表（40点）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部で履修した材料力学やバイオメカニクスに関する科目を基礎とした講義であるので、それらの科目を各自復習して授
業を受けること
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部の「生体・制御工学科目」

■テキスト■テキスト

使用しない

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスタワーに代わり、manabaの掲示板機能を使用する
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李　渊

固体力学特論

■テーマ■テーマ

固体の変形に関する力学

■講義内容■講義内容

固体材料の力学特性を把握し、どのようにして物体内部に生じる変形を取り扱い、弾塑性体の変形の基本的な事項につい
て解説し、固体力学の研究最先端について紹介する。

■達成目標■達成目標

①　弾性力学の基礎（応力とひずみのテンソル標記、弾性方程式など）を理解し、実用上重要な弾性問題の解析について
習得する。
②　塑性力学の基礎（真応力ー真ひずみ関係の数式化、降伏条件、弾塑性構成式など）を理解し、代表的な塑性問題の初
等解析について習得する。
③　固体力学の研究最先端を把握できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　材料力学の基礎（力のつり合い、応力とひずみの定義、外力と内力など）について復習する。
【授業内容】　緒言（力学の基礎等）
【事後学修】　材料力学の基礎について復習し、演習課題を完成させる。

第２回 【事前学修】　応力テンソルと平衡方程式について予習する。
【授業内容】　応力の表現と平衡方程式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、コーシー式と平衡方程式について復習し、演習課題を完成させる。

第３回 【事前学修】　ひずみのテンソル標記、変位とひずみの関係について予習する。
【授業内容】　ひずみの定義式と適合方程式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、ひずみテンソルと適合方程式について復習し、演習課題を完成させ
る。

第４回 【事前学修】　応力とひずみの関係について予習する。
【授業内容】　弾性構成式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、弾性構成式について復習し、演習課題を完成させる。

第５回 【事前学修】　円柱座標系について応力とひずみの表現などについて予習する。
【授業内容】　円柱座標系における支配方程式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、円柱座標系における支配方程式について復習し、演習課題を完成さ
せる。

第６回 【事前学修】　平面問題と軸対称問題について予習する。
【授業内容】　実用弾性問題
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、実用弾性問題の解法を復習し、演習課題を完成させる。

第７回 【事前学修】　弾性変形における関係内容をまとめて復習する。
【授業内容】　弾性力学の復習と中間テスト
【事後学修】　これまでの課題に基づき、弾性力学の関係知識を系統的に復習す。る

第８回 【事前学修】　真応力ー真ひずみ関係などについて予習する。
【授業内容】　塑性力学における基礎事項
【事後学修】　真応力、真ひずみと公称応力、公称ひずみの違いを理解し、演習課題を完成させる。

第９回 【事前学修】　降伏条件について予習する。
【授業内容】　降伏条件
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、降伏条件の表現について復習し、演習課題を完成させる。

第10回 【事前学修】　相当応力と相当塑性ひずみの増分について予習する。
【授業内容】　相当応力と相当塑性ひずみの増分
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、単軸応力状態と多軸応力状態の違いを理解したうえに、相当応力と
相当塑性ひずみの増分について復習し、演習課題を完成させる。

第11回 【事前学修】　ひずみ増分理論について予習する。
【授業内容】　弾塑性構成式
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、弾塑性構成式について復習し、演習課題を完成させる。

第12回 【事前学修】　弾塑性問題の初等解法について予習する。
【授業内容】　弾塑性問題の近似解法
【事後学修】　前回の課題解説を再確認し、弾塑性問題について復習する。

第13回 【事前学修】　弾塑性解析に関する英語論文を調査し、選定する。
【授業内容】　固体変形工学の最先端（1）選定論文の精読
【事後学修】　関連参考文献を調査し、選定論文を購読する。

第14回 【事前学修】　まとめた内容を再確認する。
【授業内容】　固体変形工学の最先端（2）選定論文のまとめ
【事後学修】　論文の内容を再確認し、執筆したまとめ資料を推敲する。

第15回 【事前学修】　全体の内容を復習する。
【授業内容】　全体の復習とまとめテスト
【事後学修】　課題の不足点を合わせて、全体の内容に対する理解を深める。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

演習課題（40％）と期末課題（60％）により総合評価する
すべての課題を提出すること。演習課題は正確さ、提出期限で評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

力学基礎と数学（微分・積分と線形代数）の内容を復習しておくこと。
予習、復習をそれぞれ２時間程度行うこと。
演習課題の解説を再確認したうえに、間違っているところを正しく訂正すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

線形代数学、微分積分学

■テキスト■テキスト

特になし。

■参考文献■参考文献

１．弾塑性力学の基礎　吉田総仁著
２．弾性と塑性の力学　石川博将著

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開する。
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遠藤　春男

材料評価工学特論
Advanced Material Evaluation Engineering

■テーマ■テーマ

材料の破壊面形態と非破壊技法

■講義内容■講義内容

材料特性および各種条件下による特徴的な破面形態を巨視的および微視的見地から学習し、最新の非破壊技術についても
習得する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

破壊された材料表面に生じた特徴的模様を具体的に評価し理解できる。また、最新の非破壊技術について理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　フラクトグラフィに関する用語などを調べる。
【授業内容】　フラクトグラフィの基礎
【事後学修】　フラクトグラフィの基礎に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第２回 【事前学修】　マクロフラクトグラフィに関する用語などを調べる。
【授業内容】　マクロフラクトグラフィ
【事後学修】　マクロフラクトグラフィに関し講義内容をまとめて次回に提出。

第３回 【事前学修】　マイクロフラクトグラフィに関する用語などを調べる。
【授業内容】　マイクロフラクトグラフィ
【事後学修】　マイクロフラクトグラフィに関し講義内容をまとめて次回に提出。

第４回 【事前学修】　粒内破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　破壊面の特徴的模様（1）粒内破壊
【事後学修】　破壊面の特徴的模様（1）粒内破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第５回 【事前学修】　粒界破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　破壊面の特徴的模様（2）粒界破壊
【事後学修】　破壊面の特徴的模様（2）粒界破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第６回 【事前学修】　延性破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 1（1）延性破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 1（1）延性破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第７回 【事前学修】　脆性破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 1（2）脆性破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 1（2）脆性破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第８回 【事前学修】　疲労破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 1（3）疲労破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 1（3）疲労破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第９回 【事前学修】　環境破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 2（1）環境破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 2（1）環境破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第10回 【事前学修】　高温破壊に関する用語などを調べる。
【授業内容】　各種条件下の破面解析 2（2）高温破壊
【事後学修】　各種条件下の破面解析 2（2）高温破壊に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第11回 【事前学修】　破壊面の定量解析に関する用語などを調べる。
【授業内容】　破壊面の定量解
【事後学修】　破壊面の定量解析に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第12回 【事前学修】　事故による破面を収集する。
【授業内容】　事故解析
【事後学修】　事故解析に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第13回 【事前学修】　光音響法に関する用語などを調べる。
【授業内容】　光音響法による非破壊技術（1）原理および構造
【事後学修】　光音響法による非破壊技術（1）原理および構造に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第14回 【事前学修】　光音響法による非破壊検査への使用例などを調べる。
【授業内容】　光音響法による非破壊技術（2）解析例
【事後学修】　光音響法による非破壊技術（2）解析例に関し講義内容をまとめて次回に提出。

第15回 【事前学修】　光音響法による非破壊技術への使用例などを調べる。
【授業内容】　光音響法による非破壊技術（3）応用例
【事後学修】　光音響法による非破壊技術（3）応用例に関し講義内容をまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中の課題に対するレポート（60％）と材料評価に関連した指定文献の内容発表（40％）により評価する。レポートの
評価の観点と基準は記述内容の適切さ（50％）、指示された形式・作法の尊守（50％）。指定文献の内容発表の評価の観
点と基準は理解度（50％）、指示された形式・時間の尊守（50％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■テキスト■テキスト

原則として使用しない。
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■参考文献■参考文献

適宜プリントを配布

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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岡田　宏成

機能材料工学特論
Functional Materials Engineering

■テーマ■テーマ

材料の機能性や知能性の発現機構と応用

■講義内容■講義内容

機能性や知能性を有する材料特性の発現機構についてミクロな視点から講義し、機能材料の応用例や将来性について議論
する。

■達成目標■達成目標

金属材料が示す様々な機能性についてミクロ構造と関連づけながら、技術者として必要な材料設計や材料選択が出来るよ
うになる。
この授業は対面授業として行う。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読し、講義内容や達成目標を理解する。原子構造と化学結合について調査する。
【授業内容】　電気軌道と結合
【事後学修】　原子構造や化学結合に由来する物質の性質について調査する。

第２回 【事前学修】　フェルミ粒子とボーズ粒子の性質について調査する。
【授業内容】　フェルミ統計とボーズ統計
【事後学修】　フェルミ統計とボーズ統計に従う物質の性質について調査する。

第３回 【事前学修】　固体の比熱や熱伝導率の起源について調査する。
【授業内容】　固体の熱的性質
【事後学修】　固体の熱的性質を利用した応用例について調査する。

第４回 【事前学修】　金属結合と、それに由来する金属特有の性質について調査する。
【授業内容】　金属の自由電子論
【事後学修】　自由電子論に従わない金属について調査する。

第５回 【事前学修】　孤立原子から結晶に至るまでのエネルギーバンドについて調査する。
【授業内容】　バンド理論
【事後学修】　バンド理論の電気的、磁気的性質について調査する。

第６回 【事前学修】　バンド構造の物質の性質の関連性について調査する。
【授業内容】　金属と半導体、絶縁体
【事後学修】　半金属や不純物半導体のハンド構造について調査する。

第７回 【事前学修】　物質の電気抵抗の起源やバンド構造との関連性について調査する。
【授業内容】　固体の電気的性質
【事後学修】　固体の電気的性質を利用した応用例について調査する。

第８回 【事前学修】　原子がもつ磁気モーメントの発生や結晶中での磁気モーメントの結合について調査する。
【授業内容】　固体の磁気的性質
【事後学修】　固体の磁気的性質を利用した応用例について調査する。

第９回 【事前学修】　マルテンサイト変態について調査する。
【授業内容】　形状記憶特性の発現機構
【事後学修】　マルテンサイト相の結晶構造の観点から、大変位、高出力な形状記憶特性を得るための条件を考
察する。

第10回 【事前学修】　形状記憶合金の種類や応用例について調査する。
【授業内容】　形状記憶材料の応用
【事後学修】　形状記憶合金の応用例について、その機構や将来性、改善点について考察する。

第11回 【事前学修】　永久磁石材料に求められる磁気的性質について調査する。
【授業内容】　永久磁石特性の発現機構
【事後学修】　永久磁石特性の発現機構から、強力な磁石を作るための条件を考察する。

第12回 【事前学修】　永久磁石材料の種類は応用例について調査する。
【授業内容】　永久磁石の応用
【事後学修】　永久磁石材料の応用例について、その機構や将来性、改善点について考察する。

第13回 【事前学修】　超伝導現象の発現機構や超伝導体の特徴的性質について調査する。
【授業内容】　超伝導特性の発現機構
【事後学修】　超伝導現象の発現機構から、応用に適した超伝導物質について考察する。

第14回 【事前学修】　超伝導物質の種類や超伝導材料の応用例について調査する。
【授業内容】　超伝導体の応用
【事後学修】　超伝導材料の応用例について、その機構や将来性、改善点について考察する。

第15回 【事前学修】　機能／知能材料特性を用いた環境・エネルギー問題への取り組みについて調査する。
【授業内容】　材料特性と環境・エネルギー問題
【事後学修】　安心・安全な社会を構築する上で、今後どのように機能／知能材料特性を利用すればよいか考察
する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の講義内容に関するレポート（100％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

材料学の基礎知識を復習しておくこと
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

材料関連の科目

■テキスト■テキスト

適宜プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

必要に応じて講義中で紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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坂　真澄

破壊システム工学特論
Fracture Mechanics and Nondestructive Evaluation

■テーマ■テーマ

破壊力学ならびに非破壊評価

■講義内容■講義内容

線形破壊力学から弾塑性破壊力学まで破壊力学の考え方を講述し、さらに超音波探傷をはじめとする非破壊評価の手法に
ついて講義する。

■達成目標■達成目標

破壊力学ならびに非破壊評価の概要を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ひずみ、応力
【授業内容】　力と応力
【事後学修】　力と応力の違い

第２回 【事前学修】　応力集中
【授業内容】　線形破壊力学とは。き裂と応力集中
【事後学修】　応力と破壊力学パラメータの違い

第３回 【事前学修】　応力集中係数
【授業内容】　応力拡大係数
【事後学修】　応力拡大係数の定義と特徴、破壊じん性値

第４回 【事前学修】　外力仕事とひずみエネルギー
【授業内容】　エネルギー解放率
【事後学修】　エネルギー解放率の定義と特徴

第５回 【事前学修】　ヤング率、ポアソン比
【授業内容】　その他の破壊力学パラメータ
【事後学修】　き裂先端開口変位、Ｊ積分、破壊力学パラメータ間の関係

第６回 【事前学修】　弾性、塑性
【授業内容】　疲労破壊
【事後学修】　Parisの法則、疲労破壊の抑制

第７回 【事前学修】　応力－ひずみ曲線と温度の関係
【授業内容】　クリープ破壊、応力腐食割れ
【事後学修】　応力腐食割れの特徴と抑制

第８回 【事前学修】　塑性ひずみ
【授業内容】　弾塑性破壊力学とは。延性破壊過程
【事後学修】　延性破壊過程とぜい性破壊の違い

第９回 【事前学修】　線形ばねの特性
【授業内容】　延性き裂進展の安定－不安定遷移
【事後学修】　延性不安定破壊に及ぼす系のコンプライアンスの影響

第10回 【事前学修】　縦波、横波
【授業内容】　非破壊評価とは。超音波の基礎
【事後学修】　超音波の基本諸量

第11回 【事前学修】　音速、周波数、波長
【授業内容】　超音波によるき裂評価
【事後学修】　超音波き裂探傷の代表的手法

第12回 【事前学修】　オームの法則
【授業内容】　電位差法の基礎
【事後学修】　直流電位差法の特徴

第13回 【事前学修】　直流、交流
【授業内容】　電位差法によるき裂評価
【事後学修】　Johnsonの式、近接端子

第14回 【事前学修】　電磁波
【授業内容】　Ｘ線、マイクロ波
【事後学修】　Ｘ線、マイクロ波の特徴

第15回 【事前学修】　破壊力学と非破壊評価
【授業内容】　破壊力学と非破壊評価のまとめと討論
【事後学修】　破壊力学と非破壊評価の概要把握

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

試験による（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

復習を欠かさない。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

機械材料・材料力学関連の科目

■テキスト■テキスト

テキストは指定せず、板書と質疑応答により講義を進める。
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■参考文献■参考文献

岡村弘之著「線形破壊力学入門」（培風館）

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィスアワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開する。
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佐瀬　一弥

動力学解析特論

■テーマ■テーマ

質点、柔軟物体の動力学解析（マルチボディダイナミクス）

■講義内容■講義内容

質点運動・接触、柔軟物体の運動などについての力学（マルチボディダイナミクス）の理論とプログラミングによる実装
コンピュータグラフィクス（CG）およびロボット工学における数値シミュレーションの応用

■達成目標■達成目標

１．質点、柔軟物体の運動の数学的記述を説明することができる
２．マルチボディダイナミクスの数値解析をプログラミングにより実装できる
３．CGおよびロボット工学における数値シミュレーションの応用例を説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前にmanabaに掲載される授業資料を見てPythonの開発環境を構築する
【授業内容】　ガイダンスとPython入門（AnacondaによるPythonプログラミング、コマンドプロンプト、スクリ
プトファイルの作成と実行、VS Codeの使い方）
【事後学修】　Pythonスクリプトの作成と実行が自力でできるように練習する

第２回 【事前学修】　学んだことのあるプログラミング言語における変数、型、条件分岐、繰り返し文の文法を確認す
る
【授業内容】　Pythonの基本文法1（変数、型、条件分岐、繰り返し文）
【事後学修】　Pythonの基本文法を用いた演習課題にとりくむ。次回、解答を示す。

第３回 【事前学修】　学んだことのあるプログラミング言語における関数の文法を確認する
【授業内容】　Pythonの基本文法2（関数）、Pythonによる2次元CG1（Tkinterを用いた図形描画）
【事後学修】　描画機能を用いてイラストを描いてみる。

第４回 【事前学修】　質点の放物運動の微分方程式および解析解を確認する
【授業内容】　Pythonによる2次元CG2（Tkinterを用いたアニメーション）、前進オイラー法よる質点運動シミュ
レーション（放物運動）
【事後学修】　前進オイラー法についての演習課題に取り組む。次回、解答を示す。

第５回 【事前学修】　バネ・質点系の振動の微分方程式および解析解を確認する
【授業内容】　Pythonによるグラフ作成（matplotlib）、前進オイラー法よる質点運動シミュレーション（バ
ネ・質点系の運動）
【事後学修】　ばね質点ダンパ系の振動についての演習課題に取り組む。次回、解答を示す。

第６回 【事前学修】　学んだことのあるプログラミング言語における配列の文法を確認する
【授業内容】　Pythonの基本文法3（リスト）、前進オイラー法と後退オイラー法
【事後学修】　数値解の精度評価について、様々な条件で比較する

第７回 【事前学修】　前進オイラー法による解法をよく確認してくる
【授業内容】　2次のルンゲクッタ法による質点運動シミュレーション
【事後学修】　前進オイラー法と2次のルンゲクッタ法の計算結果を比較する

第８回 【事前学修】　2次のルンゲクッタ法による解法をよく確認してくる
【授業内容】　Pythonによる2次元CG3（キー入力）、4次のルンゲクッタ法による質点運動シミュレーション
【事後学修】　前進オイラー法、2次のルンゲクッタ法、4次のルンゲクッタ法の計算結果を比較する

第９回 【事前学修】　キー入力の実装法をよく確認する
【授業内容】　Pythonによる2次元CG4（マウス入力）、円（質点）と直線（壁）の接触処理
【事後学修】　様々な向きの壁との接触処理についての課題に取り組む。次回、解説する。

第10回 【事前学修】　Pythonのリスト（配列）の文法を確認する
【授業内容】　複数質点のシミュレーション、円（質点）同士の接触処理（1次元）
【事後学修】　複数質点のシミュレーションにおいて接触処理を追加してみる。次回、解説する。

第11回 【事前学修】　ベクトルの内積、ノルム、正規化、運動量保存則、力積について復習する
【授業内容】　2次元ベクトル演算、円（質点）同士の接触処理（2次元）
【事後学修】　質点同士が衝突するシミュレーションを完成させる

第12回 【事前学修】　これまでの内容を振り返って復習する
【授業内容】　Pythonの基本文法4（モジュール）、複数質点の接触シミュレーション
【事後学修】　多数の質点が衝突するシミュレーションを完成させる

第13回 【事前学修】　2次元配列の使い方をよく確認する
【授業内容】　ばね質点モデルによる柔軟物体表現
【事後学修】　ばね質点モデルのネットワーク構造と挙動の違いを確認する

第14回 【事前学修】　自分の研究において利用している数値シミュレーション技術を列挙してくる
【授業内容】　動力学シミュレーションの応用（主に、コンピュータグラフィクス、ロボット工学分野）
【事後学修】　数値シミュレーション技術を応用した英語論文を各自調査し、報告書を作成する

第15回 【事前学修】　本講義で学んだことを振り返り、まとめる
【授業内容】　2次元CGまたは数値シミュレーション技術を利用したアプリケーション開発
【事後学修】　自ら開発課題を設定し、Pythonを用いたアプリケーションを作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

CGやロボット工学、その他の機械工学分野において、数値シミュレーションに関連する論文を調査し報告書にまとめる
（50%）
CG・数値シミュレーション技術を利用して開発したPythonアプリケーション、および、その説明文書（50％）
評価基準はルーブリックの形で授業中に公開する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

PythonをインストールできるノートPCを持参すること（持参困難な場合はPCを貸し出す）。
Pythonによるプログラミングを行うので、これまでに履修したプログラミング関連の授業内容をよく復習しておくこと。 
事前にmanaba上で示される授業資料を読んで授業開始前にPython開発環境を構築してくること。うまくいかなかった場合
は、第1回授業で対応する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーに代わりmanabaの掲示板機能を用いる。
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矢口　博之

機械力学特論
Dynamics of Machines

■テーマ■テーマ

機械および機械構造物の振動減衰の解明。

■講義内容■講義内容

減衰を有する機械モデルの動的特性および周波数応答特性を、理論的に明らかにする。この授業は、対面授業として行
う。

■達成目標■達成目標

複雑な機械に発生している振動の制振法および防振法の事例についての理解を深め、自分で機械振動分野における最先端
の文献を読み、理解したうえで第三者に説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　機械振動の基礎
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第２回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　機械のモデリング
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第３回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動の複素数表示
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第４回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動絶縁の理論（振動伝達率）
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第５回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動絶縁の理論（防振支持系）
【事後学修】　１回から５回までの講義内容に関するレポートを提出する

第６回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　防振ゴムによる防振支持系（※レポートについては評価後、希望者には解説する）
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第７回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　金属ばねによる防振支持系
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第８回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　空気ばねによる防振支持系
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第９回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　減衰の種類
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第10回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　粘性減衰による機械の振動減衰
【事後学修】　６回から10回までの講義内容に関するレポートを提出し、総復習を行う

第11回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　構造減衰による機械の振動減衰（※レポートについては評価後、希望者には解説する）
【事後学修】　講義内容について、重要項目の纏めを行う

第12回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　固体摩擦による機械の振動減衰
【事後学修】　試験に関するノートのまとめを行う

第13回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　複合材による振動減衰
【事後学修】　試験に関するノートの総まとめを行う

第14回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　複雑な多自由度振動システムの振動減衰
【事後学修】　試験に関するノートの総まとめを行う

第15回 【事前学修】　指定の参考書で指定したページを読み、受講に必要な最小限度の知識を学習する。
【授業内容】　振動絶縁および振動減衰のまとめと小テスト（※レポートについては評価後、希望者には解説す
る）
【事後学修】　11回から15回までの講義内容に関するレポートを提出し、総復習を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

提出してもらう課題のレポートを50％、小テストを50％として評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部において講義された機械力学等の基礎的事項について理解しておくこと。

■テキスト■テキスト

工業基礎振動学：斎藤秀雄、養賢堂
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■参考文献■参考文献

Journal of Sound and Vibration の文献。

■履修上の注意■履修上の注意

講義の進展度合いは、受講者により多少変わります。
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斎藤　修

機械加工学特論
Manufacturing Processes

■テーマ■テーマ

超精密加工に関連する創成技術とマイクロ機械加工

■講義内容■講義内容

精密加工の高度化に関する基本的な知識を身につける。そして工作物材料を目的の形状や寸法そして表面粗さにするため
の機械加工法を最近の論文等により紹介しながら講義する。また、超精密加工およびマイクロ機械加工について代表的な
加工技術とその特性を紹介する。
この講義は対面授業で行う。

■達成目標■達成目標

①機械加工に対する基礎的な知識を修得する。
②機械加工技術者としてあらゆる緒問題に対応できる能力を身につける。
③自ら問題点を見つけ解決する能力を身につける。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】機械加工についての基本現象について調べてくる。
【授業内容】加工で生じる基本現象
【事後学修】加工で生じる基本現象について整理し、レポートにして提出する。

第２回 【事前学修】機械加工を行う金属材料やセラミックス材料にはどのようなものがあるかを調べてくる。
【授業内容】材料と加工エネルギ
【事後学修】材料と加工エネルギを分類し、レポートにして提出する。

第３回 【事前学修】機械加工における寸法精度と表面粗さについて調べてくる。
【授業内容】寸法精度と表面粗さの概念
【事後学修】寸法精度と表面粗さの概念関係について整理し、レポートにして提出する。

第４回 【事前学修】表面粗さ計の仕組みとその表示方法について調べてくる。
【授業内容】表面粗さの測定法
【事後学修】表面粗さの定義と測定法を分類し、レポートにして提出する。

第５回 【事前学修】加工における精度の種類と基本原理について調べてくる。
【授業内容】加工精度の基本原理
【事後学修】加工精度の基本原理について整理し、レポートにして提出する。

第６回 【事前学修】機械加工する場合の精度の出し方とその高精度化について調べてくる。
【授業内容】機械加工法の高精度化
【事後学修】機械加工法の高精度化について整理し、レポートにして提出する。

第７回 【事前学修】機械加工方法の種類と特徴について調べてくる。
【授業内容】機械工作法の種類と特徴
【事後学修】機械工作法の種類と特徴について整理し、レポートにして提出する。

第８回 【事前学修】工作機械の種類について調べてくる。またその特徴についてまとめてくる。
【授業内容】工作機械の種類と機能
【事後学修】工作機械の種類と機能について整理し、レポートにして提出する。

第９回 【事前学修】工作機械の座標系と運動について調べてくる。
【授業内容】工作機械の座標系と運動
【事後学修】工作機械の座標系と運動について整理し、レポートにして提出する。

第10回 【事前学修】工作機械の数値制御について調べてくる。
【授業内容】数値制御工作機械の種類と特徴
【事後学修】数値制御工作機械の種類と特徴について整理し、レポートにして提出する。

第11回 【事前学修】切削工具の種類と名称について調べてくる。
【授業内容】切削工具の種類と名称
【事後学修】切削工具の種類と名称について整理し、レポートにして提出する。

第12回 【事前学修】工具切れ刃形状の幾何学と切りくず形状のメカニズムを調べてくる。
【授業内容】切削理論と切削メカニズム
【事後学修】切削理論と切削メカニズムについて整理し、レポートにして提出する。

第13回 【事前学修】切りくずのせん断角と加工エネルギについて調べてくる。
【授業内容】加工エネルギとせん断角理論
【事後学修】加工エネルギとせん断角理論について整理し、レポートにして提出する。

第14回 【事前学修】工具切れ刃と加工エネルギが切削温度に及ぼす影響について調べてくる。
【授業内容】加工エネルギと切削温度
【事後学修】加工エネルギと切削温度について整理し、レポートにして提出する。

第15回 【事前学修】切削条件と切削温度が工具摩耗や工具寿命に及ぼす影響について調べてくる。
【授業内容】工具摩耗と寿命
【事後学修】工具摩耗と寿命について整理し、レポートにして提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊課題に対する複数回のレポート（100％）により評価する。評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊機械工作学で学んだ知識を復習しておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊知能材料工学、機構学、機械設計学、ユニバーサルデザイン、生産システムなど

■テキスト■テキスト

＊必要に応じて印刷物を配布する。

■参考文献■参考文献

＊日本機械学会編「生産加工の原理」日刊工業新聞社　ISBN 4526041211、JSME テキストシリーズ「加工学I-除去加工-」
日本機械学会（丸善）ISBN 4888981477、精密工学会および砥粒加工学会等の発表論文を使用する。

■履修上の注意■履修上の注意

＊配布資料を講義に持参のこと。
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松浦　寛

オプトメカトロニクス特論
Optmechatronics

■テーマ■テーマ

オプトメカトロニクス製品を設計するために CAD を使って光学設計をおこなう。

■講義内容■講義内容

講義は対面で行う。現在、光のコヒーレントで直進性がよいという利点を使って光を利用したメカトロニクス製品が市場
に多く出回っている。これらの製品には、レーザおよび光ファイバから出た光を効率よくレンズを使って伝搬させる機構
が組み込まれている。本講義では光ファイバ、レンズを使うための設計論を体系的に学ぶことを目的にしている。受講者
の数学レベルにより講義難易度を変えるが理論式の計算フォローを主体としているため数学力が必須となる。

■達成目標■達成目標

①機械設計 CAD を応用して光線追跡の設計ができる。
②分布屈折率型レンズの光路計算ができる。
③シングルモードでの結合計算ができる。
④高出力ファイバレーザの構造と安全性について説明ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に前年度の数学テストを行う
【授業内容】　講義目的と日程の説明。本講義で理解するための数学テスト
【事後学修】　数学テストの式展開をトレースする

第２回 【事前学修】　光学で使う数式を書き写す
【授業内容】　光学で使う数式の展開を受講者が発表後に解説
【事後学修】　光学で使う数式の展開をエクセルでトレースする

第３回 【事前学修】　偏光解析ミューラ行列の意味を提出する
【授業内容】　偏光解析ミューラ行列を受講者が発表後に解説
【事後学修】　偏光解析ミューラ行列をエクセルでトレースする

第４回 【事前学修】　偏光解析ジョーンズ行列の意味を提出する
【授業内容】　偏光解析ジョーンズ行列及びミューラ行列との違いを受講生が発表後に解説
【事後学修】　偏光解析ジョーンズ行列をエクセルでトレースする

第５回 【事前学修】　レンズ設計の基礎として ABCD マトリックスについて調べる
【授業内容】　レンズ設計の基礎として収差計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　色収差計算をエクセルでトレースする

第６回 【事前学修】　分布屈折率型レンズについて調べる
【授業内容】　分布屈折率型レンズのマトリックス計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　分布屈折率型レンズの光線追跡をトレースする

第７回 【事前学修】　シングルモードとマルチモードの意味を調べる
【授業内容】　シングルモードの結合のためのガウシアンビーム計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　ガウシアンビームのトレースをする

第８回 【事前学修】　ベッセル関数を調べる
【授業内容】　光ファイバの基礎としてファイバの構造とベッセル関数計算を受講者が発表後に解説
【事後学修】　光ファイバの構造を調べる

第９回 【事前学修】　4 準位レーザについて調べる
【授業内容】　レーザ設計のための準位とレーザ共振器構造について講義
【事後学修】　レーザ共振器構造の種類を調べる

第10回 【事前学修】　3 準位レーザについて調べる
【授業内容】　受講者がレーザ発振器を設計して解説 1
【事後学修】　受講者がレーザ発振器の計算を行う

第11回 【事前学修】　発振器を構造の種類を調べる
【授業内容】　受講者がレーザ発振器を設計して解説 2
【事後学修】　受講者がレーザ発振器の計算結果をエクセルでトレースする

第12回 【事前学修】　ファイバ結合効率をエクセルに入力する
【授業内容】　受講者が半導体レーザモジュールのファイバ結合計算を発表 1
【事後学修】　半導体レーザモジュールのファイバ結合計算をトレースする

第13回 【事前学修】　ファイバ結合計算をエクセルで図表する
【授業内容】　受講者が半導体レーザモジュールのファイバ結合計算を発表 1
【事後学修】　受講者が半導体レーザモジュールのファイバ結合計算をトレースする

第14回 【事前学修】　CAD の操作ができるようにしておく
【授業内容】　受講者が機械設計 CAD を使って光線追跡を解説
【事後学修】　CAD データから図面を作成する

第15回 【事前学修】　まとめテスト
【授業内容】　まとめテスト
【事後学修】　まとめテストのまとめをおこなう

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の発表資料の質・量で評価する（100％）。1/5 以上の欠席（忌引き、病欠除く）は認めない。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

無線ネットワークに接続できる自分のパソコンを用意すること。（他人の PC では単位を認めない）
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数学（行列、微分積分、フーリエ展開、ベッセル関数）

■テキスト■テキスト

資料を配布する

■参考文献■参考文献

Principle of Optics; Born， Optics 2nd Edition; Hecht（訳書もあるが原書を奨める）

■履修上の注意■履修上の注意

大学受験レベルの数学力が必要。毎回 21 時頃までかかる。出張により日程変更がある。
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星　朗

応用熱工学特論
Applied Thermal Engineering

■テーマ■テーマ

基礎的な伝熱現象の理解と設計に必要な伝熱工学の知識習得

■講義内容■講義内容

テキストを中心に、伝熱工学的観点から熱移動について論じる。さらに、演習課題の解法を通して、実践的に理解力を深
める。

■達成目標■達成目標

①熱と流れの基本的な原理・現象を説明することができるようになる。
②　伝熱工学における様々な数式・無次元数・物理量などの意味を説明することができるようになる。
③　伝熱に関する基本的な設計・計算ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　manabaを利用できるように準備しておく。第１回講義資料を読んで、熱力学で学んだことを復習
してくるとともに、「伝熱の三形態」の概要を調べてくる。
【授業内容】　授業の概要説明、熱力学の復習と伝熱の基礎
【事後学修】　シラバスを熟読し、授業の達成目標や進め方を理解する。演習課題およびQuiz1を再確認･復習す
る。

第２回 【事前学修】　第２回講義資料を読んで、「フーリエの法則」の概要を調べてくる。
【授業内容】　定常熱伝導（平板の定常熱伝導）
【事後学修】　演習課題およびQuiz2の「平板の熱伝導問題」を解法できるようにする。

第３回 【事前学修】　第３回講義資料を読んで、「熱通過率」の概要を調べてくる。
【授業内容】　定常熱伝導（円筒の定常熱伝導）
【事後学修】　演習課題およびOuiz3の「円筒の熱伝導問題」を解法できるようにする。

第４回 【事前学修】　第４回講義資料を読んで、「非定常熱伝導問題」とは何か考えてくる。
【授業内容】　非定常熱伝導
【事後学修】　演習課題およびQuiz4の「非定常熱伝導問題」を解法できるようにする。

第５回 【事前学修】　第５回講義資料を読んで、「強制対流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　強制対流熱伝達（水平平板からの層流熱伝達）
【事後学修】　演習課題およびQuiz5の「円柱からの強制対流（層流）熱伝達問題」を解法できるようにする。

第６回 【事前学修】　第６回講義資料を読んで、「層流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　強制対流熱伝達（管内流の層流熱伝達）
【事後学修】　演習課題およびQuiz6の「管内流の強制対流（層流）熱伝達問題」を解法できるようにする。

第７回 【事前学修】　第７回講義資料を読んで、「乱流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　強制対流熱伝達（乱流熱伝達）
【事後学修】　演習課題およびQuiz7の「強制対流（乱流）熱伝達問題」を解法できるようにする。

第８回 【事前学修】　第８回講義資料を読んで、「自然対流熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　自然対流熱伝達（垂直平板からの自由対流）
【事後学修】　演習課題およびQuiz8の「垂直平板からの自由対流熱伝達問題」を解法できるようにする。

第９回 【事前学修】　第９回講義資料を読んで、「ベナール対流」とは何か考えてくる。
【授業内容】　自然対流熱伝達（物体周りの自由対流）
【事後学修】　演習課題およびQuiz9の「物体周りの自由対流熱伝達問題」を解法できるようにする。

第10回 【事前学修】　第10回講義資料を読んで、「ふく射伝熱」とは何か考えてくる。
【授業内容】　ふく射伝熱（放射伝熱の基礎）
【事後学修】　演習課題およびQuiz10の「放射伝熱の基礎問題」を解法できるようにする。

第11回 【事前学修】　第11回講義資料を読んで、「形態係数」とは何か考えてくる。
【授業内容】　ふく射伝熱（物体面間の放射伝熱）
【事後学修】　演習課題およびQuiz11の「物体面間の放射伝熱問題」を解法できるようにする。応用熱工学特論
（伝熱の三形態）に関する「レポート」を課すので、第15回講義までに解答して提出する。

第12回 【事前学修】　第12回講義資料を読んで、「沸騰熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　相変化を伴う熱伝達（沸騰伝熱）
【事後学修】　演習課題の「沸騰伝熱問題」を解法できるようにする。

第13回 【事前学修】　第13回講義資料を読んで、「凝縮熱伝達」とは何か考えてくる。
【授業内容】　相変化を伴う熱伝達（凝縮伝熱）
【事後学修】　演習課題の「凝縮伝熱問題」を解法できるようにする。

第14回 【事前学修】　第14回講義資料を読んで、「熱交換器」の種類・概要を調べてくる。
【授業内容】　伝熱機器
【事後学修】　演習課題の「熱交換器に関する問題」を解法できるようにする。

第15回 【事前学修】　第２回から第11回の授業の内容について「達成度の確認」を行うので準備をする。
【授業内容】　伝熱工学の総復習および達成度の確認（範囲は第２回～第11回）
【事後学修】　達成度の確認で解らなかった問題を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（40％）、講義時Quiz（20％）および達成度の確認（40％）で総合評価する。
達成度の確認：100点満点筆記試験点数×0.4，問題解法の正確さ（100％）
Quiz：20点-（未提出1点+遅提出0.5点），提出無の場合 0点，問題解法の正確さ（100％）
レポート：40点，問題解法の正確さ（50％）ならびに記述解答の的確さ（50％）
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

熱力学、流体力学、数学（微積分、三角関数など）に関する基礎知識を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

JSMEテキストシリーズ「伝熱工学」、日本機械学会、丸善 ISBN9784888981200

■参考文献■参考文献

講義中に適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

演習問題を通して理解を深めていくので、電卓を持参すること。
研究室：五橋キャンパス研究棟５階Ｒ５１１室
オフィスアワー：授業の際にお知らせします。
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鈴木　利夫

エネルギー変換工学特論
Energy Conversion Engineering

■テーマ■テーマ

　熱エネルギーを中心としたエネルギー変換とその有効利用

■講義内容■講義内容

　現在の主たるエネルギーおよびエネルギーの変換技術について、熱エネルギーを中心に理解し、その変換効率や有効利
用についても学習する。なお、講義の理解確認としてmanabaによる小テストを講義終了後に実施する。

■達成目標■達成目標

　エネルギー資源の特性が理解でき、熱機関を主としたエネルギー変換技術の基本原理と有効利用の概要を把握すること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　エネルギ消費量の 1950 年以前と以後の変化を調べてくる。manaba及びresponを使用できるよう
に操作になれておくこと。
【授業内容】　授業の進め方とエネルギーの概念
【事後学修】　国内のエネルギー消費形態をチャートにまとめる。

第２回 【事前学修】　エネルギ消費の産業、民生および運輸の変化を調べてくる。
【授業内容】　エネルギー消費の変化
【事後学修】　エネルギー消費の推移を無次元化して比較してみる。

第３回 【事前学修】　往復動型内燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－往復動型内燃機関のサイクル－
【事後学修】　往復動型内燃機関の平均有効圧力を示す理論式に関するレポートを提出。

第４回 【事前学修】　往復動型外燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－往復動型外燃機関のサイクル－
【事後学修】　往復動型外燃機関に提案されている「再生」の手法を考えてみる。

第５回 【事前学修】　回転型内燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－回転型内燃機関のサイクル－
【事後学修】　回転型内燃機関において材料開発が重要である理由をまとめる。

第６回 【事前学修】　回転型外燃機関の種類を調べてくる。
【授業内容】　熱機関によるエネルギー変換－回転型外燃機関のサイクル－
【事後学修】　回転型内燃機関と外燃機関の組み合わせに関するレポートを提出。

第７回 【事前学修】　石油、石炭および天然ガスの主要産出国をを調べてくる。
【授業内容】　燃焼および排気ガス
【事後学修】　燃焼によるエネルギー利用に対する環境対策をチヤートにまとめる。

第８回 【事前学修】　石油、石炭および天然ガスの予想可採年数を調べてくる。
【授業内容】　熱エネルギー資源とその特性
【事後学修】　熱エネルギーの二次エネルギー化をチャートにまとめる。

第９回 【事前学修】　原子力エネルギーに関する資源状況と利用形態を調べてくる。
【授業内容】　原子力エネルギー
【事後学修】　既存の各エネルギー利用における長所と課題に関するレポートを提出。

第10回 【事前学修】　自然エネルギーの利用形態の分類を調べてくる。
【授業内容】　自然エネルギーの利用
【事後学修】　自然エネルギーのリスク・問題点をまとめる。

第11回 【事前学修】　熱エネルギー利用に関する熱力学的要求項目を調べてくる。
【授業内容】　省エネルギー技術と高効率化技術
【事後学修】　エクセルギーとアネルギーの概念で自動車のエネルギー利用をチャート化してみる。

第12回 【事前学修】　将来型のエネルギーに要求される項目を調べてくる。
【授業内容】　将来型の熱エネルギーとそのシステム
【事後学修】　将来型のエネルギー利用に関する現状の問題点を調べてみる。

第13回 【事前学修】　生態系に対する環境圏の分類を調べてくる。
【授業内容】　エネルギー変換と環境
【事後学修】　地球上での炭素循環をチャートにしてみる。

第14回 【事前学修】　太陽からの熱エネルギー収支について調べてくる。
【授業内容】　環境汚染とそのメカニズム
【事後学修】　複数提示されたエネルギー利用技術について、各自異なる１テーマを選択し、それについて調査
を行い、更にプレゼンテーションの準備も行う。

第15回 【事前学修】　個々に選択したエネルギー利用技術についてのプレゼンテーションの準備をしてくる。
【授業内容】　エネルギー利用における現状と問題点（発表とディスカッション）
【事後学修】　プレゼンテーションの内容とディスカッションの結果をまとめレポートとして提出。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

　小テスト（設問に対する正答率で評価）3点×11回＝33点、課題に対するレポート（課題に対する記述内容の適切さ
(50％)と独自性(30％)、指示された形式・作法の遵守(20％)）10点×3回＝30点、そして選択課題の発表・内容（25点）お
よびレポート（12点）により評価する。なお、選択課題の発表・内容およびレポートに関する観点は選択課題出題時に提
示する。小テストおよび課題レポートについては、評価後に適切・不適切なものを次の回の講義開始時に紹介。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

　熱や動力に関連した学部時代の専門科目の復習をして受講して頂きたい。

機

械

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1045 -



■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

　応用熱工学特論

■テキスト■テキスト

　適宜プリントを配布

■参考文献■参考文献

　必要に応じて講義中に紹介

■履修上の注意■履修上の注意

　オフィス・アワーに代わり、manabaの個別指導機能を使用する。
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小野　憲文

流体工学特論
Fluid Engineering

■テーマ■テーマ

圧縮性流体工学を中心とした流体工学の基礎と応用

■講義内容■講義内容

圧縮性流体流れを中心とした流体工学に関する知識を習得することに重点をおき、例題を解くことで理解を深め、応用で
きる力を身に付ける。

■達成目標■達成目標

①圧縮性流体工学を中心とする流体工学に関して、その基礎および応用的計算ができる。
②流体工学に関する計算（可視化）結果について十分評価できるような知識を身につける。
③流体工学に関わる応用事例を挙げることができ、それに関連する諸問題に対応できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまでに学習してきた流体工学関連項目について確認を行う。
【授業内容】　ガイダンス（本講義を受ける上での諸注意）
【事後学修】　これからの授業内容に必要な事項を整理しておく。

第２回 【事前学修】　これまでに学習してきた各種流れを整理しておく。
【授業内容】　流れの分類（粘性、圧縮性流体）
【事後学修】　流れの分類を考慮して圧縮性流体についてまとめておく。

第３回 【事前学修】　これまでに学習してきた熱力学関連項目について確認を行う。
【授業内容】　圧縮性流体の熱力学的性質
【事後学修】　圧縮性流体の熱力学的特性に関する簡単な計算を行ってみる。

第４回 【事前学修】　生活に身近な音・音速に関する問題について確認する。
【授業内容】　音速とマッハ数
【事後学修】　音速計算およびマッハ数の導出計算を行ってみる。

第５回 【事前学修】　微分方程式などの数学表現に関して確認を行う。
【授業内容】　一次元圧縮性流体の基礎式
【事後学修】　基礎式の詳細な導出過程を自ら確認する。

第６回 【事前学修】　熱力学で学習したエントロピーについて復習を行っておく。
【授業内容】　等エントロピーの流れ
【事後学修】　等エントロピー状態とそれ以外の区別について確認する。

第７回 【事前学修】　基礎式に関して復習を行っておく。
【授業内容】　定常１次元圧縮性流れの計算
【事後学修】　圧縮性流れの簡単な計算を行ってみる。

第８回 【事前学修】　音速になるための条件を推察しておく。
【授業内容】　先細ノズルの流れ
【事後学修】　先細ノズルの流れに関する簡単な計算を行ってみる。

第９回 【事前学修】　超音速になるための条件を推察しておく。
【授業内容】　ラバルノズルの流れ
【事後学修】　ラバルノズルの流れに関する簡単な計算を行ってみる。

第10回 【事前学修】　実在の衝撃波事例について確認を行っておく。
【授業内容】　垂直衝撃波
【事後学修】　垂直衝撃波に関する簡単な計算を行ってみる。

第11回 【事前学修】　隕石や超音速飛行機が地上に与える影響について調べておく。
【授業内容】　斜め衝撃波
【事後学修】　斜め衝撃波に関する簡単な計算を行ってみる。

第12回 【事前学修】　これまでに学習してきた数式処理等について確認を行う。
【授業内容】　応用 （数式処理ソフトによる計算）
【事後学修】　数式処理ソフトの応用方法を確認する。

第13回 【事前学修】　高速な流れを可視化する方法について調べておく。
【授業内容】　円錐プローブの衝撃波角
【事後学修】　高速な流れから各種情報を得る方法を復習する。

第14回 【事前学修】　特殊な流れについて調べておく。
【授業内容】　ファノーの流れとレーレーの流れ
【事後学修】　講義で出てきた流れの適応個所を確認する。

第15回 【事前学修】　これまで得た知識を集約しておくこと。
【授業内容】　課題演習：総合的な問題について演習する。
【事後学修】　全体の復習を行うこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

（a）毎回のレポート［計算、目標①、70 点、式の導出（80％）・結果の正確
性（20％）］
（b）まとめのレポート［計算、目標①②③、30 点、式の導出（80％）・結果の正確性（20％）］

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

これまでに受講した熱・流体工学関連教科について復習を行っておくこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

数値流体力学特論

■テキスト■テキスト

特に指定しない。

■参考文献■参考文献

中山泰喜著　新編 流体の力学（養賢堂）ISBN:978-4842504780、
松尾一泰著　圧縮性流体力学－内部流れの理論と解析（理工学社）ISBN:978-4274069697

■履修上の注意■履修上の注意

専用のホームページを用意している。ノートパソコンを用意しておくこと。
授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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高奈　秀匡

数値流体力学特論
Computational Fluid Dynamics

■テーマ■テーマ

流体力学の数値計算法

■講義内容■講義内容

流体の諸現象を数値シミュレーションすることを目的とし、偏微分方程式の解法の一つである有限差分法の基礎を説明
し、さらに、流体の基礎方程式であるナヴィエ・ストークス方程式の差分解法について解説する。

■達成目標■達成目標

①有限差分法の考え方を理解し、偏微分方程式の種類と性質に応じた数値計算法の適用について学習する。
②ナヴィエ・ストークス方程式の性質を理解し、これを解くために適した数値計算法について学習する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】
【授業内容】数値流体力学とは
【事後学修】講師の解説を基に、「数値流体力学」の要点を自分の言葉でまとめること。

第２回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】偏微分方程式の分類と性質
【事後学修】講師の解説を基に、「各偏微分方程式の性質」の要点を自分の言葉でまとめること。

第３回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】移流方程式の性質
【事後学修】講師の解説を基に、「移流方程式の性質」の要点を自分の言葉でまとめること。

第４回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】離散化と差分表式
【事後学修】講師の解説を基に、「離散化と差分表式」の要点を自分の言葉でまとめること。

第５回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】偏微分方程式の差分解法
【事後学修】講師の解説を基に、「偏微分方程式の差分解法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第６回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】差分方程式の適合性と精度
【事後学修】講師の解説を基に、「差分方程式の適合性と精度」の要点を自分の言葉でまとめること。

第７回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】差分スキームの安定性解析
【事後学修】講師の解説を基に、「差分スキームの安定性解析」の要点を自分の言葉でまとめること。

第８回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】計算格子と一般座標変換
【事後学修】講師の解説を基に、「計算格子と一般座標変換」の要点を自分の言葉でまとめること。

第９回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】連立一次方程式の数値計算法
【事後学修】講師の解説を基に、「連立一次方程式の数値計算法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第10回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】非圧縮性流れの性質と数値計算法
【事後学修】講師の解説を基に、「非圧縮性流れの性質と数値計算法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第11回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】風上差分法
【事後学修】講師の解説を基に、「風上差分法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第12回 【事前学修】ノートPC及びPythonの動作を確認しておくこと。
【授業内容】Python によるスカラー（移流・拡散）方程式の数値計算
【事後学修】Python の結果を可視化・考察し、レポートとしてまとめること。

第13回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】圧縮性流れの性質
【事後学修】講師の解説を基に、「圧縮性流れの性質」の要点を自分の言葉でまとめること。

第14回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】圧縮性流れの数値計算法
【事後学修】講師の解説を基に、「圧縮性流れの数値計算法」の要点を自分の言葉でまとめること。

第15回 【事前学修】教科書にあらかじめ目を通し、疑問点を明確にしておくこと。
【授業内容】圧縮性流れの時間積分法
【事後学修】講師の解説を基に、「圧縮性流れの時間積分法」の要点を自分の言葉でまとめること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）に基づき評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

線形代数や微分積分など、数学の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

流体工学特論

■テキスト■テキスト

Python で学ぶ流体力学の数値計算法、藤井孝藏・立川智章　共著、オーム社、2020年、4274224708
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■参考文献■参考文献

偏微分方程式の差分解法、高見穎郎・桑原邦郎　共著、東京大学出版会、1994年、4130629018

■履修上の注意■履修上の注意

連立一次方程式の数値計算法やPythonを利用した演習を行う際には、ノートPCを持参すること。
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熊谷　正朗

計測信号処理特論
Signal Processing for Sensing

■テーマ■テーマ

センサ信号を対象とした信号処理手法と関連技術

■講義内容■講義内容

機械システムなどを制御するため、把握するためにはセンサによる計測が不可欠である。しかし、センサの出力は生の
データではなく、信号処理によって情報を抽出する必要がある。そこで、信号の取り込みから処理までを実践面を重視し
ながら講義する。

■達成目標■達成目標

１：計測システムの構成を把握し、目的に応じた手段の選択ができる。
２：コンピュータを用いた初歩的なデジタル信号処理を自ら行うことができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　科目の目的、授業内容を把握し、自身の研究などにおける信号処理の位置づけをまとめて、（事
前に）担当教員にメイルにて連絡する
【授業内容】　導入：センサの役割
【事後学修】　どのようなセンサがあるか調査する

第２回 【事前学修】　センサのデータシートの特性部分を見てみる
【授業内容】　導入：センサの形態と信号
【事後学修】　具体的なセンサの信号特性を調査する

第３回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス基礎・総合の復習（アナログ）
【授業内容】　センサ信号のアナログ処理
【事後学修】　センサ信号処理回路について調査する

第４回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス基礎・総合の復習（AD）
【授業内容】　アナログとデジタルの変換、離散時間・離散値
【事後学修】　離散化の事例を調査する

第５回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス基礎・総合の復習（AD）
【授業内容】　アナログデジタル変換の実仕様と選定上の観点
【事後学修】　研究に使用しているAD変換の役割と仕様の再確認

第６回 【事前学修】　ラプラス変換の復習をしておく
【授業内容】　Ｚ変換の導入と逆Ｚ変換
【事後学修】　Ｚ変換の変換計算を自分の手で行ってみる

第７回 【事前学修】　前回のＺ変換とラプラス変換の復習をしておく
【授業内容】　パルス伝達関数と伝達関数、Ｚ変換とラプラス変換
【事後学修】　パルス伝達関数の導出を自分の手でしてみる

第８回 【事前学修】　学部講義数学のフーリエ級数を復習しておく
【授業内容】　フーリエ級数、フーリエ変換（DFT、FFT）
【事後学修】　FFTの具体的な手法について調査する

第９回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス総合・工学総合演習II のアナログフィルタを復習しておく
【授業内容】　ディジタルフィルタと特性(FIRとIIR)
【事後学修】　デジタルフィルタの活用事例を調査する

第10回 【事前学修】　学部講義メカトロニクス総合・工学総合演習II のアナログフィルタを復習しておく
【授業内容】　ディジタルフィルタの設計と評価
【事後学修】　デジタルフィルタの設計例を調査する

第11回 【事前学修】　フーリエ変換（DFT, FFT）を再確認しておく
【授業内容】　窓関数とフーリエ変換の時間分解能、ウェーブレット変換の概要
【事後学修】　ウェーブレットの事例と特性の違いを調査する

第12回 【事前学修】　画像処理について一般事項を確認しておく
【授業内容】　画像処理：画像・映像情報の基礎
【事後学修】　画像処理の産業での活用事例を調査する

第13回 【事前学修】　身の回りの画像処理事例を探してみる
【授業内容】　画像処理：画像フィルタ
【事後学修】　フィルタの演算を自分の手で確認する

第14回 【事前学修】　各自の研究テーマ内の信号処理の課題を確認しておく
【授業内容】　計測システムの実例
【事後学修】　各自の研究課題の中で適用できる処理手段がないか検討する

第15回 【事前学修】　表計算ソフトの利用法を確認しておく
【授業内容】　実践演習と課題の提示
【事後学修】　演習内容の再確認をする
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価は信号の解析を課題とするレポートによって行う。講義に真剣に取り組み、十分な解析結果を得たなら80点以上とす
ることを目安とする。
詳細：
　レポートの課題は
　　（1）修士研究、卒業研究に関わる実データに対する信号処理を用いた分析
　　（2）課題として提供するデータ列からの有意信号の抽出
　の２種類から選択するとする。
　評価指標はいずれも
　　（a）結果のデータの妥当性（結果に誤り、不足がないか）
　　（b）方法の論述の妥当性　（具体的な処理手順が示されているか、説明になっているか）
　　（c）レポートの体裁　　　（構成、用語の適切さ、誤字脱字などの不備の無さ）
　による。オリジナリティは当然必須である。
受講人数が少なく絶対評価が難しいため、該当年度および過去年度との相対比較を行い、標準点からの増減で採点する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

センシングに関する基礎的な理解と、電子回路の基礎知識が前半部分で必要である。中盤以降は基本的に数学的な処理で
あり、三角関数、行列、ベクトル、数列(配列)などに抵抗がないことが必要である。また、実習には表計算ソフトを使う
が、C言語等によるプログラム開発ができるとなお実践的である。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

とくになし

■テキスト■テキスト

とくになし

■参考文献■参考文献

https://www.mech.tohoku-gakuin.ac.jp/rde/ 他講義において適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

履修登録に際しては、事前にメイル等での相談が望ましい。受講者の基礎知識、具体的な希望をもとに講義の深さと方向
性（処理事例）を修正する用意がある。

連絡先：教員室・実験室＝研究棟３階 R315
オフィスアワー：講義時、または講義で通知するメイルアドレス、必要であれば面会時刻を調整することとする。
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梶川　伸哉

ヒューマン・マシンシステム特論
Human-Machine System

■テーマ■テーマ

人と協調する機械システムの構成法

■講義内容■講義内容

人の活動を支援する機械システムの構築において必要となる、情報伝達機器、操作器、および制御器設計の方法について
学習する。この講義は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

１．人の感覚、知覚、運動特性が理解できる。
２．人間の特性理解に基づき、現存するヒューマンマシンシステムの構成が理解できる。
３．ヒューマンマシンシステムの利点、欠点を理解できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ヒューマン・マシンシステムの実例について調べる。
【授業内容】　ヒューマン・マシンシステムの定義
【事後学修】　各分野におけるヒューマン・マシンシステムの特徴、およびシステムの構成要素について整理す
る。

第２回 【事前学修】　視覚、聴覚、力覚の得るために必要な物理的刺激の種類、人間の感覚特性について調べる。
【授業内容】　人の感覚特性：視覚、聴覚、力覚等について
【事後学修】　各種感覚刺激に対する受容器の種類、特性についてまとめておく。

第３回 【事前学修】　記憶の種類とその特徴について調べる。
【授業内容】　人の認知特性：推論、記憶等について
【事後学修】　推論をサポートするシステムを実現するには、どのようなデータの構造、また、データ間のつな
がりの記述が必要になるか考える。

第４回 【事前学修】　音声認識、顔画像認識の利用分野と現状課題について調べる。
【授業内容】　情報入力装置：音声認識、画像認識、ポインティングデバイス等
【事後学修】　講義内で解説した認識技術について、その原理をまとめ、理解を深める。

第５回 【事前学修】　視覚、触覚を刺激するデバイスの最新事例を調べる。
【授業内容】　情報表示装置：ディスプレイ装置、ハプティクス装置等
【事後学修】　講義内で解説した視・触覚刺激デバイスの原理について整理する。

第６回 【事前学修】　人体の構造の例として、上肢の筋骨格構造について調べる。
【授業内容】　人の身体構造：関節自由度、筋骨格構造等
【事後学修】　人体モデルについて整理し、理解を深める。

第７回 【事前学修】　機械的インピーダンスの概念について調べる。
【授業内容】　人の運動特性：関節インピーダンス、筋制御等
【事後学修】　人体における関節インピーダンスの調節メカニズム（説）についてまとめる。

第８回 【事前学修】　パワーアシストやリハビリ支援装置に求められる機械的特性について考察しておく。
【授業内容】　人の運動支援装置：パワーアシスト、リハビリ支援装置等
【事後学修】　介護、介助作業ロボットにおけるインピーダンス制御の有用性について整理する。

第９回 【事前学修】　提示された課題に対する調査、考察を行う。
【授業内容】　課題発表 1
【事後学修】　発表に対して討論した内容をまとめ、理解と考察を深める。

第10回 【事前学修】　人間の行う手動制御の例について調べる。基本的な伝達関数要素について復習しておく。
【授業内容】　人の制御動作 1：人の制御モデル
【事後学修】　人間の制御モデルに人体の信号伝達、運動伝達等の特性がどのように取り入れられているか整理
する。

第11回 【事前学修】　学習およびフィードフォワード制御とは、どのようなものか調べる。
【授業内容】　人の制御動作 2 ：人の学習能力、フィードフォワード制御特性
【事後学修】　制御対象の特性に応じて人間がどのようなコントローラとして振る舞うのか（マンマシンシステ
ムとしてどのような特性を持つものになるのか）、まとめる。

第12回 【事前学修】　追従制御、補償制御、予測制御の違いについて調べる。
【授業内容】　人による機械操作 1 ：人の制御特性と情報表示、操作装置の関係
【事後学修】　フィードバック情報の種類と人間のコントローラとしての特性の関係についてまとめる。

第13回 【事前学修】　ヒューマンエラーが引き起こした重大事故の例を調べる。
【授業内容】　人による機械操作 2 ：ヒューマンエラーの軽減策
【事後学修】　ヒューマンエラーの軽減に対するマシン側の設計ポイントについて考察する。

第14回 【事前学修】　提示された課題に対する調査、考察を行う。
【授業内容】　課題発表 2
【事後学修】　発表に対して討論した内容をまとめ、理解と考察を深める。

第15回 【事前学修】　第 1 回～第14回までの講義内容について、整理し、再確認する。
【授業内容】　講義内容のまとめ　
【事後学修】　今後の活動に役立てられるよう授業の内容の復習や考察した事柄をまとめる（最終レポート）。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

成績評価は以下の方法（a）、（b）により行います。（①具体的内容、②達成目標との関連、③配点、④評価の観点・基
準）
（a）課題発表（①発表時に提示する：②達成目標１、２、３：③40点＝20点×2回：④内容詳細さと独自性（60％）と発
表態度（40％））
（b）最終レポート（①授業内で提示する：②達成目標１、２、３：③60点：④内容の充実度（60％）と独自の意見
（40％））

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

制御工学、ヒューマンマシンインターフェイスの内容について学んでおくこと。

■テキスト■テキスト

適宜プリントを配布する。

■参考文献■参考文献

適宜プリントを配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

課題発表を 2 回行う予定としている。課題内容については、講義中に指定する。
教員居室：研究棟 5階 R509室。オフィスアワー：オフィスアワー、および担当教員のメールアドレスは（開講時に）公開
する。
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郷古　学

適応システム特論
Advanced Lectures on Adaptive System

■テーマ■テーマ

適応システムを構築する上で必要となる機械学習に関する基礎知識の習得。

■講義内容■講義内容

機械学習について概説するとともに、学習モデルとして幅広く応用されているニューラルネットワーク（NN）について、
その構造や学習原理についての解説を行う。また、実際にパターン認識プログラムを作成し、NN の応用法について理解す
る。この授業は対面授業で行う。

■達成目標■達成目標

様々なニューラルネットワークのメカニズムを説明できる。また、それらのプログラムを作成し、応用することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　プログラミング言語についての復習
【授業内容】　ガイダンス（講義の進め方）
【事後学修】　課題プログラムの作成

第２回 【事前学修】　機械学習に関する調査
【授業内容】　様々な機械学習（1）
【事後学修】　機械学習に関する応用例の調査

第３回 【事前学修】　機械学習に関する調査
【授業内容】　様々な機械学習（2）
【事後学修】　機械学習にの応用例の調査

第４回 【事前学修】　階層型ニューラルネットワークについての調査
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークについての数理表現
【事後学修】　階層型ニューラルネットワークの特徴についての調査

第５回 【事前学修】　単純パーセプトロンに関する調査
【授業内容】　ニューラルネットワークモデル（単純パーセプトロン）
【事後学修】　パターン識別における単純パーセプトロンの限界について調査する

第６回 【事前学修】　バックプロパゲーション法のメカニズムについての調査
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークの基礎 1　（モデルの構造と動作）
【事後学修】　バックプロパゲーション法のプログラムを作成する

第７回 【事前学修】　プログラムの作成
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークの基礎 2　（バックプロパゲーションによるモデルの学習）
【事後学修】　プログラムの修正

第８回 【事前学修】　プログラムの作成
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークの基礎 3　（実データを用いた識別課題の実施）
【事後学修】　プログラムの修正

第９回 【事前学修】　パターン識別の精度向上のための検討
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークを用いたパターン識別 1
【事後学修】　作成したプログラムを用いてパターン識別課題を実行する

第10回 【事前学修】　パターン識別の精度向上のための検討
【授業内容】　階層型ニューラルネットワークを用いたパターン識別 2
【事後学修】　パターン識別の精度向上のためのプログラム修正

第11回 【事前学修】　強化学習についての調査
【授業内容】　強化学習について1（強化学習とは何か）
【事後学修】　強化学習の応用例について調査する

第12回 【事前学修】　強化学習についての調査試料の作成
【授業内容】　強化学習について 2（Q-learningなど）
【事後学修】　強化学習についてのプログラムの作成

第13回 【事前学修】　強化学習に関する簡単なシミュレーションの実施
【授業内容】　強化学習について3（様々な学習アルゴリズム）
【事後学修】　強化学習についてのプログラムの作成

第14回 【事前学修】　強化学習の応用方法について検討する
【授業内容】　強化学習について4（強化学習の応用について）
【事後学修】　強化学習の応用に関するレポートをまとめる

第15回 【事前学修】　講義を終えるにあたり到達度を確認する
【授業内容】　まとめ　到達度確認テストと解説
【事後学修】　講義を終えるにあたり到達度を確認する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（20％）、演習（パターン識別課題）（50％）、プログラム作成課題（30％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

本講義では、講義内で解説した数理モデルに関するプログラムを実際に作成し、評価していく。そのため、受講する上で
プログラム言語Pythonに関する基礎的知識について、十分理解しておく必要がある。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

予習復習を十分行うこと。オフィスアワーについては初回講義の際に連絡する。
【双方向型授業】【アクティブラーニング科目】
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魚橋　慶子

システム制御工学特論
Systems and Control Theory

■テーマ■テーマ

線形システム理論の基礎

■講義内容■講義内容

システム制御のために必要な線形代数学と、線形システムの表現法を学習する。

■達成目標■達成目標

①行列の対角化・標準形について理解する。
②線形システムの状態空間表現・伝達関数行列表現について理解する。
③線形システムの状態空間表現の、既約性と正準構造分解について理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　線形代数学（行列の演算）の復習を行う。
【授業内容】　ベクトル空間と線形写像
【事後学修】　ベクトル空間と線形写像についての式変形を、自力でできるようにする。

第２回 【事前学修】　線形代数学（内積）の復習を行う。
【授業内容】　内積空間
【事後学修】　内積空間についての式変形を、自力でできるようにする。

第３回 【事前学修】　線形代数学（回転変換）の復習を行う。
【授業内容】　ユニタリ変換と直交変換
【事後学修】　ユニタリ変換と直交変換についての式変形を、自力でできるようにする。

第４回 【事前学修】　学部で学んだ固有値と固有ベクトルの復習を行う。
【授業内容】　固有値と固有ベクトル
【事後学修】　固有値と固有ベクトルについての式変形を、自力でできるようにする。

第５回 【事前学修】　対角化の復習を行う。
【授業内容】　エルミート行列と対称行列
【事後学修】　エルミート行列と対称行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第６回 【事前学修】　固有値と固有ベクトルの復習を行う。
【授業内容】　ジョルダン標準形
【事後学修】　ジョルダン標準形についての式変形を、自力でできるようにする。

第７回 【事前学修】　学部で学んだ状態空間表現の復習を行う。
【授業内容】　状態空間表現
【事後学修】　状態空間表現についての式変形を、自力でできるようにする。

第８回 【事前学修】　学部で学んだ状態遷移行列の復習を行う。
【授業内容】　状態遷移行列
【事後学修】　状態遷移行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第９回 【事前学修】　学部で学んだ伝達関数行列の復習を行う。
【授業内容】　伝達関数行列
【事後学修】　伝達関数行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第10回 【事前学修】　伝達関数行列の復習を行う。
【授業内容】　伝達関数行列の既約分解
【事後学修】　伝達関数行列についての式変形を、自力でできるようにする。

第11回 【事前学修】　逆行列の復習を行う。
【授業内容】　分解表現とプロパー性
【事後学修】　分解表現とプロパー性についての式変形を、自力でできるようにする。

第12回 【事前学修】　学部で学んだ実現問題の復習を行う。
【授業内容】　実現問題
【事後学修】　実現問題についての式変形を、自力でできるようにする。

第13回 【事前学修】　学部で学んだ可制御性と可観測性の復習を行う。
【授業内容】　可制御性と可観測性
【事後学修】　可制御性と可観測性についての式変形を、自力でできるようにする。

第14回 【事前学修】　状態空間表現の復習を行う。
【授業内容】　システムの分解
【事後学修】　システムの分解についての式変形を、自力でできるようにする。

第15回 【事前学修】　システムの分解の復習を行う。
【授業内容】　システムの正準構造分解
【事後学修】　システムの正準構造分解についての式変形を、自力でできるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート（100％）により評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部の線形代数学、システム制御工学関連科目の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

システム制御工学関連科目

■テキスト■テキスト

特になし。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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加藤　陽子

画像計測工学特論
Imaging technology and data analysis

■テーマ■テーマ

画像計測工学に関する分野の解説

■講義内容■講義内容

画像計測工学に関する代表的な技術について、具体的な事例に基づいて解説する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

画像計測工学に関する以下の3点を達成目標とする：
1．ディジタル画像におけるデータの特徴について説明する事ができる。
2．代表的な画像処理の手法における原理について説明する事ができる。
3．代表的な画像処理手法における特徴について、具体例を用いて説明する事ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　画像処理に関する具体的な事例の調査。
【授業内容】　本講義の内容（概要）。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　画像処理に関する基本事項の確認。

第２回 【事前学修】　ディジタル画像におけるデータの特徴について確認。
【授業内容】　基礎概念　画像データと構造。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　ディジタル画像におけるデータ処理に関する基本的な事項を確認。

第３回 【事前学修】　画像改善と画像再構成に関する事項を確認。
【授業内容】　画像改善と画像再構成　鮮鋭化から雑音除去まで　第1回レポート課題の提示。演習問題への取り
組みおよび発表。
【事後学修】　第1回レポート課題への取り組み

第４回 【事前学修】　2値画像処理に関する具体的な事例を調査。
【授業内容】　2値画像処理　第1回レポート課題の提出。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　2値画像処理に関する具体的な事項の確認。

第５回 【事前学修】　勾配とラプラシアンに関する具体的な事例について調査。
【授業内容】　勾配とラプラシアン　第1回レポート課題の解説。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第1回レポート課題の解説に対する復習。

第６回 【事前学修】　テクスチャ解析に関する具体的な事例を調査。
【授業内容】　テクスチャ解析　演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　テクスチャ解析に関する基本的な事項を確認。

第７回 【事前学修】　主成分分析と判別分析に関する具体的な事例を調査。
【授業内容】　主成分分析と判別分析　第2回レポート課題の提示。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第2回レポート課題への取り組み。

第８回 【事前学修】　テキスト等における第 2 回から第 7 回までの関連箇所の通読。
【授業内容】　第 2 回から第 7 回までのまとめ 第2回レポート課題の提出。演習問題への取り組みおよび発
表。
【事後学修】　第2回から第7回の講義内容に関する研究事例の調査。

第９回 【事前学修】　超音波ドップラーについて調査。
【授業内容】　血流速度と医用画像（１）超音波ドップー　第2回レポート課題の解説。演習問題への取り組みお
よび発表。
【事後学修】　第2回レポート課題の解説に対する復習。

第10回 【事前学修】　MRIについて調査。
【授業内容】　血流速度と医用画像（２）MRI
【事後学修】　MRIに関する基本的な事項を確認。

第11回 【事前学修】　X線CTについて調査。
【授業内容】　血流速度と医用画像（3）X線CT　第3回レポート課題の提示。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第3回レポート課題への取り組み。

第12回 【事前学修】　血流速度について調査。
【授業内容】　血流速度の特徴と医用画像　第3回レポート課題の提出。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　血流速度に関する基本的な事項を確認。

第13回 【事前学修】　診断支援に関する事項についての調査。
【授業内容】　医用画像と診断支援　第3回レポート課題の解説。演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第3回レポート課題の解説に対する復習。

第14回 【事前学修】　テキスト等における第 9 回から第 13 回の講義内容との関連箇所の通読。
【授業内容】　第 9 回から第 13 回までのまとめ　演習問題への取り組みおよび発表。
【事後学修】　第1回から第14回までに行われた講義内容に対する復習。

第15回 【事前学修】　第1回から第3回のレポート課題に関する解説への復習
【授業内容】　第1回から第14回までにおこなわれた講義内容に対する小論文の作成
【事後学修】　演習問題の復習
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

３回のレポートと第15回の講義において提出された小論文により評価する：
　１．課題の提示：上記授業計画に定められたスケジュールに基づき別途行われる。
　２．達成目標との関連：
　　（１）レポート第1回から第3回は、各々、達成目標１から３に関連する。
　　（２）小論文は、達成目標全てに関連する。
　３．配点：3回のレポート（10点×3＝30点）、第15回の講義において提出された小論文（70点）
　４．評価の観点・基準：小論文共に、課題に対する回答として適切である事（30％）、論述内容の完成度（70％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連書籍・論文等の通読

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

なし

■テキスト■テキスト

コンピュータ画像処理(改訂2版) 　田村秀行 斎藤英雄 編著（オーム社）（ISBN: 978-4274228193）、多変量統計解析法
　田中豊・脇本和昌（現代数学社）（ISBN: 978-4768701546）

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。オフィスアワー：月曜日1コマ（8:45-10:15）（R508）。
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城戸　章宏

特別講義
Special Lecture

■テーマ■テーマ

自動車に導入される最新技術について学ぶ

■講義内容■講義内容

自動車の基本性能は「走る」「曲がる」「止まる」の三つに代表され、三大基本性能と呼ばれる。近年のエレクトロニク
ス技術の進歩はこの三大基本性能を飛躍的に発展させている。本授業は車の低燃費技術、自動運転へつながる先進安全技
術、快適性に貢献するボディー制御技術などの最新技術について解説する。

■達成目標■達成目標

①自動車に導入されている最新技術を理解し、説明することができる。
②サステナビリティの観点から、将来の自動車について議論することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】直噴、ミラーサイクル、バルブトロニックの調査
【授業内容】ガイダンス、ガソリンエンジンの新技術
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第２回 【事前学修】コモンレール、ＮＯｘ還元触媒の調査
【授業内容】ディーゼルエンジンの新技術
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第３回 【事前学修】各メーカーのハイブリッドシステム、ネオジウム磁石の調査
【授業内容】ハイブリッドシステム
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第４回 【事前学修】電気自動車の調査
【授業内容】電気自動車
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第５回 【事前学修】トヨタＭＩＲＡＩ、ホンダクラリティーの調査
【授業内容】燃料電池自動車
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第６回 【事前学修】トルクコンバータとステップＡＴの調査
【授業内容】パワートレインの新技術①：トルクコンバータとステップＡＴ
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第７回 【事前学修】ＡＭＴ、ＤＣＴの調査
【授業内容】パワートレインの新技術②：ＡＭＴ、ＤＣＴ
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第８回 【事前学修】ＬＳＤ、トランスファの調査
【授業内容】パワートレインの新技術③：ＬＳＤ、トランスファ
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第９回 【事前学修】電動パワーステアリングの調査
【授業内容】ステアリング制御
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第10回 【事前学修】アクティブサスペンションの調査
【授業内容】サスペンション制御
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第11回 【事前学修】先進安全技術の調査
【授業内容】走行安全制御(ASV)
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第12回 【事前学修】自動運転の調査
【授業内容】自動運転
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第13回 【事前学修】電子キーシステム、オートエアコン調査
【授業内容】ボディー制御
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。
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第14回 【事前学修】カーナビゲーションシステムの調査
【授業内容】カーナビゲーションシステム
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

第15回 【事前学修】ブルートゥース、ＤＳＲＣの調査
【授業内容】自動車の通信技術
【事後学修】レポート課題に取り組みmanaba上に提出。教員からフィードバックされた講評をもとに復習をす
る。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

毎回の授業で課すレポートによって評価する。評価基準はガイダンス時に周知する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

広く自動車全般の知識が求められるので、普段から自動車のニュースに興味をもって情報収集に努めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

応用熱工学特論、エネルギー変換工学特論、ヒューマン・マシンシステム特論

■テキスト■テキスト

使用しない。資料を別途配布する。

■参考文献■参考文献

適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

双方向型授業に努めるので、事前に最新技術について調査し、質問等をして授業参加に努めること。
授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィスアワー等については開講時に連絡する。
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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岡田　宏成

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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小野　憲文

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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梶川　伸哉

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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熊谷　正朗

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。

機

械

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1067 -



郷古　学

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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星　朗

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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松浦　寛

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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矢口　博之

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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佐瀬　一弥

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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魚橋　慶子

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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斎藤　修

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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李　渊

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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濱西　伸治

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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加藤　陽子

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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城戸　章宏

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、法則や定理をまとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　知能材料やそれに関連する機能材料の発現機構や制御方法に関して研究を行い、材料開発の観点から高知能化、高機能
化に関する研究の論文指導を行う。

小野　憲文
　熱流動現象のシミュレーションおよび可視化画像解析・作成を行い、それらの手法・結果を考察する研究の論文指導を
行う。

梶川　伸哉
人の優れた身体構造や運動スキルの解析を行い、これらの特徴を模倣したヒューマンアシストロボットの機構や制御方法
の開発に関する研究の論文指導を行う。

加藤　陽子
　生体組織・細胞等が示す機能を工学的に応用することを目標とした、バイオエンジニアリング研究の論文指導を行う。

城戸　章宏
　自動運転や環境対応の観点から、自動車の進化に必要なセンサやエンジンの開発に関する研究の論文指導を行う。

熊谷　正朗
　ロボットメカトロニクスに関して先進性と実用性の両面から研究を行い、その開発過程を重視し、装置の実現と機能評
価を含めた論文指導を行う。必要に応じて要素の開発研究、基礎特性の測定などの周辺研究を実施する場合もある。

郷古　学
　様々な環境への適応が可能なロボットの実現を目指し、実現に必要な技術である機械学習に関する研究の論文指導を行
う。

斎藤　修
　脆性材料の加工方法として提案されている超音波加工にレーザー加工を組み合わせた複合加工により、加工特性を改善
する方法に関する論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　バーチャルリアリティシステムの構築に必要となる実時間物理シミュレーションおよび触覚提示技術に関する研究の論
文指導を行う。

濱西　伸治
　聴覚のメカニクスに関して理論と実験により解明し、医療・福祉・スポーツ分野への応用を目的とした研究の論文指導
を行う。

星　朗
　エネルギー・環境問題の解決策を工学的見地から研究し、持続可能エネルギーならびに再生可能エネルギーをベースと
した新しいシステムの提案に関する論文指導を行う。

松浦　寛
　ダイヤモンドホイールを用いて超精密金型の表面をナノ精度で加工する研究を行い、工具開発の観点からより高品位な
表面性状に関する研究の論文指導を行う。

矢口　博之
　機械力学と電磁気学の観点から、電磁場と振動場の練成解析を通して、振動利用に関する研究を行い、その妥当性およ
び有用性を検証する論文指導を行う。

李　渊
　イオンマイグレーションを活用した金属（酸化物）ナノ材料の創製・特性評価・応用展開に関する研究指導を行う。
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電気工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



大場　佳文

電気回路学特論
Theory of Electrical Circuit

■テーマ■テーマ

回路網工学

■講義内容■講義内容

集中定数回路および分布定数回路の概要と、それらの回路合成論を学ぶ。
この授業は対面授業とする。

■達成目標■達成目標

代表的な集中定数回路や分布定数回路の設計ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　高周波伝送回路について調査する。
【授業内容】　高周波伝送回路あれこれ
【事後学修】　高周波伝送回路の種類について学習し、理解を深める。

第２回 【事前学修】　分布定数回路について調べる。
【授業内容】　分布定数回路（電信方程式）
【事後学修】　集中定数回路と分布定数回路のそれぞれの特徴を理解する。

第３回 【事前学修】　電信方程式を解いてみる。
【授業内容】　分布定数回路（電信方程式の解）
【事後学修】　電信方程式の解き方をマスターする。

第４回 【事前学修】　分布定数回路のさまざまな定数を調べる。
【授業内容】　分布定数回路（各種定数）
【事後学修】　分布定数回路の各種定数についての理解を深め、説明できるようにする。

第５回 【事前学修】　分布定数回路の四端子定数について、事前に調べておく。
【授業内容】　分布定数回路（四端子定数）
【事後学修】　無損失分布定数回路の四端子定数の表記についての理解を深め、説明できるようにする。

第６回 【事前学修】　集中定数素子の高周波帯での使用の注意点を調べておく。
【授業内容】　高周波伝送回路素子のノウハウ
【事後学修】　高周波帯における素子の使用の注意点をについて理解を深め、対応できるようにする。

第７回 【事前学修】　散乱行列について調べておく。
【授業内容】　ＦパラメータとＳパラメータ
【事後学修】　Ｓパラメータについての理解を深め、Ｓパラメータを計算できるようにする。

第８回 【事前学修】　さまざまな伝送線路について調べておく。
【授業内容】　高周波回路用伝送線路
【事後学修】　マイクロストリップ線路について理解を深め、その特徴を説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　集中定数素子で構成される２端子回路について調べておく。
【授業内容】　２端子回路網の合成（部分分数展開による方法）
【事後学修】　初歩的な集中定数回路合成である「２端子回路合成論」について理解を深め、回路合成の練習を
する。

第10回 【事前学修】　集中定数素子で構成される２端子回路について調べておく。
【授業内容】　２端子回路網の合成（連分数展開による方法）
【事後学修】　初歩的な集中定数回路合成である「２端子回路合成論」について理解を深め、回路合成の練習を
する。

第11回 【事前学修】　コイルとコンデンサで構成される集中定数ＬＣ共振回路について復習しておく。
【授業内容】　高周波用共振器の設計
【事後学修】　高周波用共振器についての理解を深め、この共振器を設計できるようにする。

第12回 【事前学修】　各種フィルタ回路について学習しておく。
【授業内容】　フィルタの設計
【事後学修】　初歩的なフィルタの設計法を習得し、具体的に設計できるよう努める。

第13回 【事前学修】　整合について事前に調べておく。
【授業内容】　インピーダンス変換器の設計
【事後学修】　初歩的なインピーダンス変換器の設計法を習得し、具体的に設計できるよう努める。

第14回 【事前学修】　多端子回路について事前に調べておく。
【授業内容】　電力分配器とハイブリッド回路
【事後学修】　初歩的な電力分配器の設計法を習得し、具体的に設計できるように努める。

第15回 【事前学修】　高周波伝送回路に関して、国内・国外の研究文献を調査する。
【授業内容】　いくつかの高度な高周波伝送回路の回路理論の解説。
【事後学修】　各自で、新しい伝送回路を考えてみる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題研究レポートを100点満点とし評価とする。
※　評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1080 -



■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示。

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィスアワー：金曜日、3校時目。また、manaba上のスレッドでも対応する。
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佐藤　文博

電磁気学特論
Advanced Lectures on Electromagnetic Theory

■テーマ■テーマ

電磁気に関する体系的な理論とエネルギー変換に関する特論

■講義内容■講義内容

理論電磁気学に関する種々の内容を学ぶ。併せて応用として、工学・医学を対象とした電磁エネルギー変換、磁界制御方
法の実際と磁気に関する最近の話題についても学ぶ。

■達成目標■達成目標

電気工学における磁気工学の位置付けを把握する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　理論電磁気に関して提示された各項目について事前学修を行う
【授業内容】　理論電磁気のまとめ
【事後学修】　理論電磁気のまとめ（提示課題への応答）

第２回 【事前学修】　電磁界の系統的成立に至ったこれまでの経緯について事前学修を行う
【授業内容】　電磁界の系統的成立
【事後学修】　電磁界の系統的成立（提示課題への応答）

第３回 【事前学修】　積分形式によるMaxwell の方程式に関して事前学修を行う
【授業内容】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 1（積分）
【事後学修】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 1（積分）（提示課題への応答）

第４回 【事前学修】　微分形式によるMaxwell の方程式に関して事前学修を行う
【授業内容】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 2（微分）
【事後学修】　Maxwell の方程式による電磁界の考察 2（微分）（提示課題への応答）

第５回 【事前学修】　変圧器に関する電磁エネルギー変換に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の基礎 1（変圧器）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の基礎 1（変圧器）（提示課題への応答）

第６回 【事前学修】　電磁エネルギー変換分野におけるLagrange’s equationに関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の基礎 2（Lagrange’s equation）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の基礎 2（Lagrange’s equation）（提示課題への応答）

第７回 【事前学修】　電圧、電流を変数とした電磁界の制御方法に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁界の制御方法 1（電圧、電流）
【事後学修】　電磁界の制御方法 1（電圧、電流）（提示課題への応答）

第８回 【事前学修】　位相、周波数を変数とした電磁界の制御方法に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁界の制御方法 2（位相、周波数）
【事後学修】　電磁界の制御方法 2（位相、周波数）（提示課題への応答）

第９回 【事前学修】　産業応用化されている磁気デバイスに関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の応用 1（磁気デバイス）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の応用 1（磁気デバイス）（提示課題への応答）

第10回 【事前学修】　弱電・小電力分野におけるエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の応用 2（弱電・小電力）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の応用 2（弱電・小電力）（提示課題への応答）

第11回 【事前学修】　強電・大電力分野におけるエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　電磁エネルギー変換の応用 3（強電・大電力）
【事後学修】　電磁エネルギー変換の応用 3（強電・大電力）（提示課題への応答）

第12回 【事前学修】　治療機器として臨床応用されているエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 1（治療機器）
【事後学修】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 1（治療機器）（提示課題への応答）

第13回 【事前学修】　計測機器として臨床応用されているエネルギー変換機器に関して事前学修を行う
【授業内容】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 2（計測機器）
【事後学修】　医工学分野における電磁エネルギー変換の応用 2（計測機器）（提示課題への応答）

第14回 【事前学修】　磁気応用の未来に関して具体的に提示された課題について事前学修を行う
【授業内容】　最新理論に基づく磁気応用の未来
【事後学修】　磁気応用の未来（提示課題への応答）

第15回 【事前学修】　第14回で行われた講義と相対論を考慮して具体的に提示された課題の事前学修を行う
【授業内容】　電磁気論と相対論の関連
【事後学修】　まとめと達成度の確認（提示課題への応答）

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義内での討論（50％）、および課題レポート（50％）により総合的に評価する。
評価基準はルーブリックの形で講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電磁気の基礎的な知識がある事、電磁気学Ⅰ（学部）、電磁気学Ⅱ（学部）

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

講義時に資料を配付する
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■参考文献■参考文献

主にファインマン物理学第 3 巻電磁気学（岩波書店）、理論電磁気学（砂川重信）（紀伊國屋書店）他

■履修上の注意■履修上の注意

講義内での討論に積極参加の事
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枦　修一郎

電磁エネルギー変換工学特論
Electromagnetic Energy Conversion

■テーマ■テーマ

電磁エネルギー変換を主とした環境発電工学に関する特論

■講義内容■講義内容

身の回りの環境に存在する微小な未利用のエネルギー源から、電磁エネルギー変換を主とした様々な電気エネルギーへの
変換技術について学ぶ。

■達成目標■達成目標

事前学習を基にしたプレゼンテーションを行うことで環境発電工学への理解を深める。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】学部で開講している「電磁エネルギー変換工学」を復習してから受講する。
【授業内容】エネルギー変換の基礎と法則
【事後学修】講義内容について復習する。

第２回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電（エネルギーハーベスティング）総論
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第３回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電のエネルギー源の種類と変換技術
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第４回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】力学的エネルギーを利用した環境発電（１）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第５回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】力学的エネルギーを利用した環境発電（２）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第６回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】熱・温度差を利用した環境発電（１）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第７回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】熱・温度差を利用した環境発電（２）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第８回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】光を利用した環境発電
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第９回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】電磁波を利用した環境発電
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第10回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】バイオエネルギーを利用した環境発電（１）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第11回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】バイオエネルギーを利用した環境発電（２）
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第12回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電と無線通信
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第13回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電と蓄電
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第14回 【事前学修】プレゼンテーションの準備
【授業内容】環境発電の応用分野
【事後学修】プレゼンテーション後の討論・質疑応答の整理

第15回 【事前学修】第1回～第14回の授業内容を振り返り、まとめの課題レポートの準備をする。
【授業内容】まとめの課題レポートの提出及び発表
【事後学修】まとめの課題レポートの内容を確認し、理解が足りなかったところを補修しておく。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に行うプレゼンテーション・討論（70％）、及び課題レポート（30％）により、総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

プレゼンテーションの準備

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電磁気学Ⅰ，Ⅱ

■テキスト■テキスト

適宜、資料を配付する。
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■参考文献■参考文献

「環境発電ハンドブック」（エヌ・ティー・エス）
「エネルギーハーベスティング-身の周りの微小エネルギーから電気を創る“環境発電」堀越 智, 竹内 敬治, 篠原真毅
(著)，（日刊工業新聞社）

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワー等については開講時に指示する。また、manabaの掲示板機能及び個別指導機能も併用して対応する。
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中村　英滋

高電圧応用特論
High Voltage Engineering and its Applications

■テーマ■テーマ

高電圧工学に関して、基礎から実用、先端的応用まで広範囲に学ぶ。

■講義内容■講義内容

高電圧を取り扱う上で必要な知識と、応用に関して広範囲に講義する。応用に関しては、担当者の実務経験のもと、大電
力電送、プラズマ・核融合、高エネルギー粒子科学を対象とする。また、農産物への応用や、AED 等、一般生活への高電
圧技術の貢献に関しても触れる。本講義は、原則、教室で行う通常の対面講義を基本とする（但し、新型コロナウィルス
等の状況しだいで、zoom 等の遠隔授業形式を執ることもある）。本講義は【アクティブラーニング科目】に該当する。

■達成目標■達成目標

講義におけるショートプレゼンテーション、及び、その準備を通して、高電圧工学への理解を深めるとともに、この学問
分野が基礎研究から実生活まで広範囲に貢献していることを学ぶ。また、高電圧の学問においては、様々な視点で考察す
る事が多い。加えて、複合的要素も多く、多様性に対する取り組み方も学ぶ。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　「高電圧」が対象とする概要の下調べ（取り扱い対象電圧の範囲等）。
【授業内容】　講義の概要。
【事後学修】　高電圧の定義。

第２回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　基礎 1：高電圧に関する理論に必要な基礎物理数学と電気回路。
【事後学修】　高電圧理論の復習。

第３回 【事前学修】　身近にある高電圧機器の確認（電柱、受変電設備）。
【授業内容】　実務 1：高電圧技術を支えるエレメント、放電・電気絶縁破壊。
【事後学修】　電力電送に必要な機器（特に電気絶縁機器）の回顧。

第４回 【事前学修】　身近にある高電圧機器・現象の基礎知識の習得・復習（蛍光灯、雷）。
【授業内容】　基礎 2：電界集中、放電、電気絶縁破壊のプロセス。
【事後学修】　放電プロセス、電界集中、電気絶縁の復習。

第５回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　基礎 3：電力伝送の基礎理論。
【事後学修】　電力電送の復習。

第６回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　実務 2：発電所における高電圧の役割、送電技術とこれらを支える機器。
【事後学修】　発送電技術の復習。

第７回 【事前学修】　LCR 回路の周波数特性に関する基礎の復習。
【授業内容】　基礎 4：高電圧高周波の理論。
【事後学修】　高周波理論の復習。

第８回 【事前学修】　身近にある高電圧現象の確認（静電気）。
【授業内容】　実務 3：高電圧発生技術と、実務的な電気絶縁破壊対策。
【事後学修】　高電圧発生技術と、電気絶縁に関する復習。

第９回 【事前学修】　「プラズマ・核融合」の言葉の意味と、現在公開されている一般的な情報の調査。
【授業内容】　応用 1：プラズマ・核融合における高電圧の役割。
【事後学修】　プラズマ・核融合応用に関する復習。

第10回 【事前学修】　学部以前に学習した、微分方程式（線形 2 階まで）・積分、及び、電気回路基礎（LCR 回路）の
復習。
【授業内容】　基礎 5：パルス強磁場電磁石における高電圧に関する理論。
【事後学修】　パルス電磁石に関する復習。

第11回 【事前学修】　身近にある研磨（磨き）の対象機器の確認（鏡、窓、光沢材）。
【授業内容】　実務 4：磨き（表面研磨技術）とコーティングによる絶縁破壊対策。
【事後学修】　研磨・コーティングに関する復習。

第12回 【事前学修】　「高エネルギー粒子」「素粒子」の言葉の意味と、現在公開されている一般的な情報の調査。
【授業内容】　応用 2：高エネルギー粒子線加速器での高電圧の役割。
【事後学修】　高エネルギー粒子に関する復習。

第13回 【事前学修】　身近にある高電圧応用機器の確認（AED）。
【授業内容】　応用 3：高電圧技術の農産物への応用と安全、救命（AED）。
【事後学修】　実生活への応用に関する復習。

第14回 【事前学修】　「国際リニアコライダー（ILC）」（建設予定地：北上高地）に関して現在公開されている一般的
な情報の調査。
【授業内容】　応用 4：ILC（国際リニアコライダー）。
【事後学修】　LC 応用に関する復習。

第15回 【事前学修】　講義の第 1 回から第14回までの復習。
【授業内容】　総括（高電圧の定義から応用）。
【事後学修】　講義全体に関する復習。
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊ レポート（60％）、ショートプレゼンテーション（25％）、講義における討論（15％）により評価する。出席ができな
い場合は代替を考慮するので、欠席が決まりしだい、速やかに担当者に連絡を入れること（eiji.nakamura@kek.jp 宛の電
子メールでの連絡が好ましい）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊ 物理学、数学、電気回路関係の学部講義の復習。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊ 電磁気、電気回路、電力、数学、物理学、材料工学関係の講義（いずれも基礎的な領域で良い）。

■テキスト■テキスト

＊ 特になし（講義中に参考資料を配布する）。

■参考文献■参考文献

＊ 高電圧関係の図書、及び、電気主任技術者、電気工事士に関する書籍（その他、講義において随時指示）。

■履修上の注意■履修上の注意

＊ １日数回の分散的集中講義の形態を予定しており、講義日程が不規則になる。詳しい日程は、前回講義中もしくはe-
mailで協議し日程調整の上、決定する。初回講義開始前に、講義に必要な詳細情報を伝達したいので、受講を決めしだ
い、下記アドレスにe-mailにて連絡を入れること。e-mailでの連絡が難しい場合は、学務係にその旨伝達し、指示を仰ぐ
こと。また、欠席の場合も同様に可能な限り速やかに（事後になってでも）必ず連絡を入れること。宛先：中村英滋
（eiji.nakamura@kek.jp：講義内容等事前に詳しい情報が必要な場合の問合せも受け付けます）。2020年度から新型コロ
ナウィルスの影響で授業形態を大幅に変える事が多くなった。e-mail でのやりとりをできる環境を整えておいて戴きた
い。

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1087 -



呉　国紅

電力系統工学特論
Advanced Lectures on Electrical Power System Engineering

■テーマ■テーマ

電力系統運用に関する高度な技術知識、系統解析技術および安定度問題

■講義内容■講義内容

電力技術者として身に着けるべくより高度な電力技術を学ぶ。電力系統の基本技術知識や最新電力技術動向などを幅広く
学習した後に、電力系統の安定度問題（和英文の教科書を用いる）および電力潮流計算技術を中心に学び、演習など通し
て理解を深める。

■達成目標■達成目標

①電力系統の基本技術および最新の電力技術知識を把握し、説明することができる
②電力技術の和英文専門用語を知り、潮流（電力、電圧の分布）解析法を理解し、単独で解析することができる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　電力系統の技術知識の勉強
【授業内容】　電力・エネルギー問題、電力系統の歴史、変遷及び制御運用のまとめ
【事後学修】　電力系統の最新の技術知識に対する理解を深める

第２回 【事前学修】　電力系統の最新技術概況の了解
【授業内容】　電力系統の構成、電力輸送及び運用方式、最新の電力技術と課題
【事後学修】　電力系統の最新技術を理解し、説明できるように復習する

第３回 【事前学修】　電力系統基本構成および制御システムに関する調査
【授業内容】　電力系統の基本構成及び制御システム（電力英文専門用語・表現を含む）
【事後学修】　電力系統基本構成および制御方法を復習し、理解する

第４回 【事前学修】　電力系統安定性技術総論の英語文献を和訳し、勉強
【授業内容】　電力系統の安定度問題 1（電力英文専門用語・表現を含む）：総論
【事後学修】　電力系統安定性技術に関する英語表現を分かり、技術内容を理解する

第５回 【事前学修】　電力系統安定度分類の英語文献を和訳し、勉強
【授業内容】　電力系統の安定度問題 2（電力英文専門用語・表現を含む）：分類
【事後学修】　電力系統安定度分類に関する英語表現を分かり、技術内容を理解する

第６回 【事前学修】　各種の安定度の定義と技術内容の英語文献を和訳し、勉強
【授業内容】　電力系統の安定度問題 3（電力英文専門用語・表現を含む）：まとめ
【事後学修】　各種の安定度の定義と内容に関する英語表現を分かり、技術内容を理解する

第７回 【事前学修】　電力系統潮流計算の基礎知識の勉強
【授業内容】　電力専門技術技能の一つである電力系統潮流計算手法に関する説明
【事後学修】　電力系統潮流計算の基礎知識を理解する

第８回 【事前学修】　電力系統潮流計算の技術資料の理解
【授業内容】　電力系統潮流計算用方程式の理解および学習
【事後学修】　電力系統潮流計算の技術資料を学習し、理解を深める

第９回 【事前学修】　潮流計算の技術資料の勉強、演習準備（一回目）
【授業内容】　電力系統潮流計算の演習（一回目）
【事後学修】　宿題の潮流計算問題を単独で解く（一回目）

第10回 【事前学修】　潮流計算の技術資料の勉強、演習準備（二回目）
【授業内容】　電力系統潮流計算の演習（二回目）
【事後学修】　宿題の潮流計算問題を単独で解く（二回目）

第11回 【事前学修】　潮流計算の技術資料の勉強、演習準備（三回目）
【授業内容】　電力系統潮流計算の演習（結果の確認および質問対応）
【事後学修】　宿題の潮流計算問題を単独で解く（三回目）

第12回 【事前学修】　電力系統送電・変電技術の学習
【授業内容】　電力系統技術 1：送電と変電（和文教科書）
【事後学修】　電力系統送電・変電技術を理解し、説明できるようにする

第13回 【事前学修】　電力システムの安定化技術の学習
【授業内容】　電力系統技術 2：電力システムの安定度と安定化制御（和文教科書）
【事後学修】　電力システムの安定化技術を理解し、説明できるようにする

第14回 【事前学修】　電力システムの信頼性と過渡安定性の学習
【授業内容】　電力系統技術 3：電力システムの信頼性と過渡安定性（和文教科書）
【事後学修】　電力システムの信頼性と過渡安定性を理解し、説明できるようにする

第15回 【事前学修】　全体の内容を復習し、レポートの内容について調査を行う
【授業内容】　提出レポートの作成要領および詳細内容の説明
【事後学修】　レポートの作成と提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

英文技術資料に対する理解、電力潮流計算の演習状況及びレポート（80％程度）、学習意欲と態度（20％程度）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

授業時間以外の予習、復習および演習問題の完成、レポートの作成などが必要

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

講義の内容に関連する資料やプリントを配布する

■参考文献■参考文献

電力系統工学に関するいくつかの教科書から抜粋した内容で講義を構成する

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
英文資料内容に関する発表や、計算演習も含め、ディスカッションと討論を積極的に行うこと
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郭　海蛟

制御工学特論
Fundamentals of Modern Control Theory

■テーマ■テーマ

現代制御工学の基礎

■講義内容■講義内容

本講義では、システムの解析、設計に際してはその挙動を表わす有効な数学モデル―状態空間法―による制御系の特性の
表現、解析、設計および最適設計の基礎について解説する。

■達成目標■達成目標

状態空間法による制御システムの特性（可制御性、可観測性、など）、設計法（極配置、オブザーバー）および最適制御
の基礎（LQG 理論）を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部で履修した制御工学について予習してくる。
【授業内容】　1.　序論　システム論の歴史
【事後学修】　制御とシステム論の歴史を更に調べる。

第２回 【事前学修】　線形連立微分方程式について予習してくる。
【授業内容】　2.　動的システムと状態空間表現
【事後学修】　高次微分方程式から一次連立微分方程式に変換する方法を復習する。

第３回 【事前学修】　線形性について調べてくる。
【授業内容】　3.　非線形システムの線形化と線形システムの状態方程式表現
【事後学修】　状態の意味と状態方程式と高次微分方程式の関係を復習する。

第４回 【事前学修】　線形回路などの性質を調べてくる。
【授業内容】　4.　線形システムの性質
【事後学修】　線形システムの性質を復習する。

第５回 【事前学修】　制御可能と観測可能の意味を調べてくる。
【授業内容】　4.1　可制御性と可観測性
【事後学修】　システムの可制御と可観測を判断できるようにする。

第６回 【事前学修】　伝達関数を予習してくる。
【授業内容】　4.2　伝達関数と状態方程式
【事後学修】　伝達関数と状態方程式の双方の変換をできるようにする。

第７回 【事前学修】　伝達関数と状態方程式の対応関係を調べてくる。
【授業内容】　4.3　最小実現と正準形
【事後学修】　伝達関数から状態方程式に変換する場合の問題と解決方法を復習する。

第８回 【事前学修】　伝達関数によるフィードバックと状態方程式によるフィードバックの違いを考えてくる。
【授業内容】　4.4　状態フィードバックと極
【事後学修】　伝達関数の極と状態方程式の極の求め方、違いなどを復習する。

第９回 【事前学修】　状態方程式の極と零点を調べてくる。
【授業内容】　4.5　状態フィードバックと零点
【事後学修】　伝達関数の零と状態方程式の零の求め方、違いなどを復習する。

第10回 【事前学修】　最適という意味を調べてくる。
【授業内容】　5.　動的システムの安定性
【事後学修】　与えられたシステムについて、そのシステムの安定性を判別できるようにする。

第11回 【事前学修】　オブザーバーの意味を調べてくる。
【授業内容】　6.1　オブザーバー
【事後学修】　オブザーバーを設計できるようにする。

第12回 【事前学修】　フィルターについて調べてくる。
【授業内容】　6.2　カルマンフィルタ
【事後学修】　カルマンフィルタを設計できるようにする。

第13回 【事前学修】　レギュレータの意味を調べてくる。
【授業内容】　7.1　最適レギュレータ
【事後学修】　最適レギュレータを設計できるようにする

第14回 【事前学修】　白色雑音について調べてくる。
【授業内容】　7.2LQG 制御系
【事後学修】　LQG 制御系を設計できるようにする。

第15回 【事前学修】　全体を復習し、問題点をまとめてくる。
【授業内容】　全体の復習
【事後学修】　総合レポート課題を完成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中数回宿題を課し、総合レポートと総合して評価する。授業中の質疑応答（30点）＋宿題（30 点）＋総合レポート
（40 点）。評価基準はルーブリックの形で講義時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

微分方程式、線形代数

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部科目の「制御工学」、「システム工学」
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■テキスト■テキスト

現代制御の基礎と演習　鈴木隆著、山海堂　　ISBN4-381-08834-4

■履修上の注意■履修上の注意

テキストの内容を予習してから受講するようにしてください
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薮上　信

磁気応用工学特論
Applied Magnetics

■テーマ■テーマ

磁気応用工学（生体電磁工学を含む）の概説と学習

■講義内容■講義内容

磁気応用工学および生体電磁工学の基礎として、電磁エネルギー変換、磁気計測工学等の磁気応用工学、電磁界の生体へ
の影響、電磁波や磁界を媒体とした医療応用等を概説する。

■達成目標■達成目標

講義（毎回）のショートプレゼンテーションおよびその準備を通して、磁気応用工学および生体電磁工学への理解を深め
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　序論
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第２回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　磁性材料とその応用
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第３回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　電磁エネルギー変換
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第４回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　磁気計測とセンサ
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第５回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　磁気工学の医療、バイオ応用
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第６回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体における電磁気現象
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第７回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体への電磁界の影響（直流、低周波電磁界）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第８回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体への電磁界の影響（高周波電磁界、放射線）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第９回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体における画像計測技術（CT、MRI）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第10回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体における画像計測技術（PET、超音波）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第11回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　電磁界による治療技術（放射線治療、ハイパーサーミア）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第12回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体信号の計測（脳波、心電計、筋電計）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第13回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　生体磁気信号の計測（脳磁界、心磁界、筋磁界、肺磁界）
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第14回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　遺伝子工学
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

第15回 【事前学修】　ショートプレゼンテーションの準備
【授業内容】　まとめ
【事後学修】　ショートプレゼンテーションに対する質疑応答の復習、回答の修正

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中のショートプレゼンテーション・レポート（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ショートプレゼンテーションの準備

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電磁気学、電気回路学、電子回路学

■テキスト■テキスト

印刷して渡します。
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■参考文献■参考文献

随時

■履修上の注意■履修上の注意

毎回のショートプレゼンテーションの準備をすること
オフィスアワー：担当講義の前後の時間、学生からの質問等があった際に対応する
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中村　健二

パワーエレクトロニクス工学特論

■テーマ■テーマ

パワーエレクトロニクス特論

■講義内容■講義内容

電力変換・制御の基盤技術であるパワーエレクトロニクスについて、デバイスから回路、並びに応用技術や関連技術を学
ぶ。

■達成目標■達成目標

①電力用半導体デバイスの種類と基本特性を理解する。
②整流回路や電源回路など、電力変換・制御回路の動作原理を理解する。
③電力系統機器やモータドライブなどの応用技術を学習する。
④電気自動車や解析手法などの関連技術を学習する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】パワーエレクトロニクスの特徴について予習する
【授業内容】電気工学の歴史とパワーエレクトロニクスの特徴
【事後学修】電気工学の歴史とパワーエレクトロニクスの特徴に対する理解を深める

第２回 【事前学修】電力用半導デバイスについて予習する
【授業内容】電力用半導体デバイスⅠ：ダイオードとトランジスタ
【事後学修】ダイオードとトランジスタに対する理解を深める

第３回 【事前学修】電力用半導デバイスについて予習する
【授業内容】電力用半導体デバイスⅡ：IGBTおよびサイリスタ
【事後学修】IGBTやサイリスタに対する理解を深める

第４回 【事前学修】整流回路について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス回路Ⅰ：整流回路
【事後学修】整流回路に対する理解を深める

第５回 【事前学修】DC/AC変換回路とその応用について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス回路Ⅱ：インバータと交流電源
【事後学修】交流電源に対する理解を深める

第６回 【事前学修】DC/DC変換回路とその応用について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス回路Ⅲ：コンバータと直流電源
【事後学修】直流電源に対する理解を深める

第７回 【事前学修】電力系統で利用されているパワーエレクトロニクス技術について予習する
【授業内容】パワーエレクトロニクス技術を利用した電力系統機器
【事後学修】系統電圧調整や直流送電などに対する理解を深める

第８回 【事前学修】電力系統で利用されている様々な機器について予習する
【授業内容】その他の電力系統機器
【事後学修】無効電力補償装置や直列補償器などに対する理解を深める

第９回 【事前学修】各種モータについて予習する
【授業内容】各種モータの特徴と動作原理
【事後学修】各種モータの特徴と動作原理に対する理解を深める

第10回 【事前学修】直流モータの制御について予習する
【授業内容】モータドライブⅠ：直流モータ
【事後学修】直流モータのドライブ技術に対する理解を深める

第11回 【事前学修】誘導モータの制御について予習する
【授業内容】モータドライブⅡ：誘導モータ
【事後学修】誘導モータのドライブ技術に対する理解を深める

第12回 【事前学修】同期モータの制御について予習する
【授業内容】モータドライブⅢ：同期モータ
【事後学修】同期モータのドライブ技術に対する理解を深める

第13回 【事前学修】電気自動車の要素技術について予習する
【授業内容】パワエレ関連技術Ⅰ：電気自動車
【事後学修】電気自動車の要素技術に対する理解を深める

第14回 【事前学修】モータ解析技術について予習する
【授業内容】パワエレ関連技術Ⅱ：モータ解析技術
【事後学修】様々なモータ解析技術に対する理解を深める

第15回 【事前学修】これまでの講義を復習する
【授業内容】講義全体のまとめとレポート課題の説明
【事後学修】レポートの作成と提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題に対するレポートにより評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前学習として参考文献を読んでおくと良い。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路学、制御工学、電磁エネルギー変換工学、パワーエレクトロニクス
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■テキスト■テキスト

自作のプリント資料を使用する。

■参考文献■参考文献

「パワーエレクトロニクス入門（改訂5版）」、大野 榮一、小山 正人 共編、オーム社
「パワーエレクトロニクス回路」、電気学会　半導体電力変換システム調査専門委員会編、オーム社

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に予習・復習を行い、よく内容を理解すること。
オフィス・アワーに代わり、担当教員のメールアドレスを開講時に公開する。
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吉川　英機

情報信号処理特論
Information Signal Processing

■テーマ■テーマ

誤り訂正技術の概論とその設計法

■講義内容■講義内容

高度情報化社会において情報を正確に効率よく、かつ安全に伝達、記憶することは重要な情報技術となっている。本講義
では、多くの分野に応用されている誤り訂正符号を取り上げる。また、符号器や復号器等の pythonによる実装や、FPGA
への組込み実装の実習も行う。

■達成目標■達成目標

・誤り訂正技術の基礎理論を理解できる
・基礎的な符号の符号器や復号器をプログラミングによって実装できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業の目的の理解
【授業内容】　ガイダンス、符号理論の概要
【事後学修】　符号理論の概要の復習

第２回 【事前学修】　確率論の復習
【授業内容】　確率論と通信路のモデル
【事後学修】　確率論と通信路のモデルとの概要の復習

第３回 【事前学修】　線形代数の復習
【授業内容】　線形符号
【事後学修】　線形符号の理解と計算についての演習問題

第４回 【事前学修】　拡張符号、短縮符号の予習
【授業内容】　拡張符号、短縮符号
【事後学修】　拡張符号、短縮符号ついての演習問題

第５回 【事前学修】　ガロア体についての予習
【授業内容】　ガロア体
【事後学修】　ガロア体の理解と演習問題

第６回 【事前学修】　拡大体についての予習
【授業内容】　拡大体
【事後学修】　拡大体の理解と演習問題

第７回 【事前学修】　巡回の符号の符号化法、誤り検出についての予習
【授業内容】　巡回符号の性質
【事後学修】　巡回符号の符号化法、誤り検出についての演習問題

第８回 【事前学修】　巡回ハミング符号の予習
【授業内容】　巡回ハミング符号
【事後学修】　巡回ハミング符号の符号化法と復号法についての演習問題

第９回 【事前学修】　二重誤り訂正BCH 符号の符号化法についての予習
【授業内容】　二重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法
【事後学修】　二重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法についての演習問題

第10回 【事前学修】　三重誤り訂正BCH 符号の符号化法についての予習
【授業内容】　三重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法
【事後学修】　三重誤り訂正BCH 符号の直接的復号法についての演習問題、QRコードへの応用

第11回 【事前学修】　RS符号の概要理解
【授業内容】　単一バイト誤り訂正RS符号とその復号法
【事後学修】　単一バイト誤り訂正RS符号とその復号法についての演習問題

第12回 【事前学修】　RS符号の復号法（ピーターソン法）の予習
【授業内容】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法
【事後学修】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法についての演習問題

第13回 【事前学修】　RS符号の復号法（ユークリッド法）の予習
【授業内容】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法
【事後学修】　二重バイト誤り訂正RS符号とその復号法についての演習問題、QRコードへの応用

第14回 【事前学修】　畳込み符号の予習
【授業内容】　畳込み符号とビタビ復号
【事後学修】　畳込み符号の復号法についての理解、FPGA開発ツールのセットアップ

第15回 【事前学修】　復号器の構造理解
【授業内容】　巡回符号の符号器、復号器の組込み実装
【事後学修】　FPGA ボードへの符号器、復号器の実装演習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義時間中に課す課題レポートにより評価する（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

pythonプログラミング環境

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

暗号セキュリティ工学特論
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■テキスト■テキスト

先名健一、「例題で学ぶ符号理論入門」、森北出版（2011）、978-4-627-81741-8

■参考文献■参考文献

兼田　護、「VHDL によるディジタル電子回路設計」、森北出版（2007）978-4-627-79191-6

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。適宜、各自のPCを用いて実習を行うので準備されたい。
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神永　正博

暗号・セキュリティ工学特論
Cryptography and Security Engineering

■テーマ■テーマ

暗号理論とその応用

■講義内容■講義内容

暗号を中心としたIoT(Internet of Things)向けの情報セキュリティ技術
暗号の要素技術に加え、ハードウェアセキュリティについて解説する。今年度は、主として代表的なブロック暗号、RSA暗
号、ラビン暗号、楕円曲線暗号について講義を行う。

■達成目標■達成目標

暗号学の基礎事項（ブロック暗号、公開鍵暗号）についてできるだけの知識を習得すること。
Pythonを用いた暗号処理に習熟すること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】暗号技術の三要素、共通鍵暗号、公開鍵暗号、ハッシュ関数について調べておくこと
【授業内容】ガイダンス
【事後学修】暗号の基本構成要素の役割を整理しておくkと

第２回 【事前学修】写像の合成について復習しておくこと
【授業内容】ブロック暗号の構造（特にFeistel構造）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること。暗号利用モードについても復習すること

第３回 【事前学修】教科書を一度読んでおくこと
【授業内容】差分電力解析(DPA), 相関電力解析(CPA)
【事後学修】２つの攻撃方法の違いを説明できるようにしておくこと

第４回 【事前学修】ガイダンスの際に説明した公開鍵暗号の役割を復習しておくこと
【授業内容】RSA暗号とRSA署名, OAEP(Optimal Asymmetric Encryption Padding)
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第５回 【事前学修】RSAの公開指数と秘密指数の役割を復習しておくこと
【授業内容】短い秘密指数に対する連分数攻撃（ウイーナーの攻撃）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第６回 【事前学修】CRT（中国人剰余定理）について調べておくこと
【授業内容】RSA署名のCRT実装と差分故障解析
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第７回 【事前学修】モジュラー算術における平方数の例が挙げられるようにしておくこと
【授業内容】平方剰余について
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第８回 【事前学修】RSA暗号の仕組みを復習し、平方剰余の意味を確認しておくこと
【授業内容】ラビン暗号
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第９回 【事前学修】これまでの講義で不明な点を洗い出しておくこと
【授業内容】これまでのまとめ
【事後学修】まとめをノートに整理しておくくこと

第10回 【事前学修】有限体（ガロア体）の定義を調べておくこと
【授業内容】有限体（ガロア体）
【事後学修】有限体の基本的性質を手計算で確認しておくこと

第11回 【事前学修】三角関数の加法定理を復習しておくこと
【授業内容】楕円曲線上の加算・スカラー倍
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第12回 【事前学修】スカラー倍のプログラムを使えるようにしておくこと
【授業内容】楕円曲線署名の原理（ハッシュ関数についても学習）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第13回 【事前学修】ハッセの定理を復習しておくこと
【授業内容】楕円曲線上の点の個数を求める（BSGS法までやる）
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第14回 【事前学修】有限体上の楕円曲線とハッシュ関数を復習しておくこと
【授業内容】ビットコインに使われる楕円曲線と楕円曲線署名・楕円シュノア署名
【事後学修】プログラムを配布するので、実行してみること

第15回 【事前学修】これまでに配布したプログラムを整理しておくこと
【授業内容】まとめとレポート課題の説明
【事後学修】これまでに配布したプログラムを利用して課題を解く。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポートで評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストを読んでおくこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

離散数学関係の科目
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■テキスト■テキスト

神永正博『現代暗号入門』講談社ブルーバックス

■参考文献■参考文献

神永正博・渡辺高志『Javaでつくって学ぶ暗号技術』森北出版

■履修上の注意■履修上の注意

Pythonを使うので統合環境（IDE）をインストールしておくこと
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木下　勉

ビジュアルコンピューティング工学特論

■テーマ■テーマ

コンピュータグラフィックスの背景にある数理的な理論の修得

■講義内容■講義内容

コンピュータグラフィクスに関する技術・理論は飛躍的に進化しており、微分幾何学・位相幾何学などの専門的な数学を
応用することで、さまざまな手法が提案されている。本講義では、コンピュータグラフィックスの理論を学ぶ上で必須と
なる数学と処理を学び、C++言語によるプログラムの実装を通して理解を深める。

■達成目標■達成目標

描画のために必要な数学的理論を理解し、計算および実装ができるようになる。また、計算幾何の処理について、数式を
用いた表現および計算と実装ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】コンピュータグラフィックス技術に関する情報収集
【授業内容】コンピュータグラフィックス技術の概要
【事後学修】講義資料を読み返し、コンピュータグラフィックス技術について復習する

第２回 【事前学修】幾何形状モデルに関する情報収集
【授業内容】幾何形状モデリング
【事後学修】講義資料を読み返し、幾何形状モデルについて復習する

第３回 【事前学修】レンダリングに関する情報収集
【授業内容】レンダリング
【事後学修】講義資料を読み返し、レンダリングについて復習する

第４回 【事前学修】テキスト第1章と第5章1節を読み、理解しておく
【授業内容】数学的予備知識1（数の拡張、ベクトル空間、写像など）
【事後学修】講義資料を読み返し、テキスト第1章と第5章1節を復習する

第５回 【事前学修】テキスト第1章と第5章1節を読み、理解しておく
【授業内容】数学的予備知識2（曲率と捩率、四元数）
【事後学修】講義資料を読み返し、テキスト第1章と第5章1節を復習する

第６回 【事前学修】openFrameworksに関する情報収集
【授業内容】openFrameworksの概要と実装練習
【事後学修】openFrameworksを利用した、2次元形状の描画について復習する

第７回 【事前学修】テキスト第2章1・2節を読み、理解しておく
【授業内容】座標系と平面曲線
【事後学修】講義資料を読み返し、テキスト第2章1・2節を復習する

第８回 【事前学修】テキスト第2章1・2節の座標系と平面曲線の表現を理解し、実装方法を検討する
【授業内容】平面曲線の描画アプリケーションの実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第8回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

第９回 【事前学修】第8回の課題に関するスライドの作成
【授業内容】第8回の課題について各人発表会
【事後学修】アルゴリズムなど指摘された事項についてプログラムを改善する

第10回 【事前学修】テキスト第2章3節を読み、理解しておく
【授業内容】同次座標系におけるアフィン変換とさまざまな合成変換
【事後学修】同次座標系におけるアフィン変換、合成変換および行列・ベクトル演算について復習する

第11回 【事前学修】アフィン変換、合成変換および行列・ベクトル演算などの実装方法を検討する
【授業内容】同次座標系におけるアフィン変換の実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第11回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

第12回 【事前学修】空間直線・平面などの空間図形のベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何1(点と有限線分の最近点、最短距離、位置関係などを計算する手法)
【事後学修】ベクトル表現を用いた数学課題を復習する

第13回 【事前学修】点と有限直線の距離などの計算に必要なベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何1の実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第13回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

第14回 【事前学修】空間直線・平面などの空間図形のベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何2(点と有限平面の最近点、最短距離、位置関係などを計算する手法)
【事後学修】ベクトル表現を用いた数学課題を復習する

第15回 【事前学修】点と有限平面の距離などの計算に必要なベクトル表現を理解しておく
【授業内容】計算幾何2の実装(C++)課題への取り組み
【事後学修】第15回の実装課題について完了させ、説明レポートを作成する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に何回か行う数学筆記テスト（40％）および「4回のプログラム実装(C++)課題とそのレポート・発表会（60％）」
によって評価する。
本学の試験施細則に照らし、欠席が多い場合には単位の修得資格を失う。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

具体的な評価基準は、授業時に公開する。
線形代数学（写像、アフィン変換、空間図形のベクトル表現、固有値、固有ベクトル、対角化）の復習
std::vectorクラスなどのSTLを用いた、C++の動的配列クラスの操作には慣れておくこと
OpenGLの低水準APIを用いた図形描画の知識
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

郡山 彬・原 正雄・ 峯崎 俊哉、「3Dグラフィックスのための数学入門」、森北出版（ISBN-13: 978-4627096516）

■参考文献■参考文献

「コンピュータグラフィックス［改訂新版］」、画像情報教育振興協会（ISBN-13: 978-4903474496）

■履修上の注意■履修上の注意

C++言語を用いた実装ができることを前提としている。
Visual Studio を用いた実装演習を行うので、windows ノートパソコンを持参すること。 
Visual Studio 2022のプロジェクトファイルを配布し演習をするので、Visual Studio community 2022（無償）の開発環
境（C++言語）を構築しておくこと。
openFrameworks（Visual Studio上で動作するC++開発ツールキット）を用いるが、こちらは講義中に準備するため環境の
構築は不要である。
オフィスアワー等については開講時に指示する。
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鈴木　利則

情報通信工学特論
Information and Communication Engineering

■テーマ■テーマ

携帯電話システムを支える無線通信技術

■講義内容■講義内容

携帯電話システム（4G LTEや5Gなど）を題材にして無線通信ネットワークの主要技術を解説する。コンピュータネット
ワーク（インターネットやWi-Fiなど）に関する通信技術も部分的に含む。

■達成目標■達成目標

携帯電話システムの仕組みを理解し、関連の深い無線通信技術やネットワーキング技術を説明し、評価することができ
る。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　興味のある情報通信関連の話題をまとめ口頭紹介の準備をする
【授業内容】　ガイダンスと情報通信に関するの自由討議（技術、サービスなど）
【事後学修】　進め方を確認し課題を行う

第２回 【事前学修】　携帯電話の基本機能を考察し箇条書きでまとめる
【授業内容】　携帯電話技術の発展
【事後学修】　携帯電話の世代毎の特徴をまとめ年表形式で整理する

第３回 【事前学修】　振幅変調（AM）と周波数変調（FM）の復習
【授業内容】　アナログ変調
【事後学修】　アナログ変調に関する課題を解いておく

第４回 【事前学修】　受信機とSDRに関する配布資料を通読する
【授業内容】　ソフトウエア無線（SDR）による検波
【事後学修】　受信機の仕組みを理解しSDRに関する演習問題を行う

第５回 【事前学修】　配布資料第2章を通読する
【授業内容】　通信工学のための計算機言語
【事後学修】　基本演算の確認を行う

第６回 【事前学修】　配布資料第3章を通読する
【授業内容】　信号理論の基本
【事後学修】　信号理論に関する演習問題を行う

第７回 【事前学修】　配布資料第4章を通読する
【授業内容】　BPSKとAWGN
【事後学修】　QPSK BERを評価するプログラムを作成すること

第８回 【事前学修】　配布資料第5章を通読する
【授業内容】　フェージングと移動伝送路
【事後学修】　フェージングに関する演習問題を行う

第９回 【事前学修】　ダイバーシチに関する配布資料を通読する
【授業内容】　ダイバーシチ
【事後学修】　ダイバーシチに関する演習問題を行う

第10回 【事前学修】　配布資料第6章を通読する
【授業内容】　スペクトル拡散
【事後学修】　スペクトル拡散に関する演習問題を行う

第11回 【事前学修】　配布資料第7章を通読する
【授業内容】　OFDM
【事後学修】　OFDMに関する演習問題を行う

第12回 【事前学修】　FECに関する配布資料を通読する
【授業内容】　FEC（前方誤り訂正）
【事後学修】　FECに関する演習問題を行う

第13回 【事前学修】　AMCに関する配布資料を通読する
【授業内容】　適応変調（AMC）
【事後学修】　AMCに関する演習問題を行う

第14回 【事前学修】　シャノン・ハートレーの定理を調べる
【授業内容】　セルラーシステムのスループット
【事後学修】　セルラーシステムの評価手法を理解する

第15回 【事前学修】　第14回までの内容を振り返ること
【授業内容】　総合討論
【事後学修】　最終レポートの作成と提出

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義期間中に貸す課題レポートにより評価する（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

移動通信や無線LAN、インターネットなど情報通信に関する話題に日頃から関心を持ち、調査や情報収集を行うこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

資料を講義時に配布する
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■参考文献■参考文献

必要に応じて講義で紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

PCを使用した演習を行う。オフィスアワーは開講時に案内する。
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陳　強

環境電磁工学特論
Electromagnetic Compatibility Engineering

■テーマ■テーマ

調和のとれた電磁環境を実現するための基礎技術

■講義内容■講義内容

不要電磁波の発生の理論とシミュレーション技術について述べると共に、不要電磁波の可視化技術、及び抑圧、遮蔽、吸
収技術について講義する。また、電磁波の人体との相互作用について、工学的な視点から解説する。

■達成目標■達成目標

電磁波の応用が欠かせない現代社会において、電磁波をいかに社会と調和して利用できるかについて、その考えと工学的
な知識を修得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　電波干渉、電波障害などの社会問題と技術課題（インターネットで調査）
【授業内容】　序論（電波応用と法的規制）
【事後学修】　電波応用と電磁環境の重要性について考える

第２回 【事前学修】　電磁気学の基礎
【授業内容】　電磁気学の歴史とマクスウェル方程式
【事後学修】　宿題（周波数、波長、偏波）

第３回 【事前学修】　電磁気学の基礎
【授業内容】　自由空間中の平面波の伝搬
【事後学修】　宿題（平面波の伝搬）

第４回 【事前学修】　電磁気学の基礎
【授業内容】　損失媒質中の平面電磁波の伝搬
【事後学修】　宿題（伝搬損失、表皮効果）

第５回 【事前学修】　電磁気学の基礎、微分積分
【授業内容】　電磁波の放射：ポテンシャル関数による解法
【事後学修】　宿題（微小ダイポールのベクトルポテンシャル関数）

第６回 【事前学修】　電磁気学の基礎、微分積分
【授業内容】　微小ダイポールからの放射
【事後学修】　宿題（微小ダイポールの放射パターン、放射抵抗）

第７回 【事前学修】　これまでの講義内容の復習
【授業内容】　講義内容の復習と宿題の解説
【事後学修】　これまでの講義内容の復習

第８回 【事前学修】　電子機器の干渉問題
【授業内容】　放射性ノイズと伝導性ノイズ
【事後学修】　参考資料による学習（EMIとイミュニティ）

第９回 【事前学修】　電磁波の放射問題
【授業内容】　不要波の放射メカニズム
【事後学修】　参考資料による学習（コモンモード、ディファレンシャルモード）

第10回 【事前学修】　電波の表現（振幅、位相、ポインティングベクトル）
【授業内容】　電磁波の可視化技術
【事後学修】　参考資料による学習（電磁波の逆問題）

第11回 【事前学修】　導体における電波の反射
【授業内容】　電磁波の遮蔽技術
【事後学修】　参考資料による学習（電波シールド、遮断周波数）

第12回 【事前学修】　損失媒質における電波の吸収
【授業内容】　電磁波の吸収と抑圧技術
【事後学修】　参考資料による学習（電波吸収体の構造と電波無響室）

第13回 【事前学修】　電波の生体影響に関する社会問題
【授業内容】　生体と電磁波
【事後学修】　参考資料による学習（電波照射による生体の刺激効果、熱効果）

第14回 【事前学修】　電波の測定、電磁界シミュレーション
【授業内容】　生体電磁波の評価技術
【事後学修】　参考資料による学習（SARの測定、電磁界シミュレーション）

第15回 【事前学修】　第1回～第14回の授業の復習
【授業内容】　質疑と討論
【事後学修】　まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊出席状況、宿題、レポートより、総合的に評価する（100％）。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊学部で学んだ電磁気学、電気回路学を十分修得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊電気回路学特論、生体電磁工学特論

■テキスト■テキスト

＊授業中に講義用資料、スライドを配布
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■参考文献■参考文献

＊授業中に参考資料を紹介、配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

＊google classroomを活用し、対面授業を行うため、授業前と授業後にgoogle classroom上の配布資料、宿題問題などを
チェックし、目を通しておくこと。
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金　義鎭

マルチメディア特論
Advanced Multimedia

■テーマ■テーマ

コンピュータにより、文字、図形、画像、CG、音などの代表的なメディアを工学的に取り扱う。

■講義内容■講義内容

ソフトウェア工学を始めコンピュータシステム、ネットワークシステム、データベースシステムの進歩に伴い、マルチメ
ディアを駆使するための技術は我々の日常生活に様々な形で応用されている。本講義では、基本的なマルチメディア技術
を学び、必要に応じて演習も併用して行う。対面授業。

■達成目標■達成目標

基本的なマルチメディア技術を理解し、その技術をコンピュータで駆使できること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部時に勉強した教科書の復習
【授業内容】　マルチメディア工学の概要および最新技術の紹介
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第２回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　情報メディアのディジタル化
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第３回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　ディジタル信号処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第４回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　離散フーリエ変換
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第５回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　色情報処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第６回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　音声情報処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第７回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像処理の基礎
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第８回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　図形画像処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第９回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像圧縮処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第10回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像認識処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第11回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　画像情報処理
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第12回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　CG の基礎
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第13回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　CG の応用
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第14回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　ネットワークシステム
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

第15回 【事前学修】　C 言語による動作確認
【授業内容】　データベースシステム
【事後学修】　C 言語によるサンプルの演習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中の討論（40％）、口頭試験（30％）、レポート（30％）により評価

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

基礎的な C 言語プログラミングのスキル

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

プログラミング演習 II、ソフトウェア工学、オーディオビジュアル工学

■テキスト■テキスト

講義中に紹介する
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■参考文献■参考文献

講義中に紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

演習も行うので、ノートパソコンを持参すること。
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岩谷　幸雄

音響工学特論

■テーマ■テーマ

音響学における信号処理とその応用について実習を通して理解をする

■講義内容■講義内容

音響工学の最新動向を探り、関連技術を実際にプログラミングしながら身につける。

■達成目標■達成目標

音響工学と他分野との関連性を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　音響工学の分野について調査すること
【授業内容】　音響工学の歴史
【事後学修】　日本音響学会のホームページを調査して関連分野をまとめる

第２回 【事前学修】　配布された資料を熟読すること
【授業内容】　空間音響に関する文献輪読1
【事後学修】　授業内で読み進めたところまでをまとめる

第３回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　空間音響に関する文献輪読2
【事後学修】　授業内で読み進めたところをまとめる

第４回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　空間音響に関する文献輪読3
【事後学修】　文献全体のまとめを行いレポートする

第５回 【事前学修】　輪読した文献の信号処理のアルゴリズムをまとめる
【授業内容】　空間音響に関する信号処理実習1
【事後学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする

第６回 【事前学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする
【授業内容】　空間音響に関する信号処理実習2（成果発表）
【事後学修】　自身のプログラムに改良を施しレポートとして提出する

第７回 【事前学修】　配布された資料を熟読すること
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する文献輪読1
【事後学修】　授業内で読み進めたところまでをまとめる

第８回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する文献輪読2
【事後学修】　授業内で読み進めたところをまとめる

第９回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する文献輪読3
【事後学修】　文献全体のまとめを行いレポートする

第10回 【事前学修】　輪読した文献の信号処理のアルゴリズムをまとめる
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する信号処理実習1
【事後学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする

第11回 【事前学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする
【授業内容】　サウンドエンハンスメントに関する信号処理実習2（成果発表）
【事後学修】　自身のプログラムに改良を施しレポートとして提出する

第12回 【事前学修】　配布された資料を熟読すること
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する文献輪読1
【事後学修】　授業内で読み進めたところまでをまとめる

第13回 【事前学修】　文献輪読の担当箇所を熟読してくる
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する文献輪読2
【事後学修】　授業内で読み進めたところをまとめる

第14回 【事前学修】　輪読した文献の信号処理のアルゴリズムをまとめる
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する信号処理実習1
【事後学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする

第15回 【事前学修】　講義内で行った信号処理を自分のプログラムとしてコーディングする
【授業内容】　人工知能による音響処理に関する信号処理実習2（成果発表）
【事後学修】　自身のプログラムに改良を施しレポートとして提出する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義内の課題について大学院生にふさわしい論旨と考察がされているかを評価（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

Matlab/Octaveの基礎的な知見があることが望ましい

■テキスト■テキスト

講義時に用意する。

■参考文献■参考文献

オフィスアワー等については開講時に指示する。
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木村　敏幸

情報インタラクション特論

■テーマ■テーマ

超臨場感コミュニケーションを実現する映像・音響技術の概論

■講義内容■講義内容

今まで映画やテレビなどに応用されてきた映像・音響技術は近年さらに発展し、現在あたかもその場にいるような超臨場
感コミュニケーションを実現するための研究開発が進められている。本講義では、超臨場感コミュニケーションを実現す
るための映像・音響技術について解説する。

■達成目標■達成目標

本講義を通じて、超臨場感コミュニケーションを実現するための映像・音響技術を理解し、説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】事前に配布された第1回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】ガイダンス、超臨場感システムとは
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第1回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第２回 【事前学修】事前に配布された第2回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】ディジタルシネマ（１）標準化とセキュリティ、共同トライアル
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第2回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第３回 【事前学修】事前に配布された第3回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】ディジタルシネマ（２）音響システム、応用と展開
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第3回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第４回 【事前学修】事前に配布された第4回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】スーパーハイビジョン（１）概要、映像と臨場感
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第4回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第５回 【事前学修】事前に配布された第5回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】スーパーハイビジョン（２）音響制作技術及び光伝送システム、圧縮符号化
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第5回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第６回 【事前学修】事前に配布された第6回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】立体映像システム（１）概要、応用と展開
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第6回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第７回 【事前学修】事前に配布された第7回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】立体映像システム（２）自然な立体ディスプレイ、DFDディスプレイ、インテグラルイメージング
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第7回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第８回 【事前学修】事前に配布された第8回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】立体映像システム（３）インテグラルフォトグラフィ、ホログラフィ
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第8回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第９回 【事前学修】事前に配布された第9回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】高臨場感音響システム（１）概要、ステレオスピーカによるシステム
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第9回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第10回 【事前学修】事前に配布された第10回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】高臨場感音響システム（２）波面合成法
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第10回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第11回 【事前学修】事前に配布された第11回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】超臨場感システムと人間
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第11回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第12回 【事前学修】事前に配布された第12回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】研究紹介（１）個人用三次元音場再生技術
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第12回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第13回 【事前学修】事前に配布された第13回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】研究紹介（２）三次元放射音場再生技術
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第13回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第14回 【事前学修】事前に配布された第14回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】研究紹介（３）Multiple Vertical Panning（MVP）方式
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第14回資料を読み返し、さらに深く理解する。

第15回 【事前学修】事前に配布された第15回資料を読み、理解しておく。
【授業内容】全体のまとめ（超臨場感システムをどう適用するか）
【事後学修】講義内容と照らし合わせて配布された第15回資料を読み返し、さらに深く理解する。期末レポート
を期限までに提出する(提出後、優秀レポートをmanabaなどに公開する)。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

期末レポートによって評価する（100%）。評価基準及び配点は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

ニュースやテレビ番組などで取り上げられている映像・音響技術に日頃から関心を持っておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

マルチメディア特論、ビジュアルコンピューティング特論、音響工学特論

■テキスト■テキスト

講義資料を適宜manabaなどにアップロードする。
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■参考文献■参考文献

映像情報メディア学会編『超臨場感システム』オーム社、2010年、9784274208720

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワー等については開講時に指示する。
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呉　国紅

電気学術英語
Academic English for Electrical Engineering

■テーマ■テーマ

英語技術論文の理解・作成方法および慣用文法、英語によるプレゼンテーションおよび技術情報検索方法

■講義内容■講義内容

①英語技術論文の構成法、書き方および作成スキル
②英語技術論文に良く使用される典型的な文法、慣用の電気学術用語など
③英語プレゼン資料の作成および口頭発表方法

■達成目標■達成目標

①英語技術論文の理解能力を向上する
②英語技術論文の作成に関するスキル・ノウハウ・典型的な文法・慣用語などを把握する
③英語発表（情報収集、プレゼン資料の作成、プレゼンテーション）技能を身につける

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　簡単な英語技術論文を読んでみる
【授業内容】　英語技術論文の特徴、英語技術作文のノウホウと重要なポイント
【事後学修】　英語技術論文の特徴、作成ノウホウおよびポイントを理解する

第２回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の題目の特徴を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 1）：Title & Authors
【事後学修】　英語技術論文の題目の検討方法とスキルを理解し、身に付ける

第３回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の要旨を読んでみて、その書き方を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 2）：Abstract
【事後学修】　英語技術論文の要旨の構成方法と作成スキルを理解し、身に付ける

第４回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の序論を読んでみて、その記述方法を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 3）：Instruction
【事後学修】　英語技術論文の序論の基本構成と作成スキルを理解し、身に付ける

第５回 【事前学修】　関連する分野の英語技術論文の研究方法や結果考察の表現方法を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 4）：Methodology & Results/Discussions
【事後学修】　英語技術論文における研究方法・結果考察等の表現方法を理解する

第６回 【事前学修】　関連分野の英語技術論文の結論を読んでみて、そのまとめ方を考察する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 5）：Conclusion
【事後学修】　英語技術論文の結論の作成スキルを理解し、身に付ける

第７回 【事前学修】　英語技術論文の謝辞・参考文献・著者紹介などの書き方について調査する
【授業内容】　英語技術論文の構成および作成スキル（その 6）：Acknowledgement, Reference、その他
【事後学修】　英語技術論文の謝辞、参考文献等の作成スキルを理解し、身に付ける

第８回 【事前学修】　技術英語作文における文章・段落の書き方について調べ、勉強する
【授業内容】　技術英語作文のための典型的な文法（Paragraphの作成方法）
【事後学修】　技術英語作文の段落構成および書き方などを理解する

第９回 【事前学修】　技術英語に良く利用される接続詞、受動態、分詞などの文法を理解する
【授業内容】　技術英語作文のための典型的な文法（接続詞、受動態、分詞、など）
【事後学修】　技術英語作文に使われる接続詞、受動態、分詞などについて理解を深める

第10回 【事前学修】　電気技術英語論文に良く利用される技術用語および慣用表現などを勉強する
【授業内容】　電気技術英語論文作成のための技術用語および慣用表現
【事後学修】　電気技術英語論文を作成するための技術用語および慣用表現を使えるように練習する

第11回 【事前学修】　技術英語プレゼンテーション資料の基本構成を調べ、理解する
【授業内容】　技術英語発表資料の基本構成、作成および発表方法／注意点、慣用表現用語
【事後学修】　技術英語プレゼンテーション資料の作成と発表方法を身に着ける

第12回 【事前学修】　英語技術論文の検索方法について調査する
【授業内容】　東北学院大学の情報資源を活用した英語技術論文の検索方法
【事後学修】　東北学院大学の情報資源を用いて英語技術論文の検索方法を利用できるようにする

第13回 【事前学修】　英語技術論文レジュメを作成するための技術情報を検索する
【授業内容】　英語技術論文レジュメの作成
【事後学修】　関連する研究分野に関する英語技術論文のレジュメを完成する

第14回 【事前学修】　英語技術論文口頭発表資料を作成するための技術情報を準備する
【授業内容】　英語技術論文口頭発表資料の作成
【事後学修】　作成した英語技術論文に関する口頭発表用資料を完成する

第15回 【事前学修】　英語による技術論文プレゼンテーションの準備を行う
【授業内容】　英語による技術論文の口頭発表
【事後学修】　英語プレゼンテーションの結果をふりかえ、ノウハウを掴む

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートおよび発表資料の作成（50％程度）、英語口頭発表（30％程度）、勉強意欲と状況（20％程度）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

各自の関連する専門分野の英語技術論文を調査し、レジュメやプレゼン資料の作成が必要である

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

英語関連科目
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■テキスト■テキスト

講義の内容に関連するプリントや英語・日本語技術資料および電力系統専門技術知識の資料などを配布する

■参考文献■参考文献

必要に応じて指示する

■履修上の注意■履修上の注意

ディスカッションや討論などに積極的に参加し、口頭での英語練習も主動的に行うこと
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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郭　海蛟

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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金　義鎭

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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木村　敏幸

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1116 -



呉　国紅

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1117 -



佐藤　文博

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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鈴木　利則

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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岩谷　幸雄

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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神永　正博

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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吉川　英機

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。

電

気

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1122 -



大場　佳文

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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木下　勉

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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枦　修一郎

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

岩谷　幸雄
　ヒューマンセントリックな情報コミュニケーションに関する通信アーキテクチャとその実現方法の検討、実験、成果発
表および論文指導を行う。

大場　佳文
　マルチバンド高周波伝送回路の新規回路構成および設計論構築に関する研究の論文指導を行う。

郭　海蛟
　制御理論を用いて、パワーエレクトロニクスとモータ駆動などの分野における高速、高精度、省エネルギーなどの技術
の開発に関する論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、ハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する研究の論文指導
を行う。

木下　勉
　ディジタル幾何形状を対象とした形状処理の数理的手法に基づき、形状の特徴量の分析や形状推定に関する研究の論文
指導を行う。

金　義鎭
　文字、色、画像など多様な情報メディアの表現に不可欠である最新のマルチメディア技術を習得し、実世界へその技術
の応用に関する研究の論文指導を行う。

木村　敏幸
　超臨場感コミュニケーションによる作業支援やマルチモーダル情報処理知覚過程の理解に関する研究の論文指導を行
う。

呉　国紅
　再生可能エネルギー発電が既存の電力ネットワークヘの導入に伴う課題を解決する目的として、パワエレ・制御・最適
理論・FACTS機器などの先端技術を駆使した研究開発に関する論文指導を行う

佐藤　文博
　エネルギー変換、電磁界制御を用いた医用・産業を対象にしたワイヤレス電力伝送に関する研究の成果発表および論文
指導を行う。

鈴木　利則
　無線通信システムに欠かせない最新の無線制御技術（アクセス制御、干渉制御、指向性制御、誤り制御）や伝送技術、
測定・評価技術に関する研究の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り制御符号や共通鍵暗号システムを適用する通信システムに関する研究を行い、理論およびシミュレーションによる
評価結果をまとめて論文指導を行う。
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電子工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



鈴木　仁志

先端電子材料特論
Electronic Materials

■テーマ■テーマ

固体物性の基礎知識を基盤に、固体電子材料の観察法、評価法、作製法を理解する

■講義内容■講義内容

半導体素子などに用いられている電子材料の特性がいかにして現れてくるのか、材料をいかにして観察、評価しているの
かを回折現象を中心として解説する。物質科学の知識を基盤として、理論的な理解を深めるため、周期条件下での電子の
振る舞い、バンド理論までを説明し、材料の電子的特性の違いがなぜ現れるのかを理解する。 X 線、電子線等を用いた回
折現象、観察法、評価法について具体例により理解する。その他、関連するトピック、電子材料に関する時事の話題につ
いても取り扱ってゆく予定である。

■達成目標■達成目標

X線回折、電子回折の原理を理解し、自分の実験試料の回折パターンを解析できるようになる。逆格子と実格子の対応につ
いて、作図できるようになる。回折強度計算ができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んで、講義の内容を理解しておくこと。
【授業内容】　ガイダンス、各学生の学習状況確認、固体材料の種類、性質
【事後学修】　自分の研究対象試料の構造、性質について調べてまとめておくこと。

第２回 【事前学修】　結晶構造、ミラー指数、逆格子の部分を復習しておくこと。
【授業内容】　結晶とは、ミラー指数、実格子
【事後学修】　示されたミラー指数の面を単位格子中に表記できるように復習しておくこと。

第３回 【事前学修】　ブラッグ条件について復習しておくこと。
【授業内容】　ブラッグの法則、X 線回折の基礎
【事後学修】　ブラッグ条件について復習しておくこと。

第４回 【事前学修】　ブラッグ条件の各パラメータの意味を確認しておくこと。
【授業内容】　回折強度、消滅則
【事後学修】　逆格子空間の定義を復習しておくこと。

第５回 【事前学修】　方眼紙に逆格子空間を描いてみること。
【授業内容】　逆格子、ラウエ条件
【事後学修】　ブラッグ条件とラウエ条件の対応を復習しておくこと。

第６回 【事前学修】　逆格子と実格子の対応の図を描けるようにしておく。
【授業内容】　エワルト球
【事後学修】　ブラッグ条件、ラウエ条件と実格子、逆格子の対応を描けるように復習しておくこと。

第７回 【事前学修】　波動関数の取り扱いについて復習しておくこと。
【授業内容】　単位格子に入射、回折するX線
【事後学修】　回折現象の導出過程について復習しておくこと。

第８回 【事前学修】　結合エネルギーについて復習しておくこと。
【授業内容】　ボルン‐ハーバーサイクル
【事後学修】　熱化学エネルギーと結合エネルギーについて復習しておくこと。

第９回 【事前学修】　イオン結晶について調べておくこと。
【授業内容】　イオン半径比
【事後学修】　イオン結晶についえ復習しておくこと。

第10回 【事前学修】　固体物理学の内容を復習しておくこと。
【授業内容】　共有結合（１）水素分子イオン
【事後学修】　シュレーディンガー方程式の取り扱いについて復習しておくこと。

第11回 【事前学修】　バンド理論の部分を復習しておくこと。
【授業内容】　共有結合（２）ダイヤモンド構造とエネルギーバンド
【事後学修】　周期ポテンシャルがある場合のバンド導出復習しておくこと。

第12回 【事前学修】　量子力学の部分を復習しておくこと。
【授業内容】　金属結合（1）自由電子モデル
【事後学修】　ほとんど自由な電子による近似計算について復習しておくこと。

第13回 【事前学修】　自分の研究対象の試料について、その構造を確認しておくこと。
【授業内容】　金属結合（２）金属結晶
【事後学修】　FCC、HCPの関係について復習しておくこと。

第14回 【事前学修】　合金の構造について調べておくこと。。
【授業内容】　金属結合（３）貴金属合金
【事後学修】　ヒューム‐ロザリー則について復習しておくこと。

第15回 【事前学修】　ファンデルワールス力について調べておくこと。
【授業内容】　ファンデルワールス結合
【事後学修】　ファンデルワールス力について、復習しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

15 回のうち 2 つの内容をレポートとして課し、100％ の評価とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

力学、電磁気学、固体物性工学、電子物性工学、機能性材料工学、電子材料工学、ナノテクノロジー工学等の復習、自分
のあつかっている試料の性質、観察法、評価法の原理を調べておく。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

回折結晶工学特論

■テキスト■テキスト

その都度指定する。

■参考文献■参考文献

大貫惇睦「物性物理学」朝倉書店、ISBN 4-254-13081-3 C3042

■履修上の注意■履修上の注意

この授業はゼミ形式で行う。授業の内容に関するプレゼンテーションを課す場合がある。

電

子

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1128 -



原　明人

半導体特論
Semiconductor Devices Engineering

■テーマ■テーマ

LSIを構成する MOSFET の動作原理および処理速度に関し、数式を用いた厳密な議論により、その物理を深く理解する。

■講義内容■講義内容

半導体の基本的な物性を講義した後、MOSFET に不可欠な PN 接合、MOS 界面について講義を行う。最後に MOSFET の動作
原理、スイッチング速度を理解する。

■達成目標■達成目標

①　LSI の基本である MOSFET の動作原理をデバイス物理に基づいて理解できるようになる。
②　LSI の処理速度をデバイス物理に基づいて理解できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】学部における電子物性工学・固体物性工学・集積デバイス工学を復習する。特に半導体とは何か、
何に使われているかについて復習をすること。
【授業内容】半導体物性（1）　　結晶構造
【事後学修】半導体物性の結晶構造に関して復習する。

第２回 【事前学修】学部における電子物性工学・固体物性工学・集積回路工学を復習する。半導体のバンド構造につい
て復習すること。
【授業内容】半導体物性（2）　　バンド構造
【事後学修】半導体物性のバンド構造に関して復習する。

第３回 【事前学修】学部における電子物性工学・固体物性工学・集積回路工学を復習する。キャリアの輸送現象につい
て復習すること。
【授業内容】半導体物性（3）　　キャリアの輸送現象
【事後学修】半導体物性のキャリアの輸送現象に関して復習する。

第４回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特にPN接合について。
【授業内容】PN 接合（1）　　構造と原理
【事後学修】PN 接合の構造と原理について復習する。

第５回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に PN 接合のバンド構造について。
【授業内容】PN 接合（2）　　電流電圧特性の解析
【事後学修】PN 接合の電流電圧特性について復習する。

第６回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOS 構造について。
【授業内容】MOS キャパシタ　　バンド構造
【事後学修】MOS キャパシタのバンド構造について復習する。

第７回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOSFET の構造について。
【授業内容】MOS キャパシタ　　CV 特性
【事後学修】MOS キャパシタの CV 特性について復習する。

第８回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOSFET の電流電圧特性について。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　MOSFET の動作原理
【事後学修】MOSFET の動作原理について復習する。
【授業内容】
【事後学修】

第９回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に反転層に形成のメカニズムについて。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　MOSFET の電流電圧特性
【事後学修】MOSFET の電流電圧特性について復習する。

第10回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に反転層におけるキャリア輸送について。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　反転層におけるキャリアの運動
【事後学修】MOSFET の反転層におけるキャリアの運動について復習する。

第11回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に MOSFET の構造について復習すること。
【授業内容】MOSFET の動作原理　　微細デバイス
【事後学修】MOSFET の微細化について復習する。

第12回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に CMOS インバータの構造について復習するこ
と。
【授業内容】MOS 論理ゲート（1）　　インバータ
【事後学修】インバータについて復習する。

第13回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に CMOS インバータの動作について復習するこ
と。
【授業内容】MOS 論理ゲート（2）　　CMOS インバータ
【事後学修】CMOS インバータの原理について復習する。

第14回 【事前学修】学部における集積回路工学の復習をすること。特に CMOS インバータのスイッチングの原理につい
て復習すること。
【授業内容】MOS 論理ゲート（3）　　スイッチング特性
【事後学修】MOS 論理ゲートのスイッチング特性について復習する。

第15回 【事前学修】全体の復習をしてくること。
【授業内容】まとめ及び課題提出
【事後学修】まとめ及び課題提出
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

研究レポート（80点）および講義に対する積極性（20点）により評価する。研究レポートは学術論文誌APL、EDLより半導
体デバイスに関する最新の2編の論文を選んで内容を解説する。レポートの評価基準はルーブリックの形で授業時に公開す
る。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部時に電子物性工学、固体物性工学、電子デバイス工学、集積デバイス工学に関連する講義を履習していること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

学部時に電子物性工学、固体物性工学、電子デバイス工学、集積デバイス工学に関連する講義を履習していること。

■テキスト■テキスト

教科書：小林清輝 集積回路のための半導体デバイス工学 　コロナ社

■参考文献■参考文献

参考図書：原明人　初歩から学ぶ半導体工学（講談社サイエンチフィック、2022年）

■履修上の注意■履修上の注意

学部時に電子物性工学、固体物性工学、電子デバイス工学、集積デバイス工学に関連する講義を履習していること。オ
フィスアワーについてはmanabaの個別指導機能を利用する。
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淡野　照義

光電子材料工学特論
Optical and electronic properties of materials

■テーマ■テーマ

光電子材料工学の基礎と応用

■講義内容■講義内容

光に関する性質を利用した材料やデバイスの開発のために必要な基礎的事項を学習する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①物質の光学的性質を理解する。
②　光で物質の何がわかるのか、逆にその性質をどのように使えるのかについて、自分で考えるための道具を手に入れ
る。
③　物質の光学的性質の応用について広く把握し、材料・デバイス開発のための視野を広げる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　テキストを入手（貸借でも可）し、達成目標やシラバスとの対応を考える。
【授業内容】　ガイダンス　物質の光学的性質を応用したデバイス等について概観する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第２回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　物質中の Maxwell 方程式　物質中で減衰する電磁波の式を導出する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第３回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光学定数　減衰する電磁波の式から、屈折率・消衰係数・誘電率等の意味を考察する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第４回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　Lorentz 振動子モデル　古典的な物質のモデルに対する誘電率を求める。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第５回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　Drude モデル　金属の自由電子モデルに対する光学定数を求める。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第６回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　水素原子と物質の量子論　まず物質側を量子化して、光と物質の相互作用を考察する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第７回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　摂動論と光吸収　量子化された物質に対する弱い相互作用として光吸収係数を計算する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第８回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　誘電体の光物性　フォノンとエキシトンを中心に学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第９回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　半導体の光物性　ポラリトンを中心に学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第10回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　金属の光物性　プラズモンを中心に学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第11回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　分光技術　光学定数を決定するための測定機器について学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第12回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　量子光学　光の場を量子化することにより、物質と光の相互作用の完全な取り扱いを学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第13回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光半導体デバイス　光ダイオードとフォトダイオードの原理と特性を学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第14回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光通信デバイス　レーザダイオードと光ファイバーの原理と特性を学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

第15回 【事前学修】　前回の内容を復習し、完全に理解しておく。
【授業内容】　光学ガラス・光学薄膜　光ファイバーやフィルター材料としてのガラスの特性と、コーティング
処理等の原理を学習する。
【事後学修】　授業概要をレポートにまとめる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

報告書（具体的な物質・デバイスについてその光学的特性の考察）100％
提出されたレポートに対するフィードバックはmanabaに掲示する。
具体的な評価基準は授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電磁気学の基礎知識を必要とする。
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■テキスト■テキスト

固体スペクトロスコピー　大成誠之助　裳華房

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーは開講時に連絡する。
授業回毎に復習を行い、内容を理解すること。
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嶋　敏之

ナノデバイス工学特論
Nanometer-scale devices and their applications

■テーマ■テーマ

薄膜作製技術と先端材料開発

■講義内容■講義内容

電子技術の新時代を開くと期待されるナノデバイスついて、その基礎と最近の研究成果について紹介し、特にナノ構造を
有する試料作製方法に関して理解を深めることを目的とする。

■達成目標■達成目標

①科学技術の新時代を担うナノデバイスに関する基礎的事項が身につくようになる
②　その意義や本質を十分理解した上で、その開発に携わる素養が身につくようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　身の回りにあるナノテクに関する情報を収集する
【授業内容】　ガイダンス／薄膜とはどのようなものなのかを紹介する
【事後学修】　授業の達成目標や進め方を理解する　また薄膜について調べておく

第２回 【事前学修】　第 1 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　身の回りにある薄膜／身近にある薄膜について学習する
【事後学修】　先端電子デバイスの基礎となる薄膜についてさらに詳細に調べておく

第３回 【事前学修】　第 2 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　原子を制御する／どのようにして原子を制御するのかを紹介する
【事後学修】　原子を制御する方法について調べておく

第４回 【事前学修】　第 3 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　電子ビーム蒸着／電子ビーム蒸着法の原理と応用を学習する
【事後学修】　電子ビーム蒸着法について調べておく

第５回 【事前学修】　第 4 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　スパッタリング現象／スパッタリングの原理と応用を学習する
【事後学修】　スパッタリング法について調べておく

第６回 【事前学修】　第 5 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　自己組織化と自己集合化／自然の力による特異な構造形成について紹介する
【事後学修】　自己組織化について調べておく

第７回 【事前学修】　第 6 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　リソグラフィー技術／広範囲に用いられているナノテク技術を紹介する
【事後学修】　微小成分を分析するチップについて調べておく

第８回 【事前学修】　第 7 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　インプリンティング技術／次世代のナノテク技術を紹介する
【事後学修】　インプリンティング技術について調べておく

第９回 【事前学修】　第 8 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　第 8 回までのまとめと中間課題
【事後学修】　これまで行ったトピックスのまとめを行い、中間課題に着手する

第10回 【事前学修】　第 9 回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　スパッタ法に関する論文講読／スパッタリングに関連する原著論文を理解する
【事後学修】　スパッタリングに関する最近の原著論文の講読を行う

第11回 【事前学修】　第10回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　スパッタ法に関するプレゼン報告／スパッタリングに関連する原著論文を報告する
【事後学修】　スパッタリングに関連する原著論文をまとめ報告する

第12回 【事前学修】　第11回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　リソグラフィーに関する論文講読／リソグラフィーに関連する原著論文を理解する
【事後学修】　リソグラフィーに関する最近の原著論文の講読を行う

第13回 【事前学修】　第12回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　リソグラフィーに関するプレゼン報告／リソグラフィーに関連する原著論文を報告する
【事後学修】　リソグラフィーに関連する原著論文をまとめ報告する

第14回 【事前学修】　第13回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　最近の論文を用いた新しい話題提供／萌芽的な研究を紹介する
【事後学修】　最近の萌芽的な研究を理解する

第15回 【事前学修】　第14回の授業内容の復習を行う
【授業内容】　課題学習報告、議論
【事後学修】　生活を豊かにするナノテク技術について知見を深める

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業期間に行う数回の課題学習報告（60％）及び、期末の課題（40％）とした観点別評価を総合して最終評価とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自宅においても、ナノテク関連の進展・記事を注意深く調べるようにすること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

先端電子材料特論、応用磁気工学特論

■テキスト■テキスト

講義で使用する資料は講義内で紹介・配布する。
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■参考文献■参考文献

講義において紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

積極的に講義に参加し、講義中の質問及び発表を行うこと。オフィス・アワー等については開講時に指示する
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土井　正晶

スピントロニクス工学特論
Spintronics Engineering

■テーマ■テーマ

磁気工学の現象論と量子論、および磁性材料の工学的特性と応用およびスピントロニクス応用

■講義内容■講義内容

物質の多様な磁気特性や異方性、磁歪、磁気抵抗などの磁気に付随する特性を様々な分野に利用する磁気工学について、
磁気の現象論と量子論の基礎からはじめ、電子スピンが関与する量子効果を利用する現代の磁気工学まで、磁性材料の工
学的応用を中心に講義する。また、特殊な磁気特性を持つ磁性体や磁性薄膜、人工格子、微粒子およびナノスケール磁性
体などの応用例として最新のスピントロニクス工学応用の話題にも言及する。この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①磁気工学の様々な専門分野の学習や研究に必要な基礎知識を理解する。
②　先端磁気材料の基礎となる量子効果を定性的に説明することができる。
③　実験データの簡単な解析ができ、工学的応用の視点から磁気特性を説明することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　磁性体の基本的性質に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　磁気工学の基礎（1）：磁性体の基本的性質、強磁性の現象論
【事後学修】　磁性体の基本的性質、強磁性の現象論について復習する。

第２回 【事前学修】　磁気付随現象に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　磁気工学の基礎（2）：磁気付随現象（磁気異方性、磁歪、磁区など）
【事後学修】　磁気付随現象について復習する。

第３回 【事前学修】　フントの規則に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　原子の磁性と量子論：スピンと軌道の角運動量、フントの規則、LS結合など
【事後学修】　原子の磁性と量子論について復習する。

第４回 【事前学修】　交換相互作用に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　交換相互作用：直接交換相互作用、超交換相互作用、s-d 相互作用
【事後学修】　交換相互作用について復習する。

第５回 【事前学修】　磁性体の分子場理論に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　磁性体の分子場理論：強磁性、反強磁性、フェリ磁性体の分子場理論による解釈
【事後学修】　磁性体の分子場理論について復習する。

第６回 【事前学修】　3d 遷移金属と合金の磁性、遍歴電子モデルに関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行
う。
【授業内容】　物質の構造と磁性（1）：3d 遷移金属と合金の磁性、遍歴電子モデル
【事後学修】　3d 遷移金属と合金の磁性、遍歴電子モデルについて復習する。

第７回 【事前学修】　化合物の磁性、酸化物の磁性に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　物質の構造と磁性（2）：希土類金属の磁性、化合物の磁性、酸化物の磁性
【事後学修】　希土類金属の磁性、化合物の磁性、酸化物の磁性について復習する。

第８回 【事前学修】　硬質磁性材料に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　硬質磁性材料（1）：磁石の基本、磁化過程、保磁力の機構
【事後学修】　磁石の基本、磁化過程、保磁力の機構について復習する。

第９回 【事前学修】　磁石材料の種類と磁気特性に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　硬質磁性材料（2）：磁石材料の種類と特性：金属系磁石、希土類磁石など
【事後学修】　金属系磁石、希土類磁石について復習する。

第10回 【事前学修】　磁気記録媒体に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　硬質磁性薄膜材料の応用：薄膜永久磁石、磁気記録媒体
【事後学修】　硬質磁性薄膜材料の応用の現象論について復習する。

第11回 【事前学修】　軟質磁性材料の磁気特性に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　軟質磁性材料の磁気特性と各種材料：パーマロイ、Fe-Si、アモルファスなど
【事後学修】　軟質磁性材料の磁気特性と各種材料について復習する。

第12回 【事前学修】　多層膜、人工格子の磁気特性と電気伝導に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行
う。
【授業内容】　軟質磁性薄膜材料の特性と応用：多層膜、人工格子の磁気特性と電気伝導（GMR、TMR）
【事後学修】　軟質磁性薄膜材料の特性と応用について復習する。

第13回 【事前学修】　磁歪材料に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　特異な磁性を示す物質と工学的応用：磁歪材料、磁気冷凍材料、光磁気材料
【事後学修】　磁歪材料、磁気冷凍材料、光磁気材料について復習する。

第14回 【事前学修】　メスバウァー分光に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　原子核の磁性と応用：核磁気共鳴、メスバウァー分光
【事後学修】　原子核の磁性と応用について復習する。

第15回 【事前学修】　スピントロニクス分野に関する英文プリントを配布し、事前事後に予習を行う。
【授業内容】　最近のスピントロニクス分野話題について論文講読による学習、議論
【事後学修】　スピントロニクス分野話題について復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義時間内での、演習（30％）、議論（20％）、およびレポート提出（50％）によって評価する。欠席は減点対象とな
る。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義内容を記述したプリントを毎回配布します。知識の積み重ねが必要なので、次回の講義の準備として復習すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

ナノ物性特論 I、II、応用電子論特論 I、II、先端材料工学特論、など

■テキスト■テキスト

使用しません。

■参考文献■参考文献

強磁性体の物理上、下（近角聰信）、裳華房；磁性材料（島田寛、他）、講談社など

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に予習・復習を必ず行うこと。

電

子

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1136 -



石上　忍

応用電子工学特論
Advanced Lectures in Applied Electronics

■テーマ■テーマ

IoT、5G時代に適応できる電気・電子技術者に必要な、電子回路の基礎から応用までを満遍なく学ぶ．

■講義内容■講義内容

電子回路の基礎である増幅、発振、変復調回路をはじめとして、ディジタル変復調、電子機器の動作原理、分布定数回路
の応用等について講義を行う．

■達成目標■達成目標

本講義を通じて得た知識や考え方などを、修士課程における研究に生かしてゆくだけでなく、将来技術者として様々な問
題に立ち向かえる知識と知見を持てるようになること．

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　電子回路学，通信工学等の復習を行わせる。
【授業内容】　序　電子回路の概要と歴史
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第２回 【事前学修】　前回講義後に配布したテキストにより予習を行わせる。
【授業内容】　増幅回路の動作原理、種類
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第３回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　増幅回路の設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第４回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　発振回路の動作原理と設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第５回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　アナログ変復調回路の動作原理
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第６回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　アナログ変復調回路の設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第７回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　電子素子規格表の見方と回路設計への応用
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第８回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　ディジタル変復調の動作原理
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第９回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　ディジタル変復調の設計
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第10回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　分布定数回路とSパラメータの応用と測定機器
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第11回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　雑音について（雑音の種類、統計的性質、雑音指数など）
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第12回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　測定の不確かさについて
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第13回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　無線通信機器のしくみと動作（アナログ通信）
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第14回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　無線通信機器のしくみと動作（ディジタル通信）
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

第15回 【事前学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。
【授業内容】　電磁両立性と無線通信の保護、CISPR規格とは
【事後学修】　講義時に配布したテキストにより復習を行わせる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義における質疑応答および課題レポート記述内容などを考慮して総合的に評価する（質疑対応：30％、課題レポート：
70％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義に臨む前に前回の復習を欠かさないこと

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路、ディジタル回路、通信工学、電磁波工学に関する科目
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■テキスト■テキスト

配布資料による

■参考文献■参考文献

鈴木利則「通信システム工学」ISBN: 978-4-339-00893-7

■履修上の注意■履修上の注意

プリント資料を配布するので講義中にメモを積極的に書き込むこと、また専用ファイルに綴じて講義に持参すること
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志子田　有光

電子計測工学特論
Fundamentals of Electronics Measurements

■テーマ■テーマ

IoT 機器のセンサなどから集められた電子計測データを解析するために必要な一般的数値計算法および ニューラルネット
ワーク・機械学習を用いた分類問題、回帰問題の実装技術を学ぶ

■講義内容■講義内容

Pythonプログラミングによる数値計算の基礎的原理理解と実装方法の習得

■達成目標■達成目標

Pythonプログラムによる数値計算の実装ができるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　ガイダンス（Pythonプログラミングの環境構築と基本操作）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第２回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　非線形方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第３回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　非線形方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第４回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　数値微分と数値積分（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第５回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　数値微分と数値積分（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第６回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　連立１次方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第７回 【事前学修】　授業内容を予習する 
【授業内容】　連立１次方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第８回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　常微分方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第９回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　常微分方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第10回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　補完と近似（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第11回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　補完と近似（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第12回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　偏微分方程式（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第13回 【事前学修】　授業内容を予習する
【授業内容】　偏微分方程式（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第14回 【事前学修】　過去の講義について復習する
【授業内容】　ニューラルネットワークによる分類問題・線形回帰問題の解法（１）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

第15回 【事前学修】　過去の講義について復習する
【授業内容】　ニューラルネットワークによる分類問題・回帰問題の解法（２）
【事後学修】　授業内容について追加課題を用い復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に課すレポート（40％）および、まとめ課題等（60％）によって評価する
本学の試験施行細則に照らし、欠席が多い場合には単位の修得資格を失う
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

テキストや配布された資料を熟読し、内容を十分予習すること
あらかじめ、下記のサイトなどからPythonプログラムの開発環境(Anaconda)をインストールしておくこと
https://www.anaconda.com/products/distribution
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■テキスト■テキスト

Pythonによる数値計算法の基礎／橋本修／毛塚敦 森北出版　ISBN 9784627744318

■参考文献■参考文献

https://docs.python.org/ja/3/

■履修上の注意■履修上の注意

WindowsOS搭載ノートPCを準備すること。指導教員の指示に従うこと。 オフィスアワー等については開講時に指示する。
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金井　浩、荒川　元孝、吉澤　晋

弾性波工学特論
Elastic Wave Engineering

■テーマ■テーマ

弾性波の発生・伝播とその超音波計測への応用

■講義内容■講義内容

固体中の弾性波の発生と伝播について講義し，その超音波計測への応用について解説する。

■達成目標■達成目標

超音波の性質や特徴と固体中での発生・伝播を理解する。
圧電現象を利用した機能デバイスについて説明できる。
その代表的な応用分野である超音波計測の手法や装置を説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　本講義のシラバスを読み，授業計画と講義内容について事前に調べておく
【授業内容】　「弾性波伝播の特性」
【事後学修】　「弾性波伝播の特性」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第２回 【事前学修】　「粒子変位と歪み」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「粒子変位と歪み」
【事後学修】　「粒子変位と歪み」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第３回 【事前学修】　「応力と力学方程式」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「応力と力学方程式」
【事後学修】　「応力と力学方程式」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第４回 【事前学修】　「固体の弾性方程式1：固体の弾性特性」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「固体の弾性方程式1：固体の弾性特性」
【事後学修】　「固体の弾性方程式1：固体の弾性特性」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第５回 【事前学修】　「固体の弾性方程式2：弾性スティッフネス」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「固体の弾性方程式2：弾性スティッフネス」
【事後学修】　「固体の弾性方程式2：弾性スティッフネス」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第６回 【事前学修】　「超音波応用1：ソナー，非破壊検査」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「超音波応用1：ソナー，非破壊検査」
【事後学修】　「超音波応用1：ソナー，非破壊検査」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第７回 【事前学修】　「超音波応用2：SAW-BAWデバイス，ノッキングセンサ，角速度センサ，超音波モータ，超音波洗
浄，超音波溶接」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「超音波応用2：SAW-BAWデバイス，ノッキングセンサ，角速度センサ，超音波モータ，超音波洗
浄，超音波溶接」
【事後学修】　「超音波応用2：SAW-BAWデバイス，ノッキングセンサ，角速度センサ，超音波モータ，超音波洗
浄，超音波溶接」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第８回 【事前学修】　「医用超音波応用1：超音波治療応用」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用1：超音波治療応用」
【事後学修】　「医用超音波応用1：超音波治療応用」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第９回 【事前学修】　「医用超音波応用2：探触子基本構造」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用2：探触子基本構造」
【事後学修】　「医用超音波応用2：探触子基本構造」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第10回 【事前学修】　「医用超音波応用3：探触子の電子走査」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用3：探触子の電子走査」
【事後学修】　「医用超音波応用3：探触子の電子走査」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第11回 【事前学修】　「超音波顕微鏡1：原理，生体用超音波顕微鏡」について，配布講義資料に目を通し，予習してお
く
【授業内容】　「超音波顕微鏡1：原理，生体用超音波顕微鏡」
【事後学修】　「超音波顕微鏡1：原理，生体用超音波顕微鏡」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第12回 【事前学修】　「超音波顕微鏡2：超音波デバイス」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「超音波顕微鏡2：超音波デバイス」
【事後学修】　「超音波顕微鏡2：超音波デバイス」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第13回 【事前学修】　「超音波顕微鏡3：マイクロスペクトロスコピー」について，配布講義資料に目を通し，予習して
おく
【授業内容】　「超音波顕微鏡3：マイクロスペクトロスコピー」
【事後学修】　「超音波顕微鏡3：マイクロスペクトロスコピー」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第14回 【事前学修】　「医用超音波応用4：超音波診断応用」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「医用超音波応用4：超音波診断応用」
【事後学修】　「医用超音波応用4：超音波診断応用」についての講義内容をまとめ，理解を深める

第15回 【事前学修】　「大学での学び」について，配布講義資料に目を通し，予習しておく
【授業内容】　「大学での学び」
【事後学修】　「大学での学び」についての講義内容をまとめ，理解を深める

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題レポートを課し，その記述内容が講義の達成目標を満たしているか否かにより評価する。
評価は，主に超音波とその応用に関するレポートとするが，受講態度も考慮する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

振動・波動工学や代数学，ベクトル解析学，微分方程式，電気回路学，電磁気学の基礎を学んでおくことが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

プリントを配布する。

■履修上の注意■履修上の注意

自分自身の研究に直接関連がない分野であっても，履修の意思がある場合は真剣な態度で受講すること。
オフィス・アワーについては，学生からの質問等があった際に担当講義後の時間に対応する。
授業担当：金井（第１回・第９回・第10回・第14回・第15回）、吉澤（第２回・第３回・第６回・第７回・第８回）、荒
川（第４回・第５回・第11回・第12回・第13回）
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小澤　哲也

計測制御工学特論

■テーマ■テーマ

さまざまな計測方法とその応用

■講義内容■講義内容

物理現象を検証し応用するためには計測制御方法の確立が不可欠である。本講義では、担当者が国内大手の電機メーカー
の技術者および外資系計測制御機器メーカーの技術営業マンとして勤務し獲得してきた経験話を取り入れながら、コン
ピュータベース型の計測制御技術の構築方法と構成部品の要素技術について学ぶと同時に高精度な計測制御に必要なデジ
タル分解能の概念やその応用事例について演習を交えながら獲得する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

コンピュータベース型の計測制御システムの構成について論じ、実用レベルの能力を身に付けること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの基礎
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努める
こと。

第２回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの応用
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努める
こと。

第３回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング基礎に関する事項を調査し予習しておく
こと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング基礎
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング基礎に関して学んだ事項を復習し知識の
定着化に努めること。

第４回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング応用に関する事項を調査し予習しておく
こと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング応用
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムのプログラミング応用に関して学んだ事項を復習し知識の
定着化に努めること。

第５回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの反復命令アルゴリズムに関する事項を調査し予習してお
くこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの反復命令アルゴリズム
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの反復命令アルゴリズムに関して学んだ事項を復習し知識
の定着化に努めること。

第６回 【事前学修】　コンピュータベース計測制御システムの判断命令アルゴリズムに関する事項を調査し予習してお
くこと
【授業内容】　コンピュータベース計測制御システムの判断命令アルゴリズム
【事後学修】　コンピュータベース計測制御システムの判断命令アルゴリズムに関して学んだ事項を復習し知識
の定着化に努めること。

第７回 【事前学修】　計測制御システムの構築技術の基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの構築技術の基礎
【事後学修】　計測制御システムの構築技術の基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第８回 【事前学修】　計測制御システムの構築技術の応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの構築技術の応用
【事後学修】　計測制御システムの構築技術の応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第９回 【事前学修】　アナログ出力の特性に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　アナログ出力の特性
【事後学修】　アナログ出力の特性に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第10回 【事前学修】　アナログ入力の特性に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　アナログ入力の特性
【事後学修】　アナログ入力の特性に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第11回 【事前学修】　デジタル入出力デバイスの特性に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　デジタル入出力デバイスの特性
【事後学修】　デジタル入出力デバイスの特性に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第12回 【事前学修】　計測器間通信の基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測器間通信の基礎
【事後学修】　計測器間通信の基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第13回 【事前学修】　計測器間通信の応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測器間通信の応用
【事後学修】　計測器間通信の応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

第14回 【事前学修】　計測制御システムの基礎に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの基礎
【事後学修】　計測制御システムの基礎に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。
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第15回 【事前学修】　計測制御システムの応用に関する事項を調査し予習しておくこと
【授業内容】　計測制御システムの応用
【事後学修】　計測制御システムの応用に関して学んだ事項を復習し知識の定着化に努めること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業で実施する課題レポートを100%とした結果を最終評価とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電気回路、電子回路学の内容をよく理解しておくと同時に、Windowsコンピュータを使いこなす能力が必要である。
LabVIEWプログラミングの習得を必須とする。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路の計算、電子回路の計算、コンピュータプログラミング、論理演算を取り扱う科目。

■テキスト■テキスト

受講時に提示する

■参考文献■参考文献

小澤著「パソコン計測制御ソフトウェアLabVIEWリファレンス・ブック」CQ出版、2013年、9784789840968
小澤著「ミニ・アダプタmyDAQとLabVIEWで作るMy実験ベンチ」CQ出版、2013年、9784789840941
小澤著「図解LabVIEW入門」森北出版、2012年、9784627849815
小澤著「図解LabVIEWデータ集録プログラミング」森北出版、2008年、9784627848214

■履修上の注意■履修上の注意

ゼミ方式で講義を実施する。実際の計画制御機器を使用した実習を実施する。
履修登録希望者は事前に講義担当者へ相談しておくことが望ましい。
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加藤　和夫

生体電子工学特論
Advanced Lectures in Bioelectronics

■テーマ■テーマ

生体を対象とした信号計測と信号処理

■講義内容■講義内容

生体の電気現象、神経電流の特性と計測方法、生体システムとその機能、生体信号の特性と計測方法・装置、生体信号に
対する特徴抽出法、時間－周波数解析、信号源の位置推定などの信号処理法、生体情報の工学的な応用などの講義内容で
ある。

■達成目標■達成目標

生体の電気現象や機能を理解できるようになり、その特性に基づいた生体信号計測技術（計測方法・装置、信号処理方
法）を身につけることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに基づき、生体電子工学概論の全体の講義構成について把握をすること。
【授業内容】　生体の電気現象についての概説
【事後学修】　生体の電気現象について、講義内容の復習をすること。

第２回 【事前学修】　神経電流の特性について、参考書等で調べること。
【授業内容】　神経電流の特性
【事後学修】　神経電流の特性について、講義内容の復習をすること。

第３回 【事前学修】　神経電流の計測とモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　神経電流の計測とモデル
【事後学修】　神経電流の計測とモデルについて、講義内容の復習をすること。

第４回 【事前学修】　生体システムとその機能、特に視覚系の情報処理について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体システムとその機能（1）（視覚系の情報処理など）
【事後学修】　生体システム、特に視覚系の情報処理について、講義内容の復習をすること。

第５回 【事前学修】　生体システムとその機能、特に聴覚系の情報処理について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体システムとその機能（2）（聴覚系の情報処理など）
【事後学修】　生体システム、特に聴覚系の情報処理について、講義内容の復習をすること。

第６回 【事前学修】　生体システムとその機能、特に触覚系の情報処理について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体システムとその機能（3）（触覚系の情報処理など）
【事後学修】　生体システム、特に触覚系の情報処理について、講義内容の復習をすること。

第７回 【事前学修】　生体信号のセンシング技術の構成について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号のセンシング技術の構成
【事後学修】　生体信号のセンシング技術の構成について、講義内容の復習をすること。

第８回 【事前学修】　生体信号の特性と計測方法の特徴について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号の特性と計測方法の特徴
【事後学修】　生体信号の特性と計測方法の特徴について、講義内容の復習をすること。

第９回 【事前学修】　生体信号測定装置、特に X 線 CT について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（1）（X 線 CT など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に X 線 CT について、講義内容の復習をすること。

第10回 【事前学修】　生体信号測定装置、特に脳波計測について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（2）（脳波計測など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に脳波計測について、講義内容の復習をすること。

第11回 【事前学修】　生体信号測定装置、脳磁界計測について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（3）（脳磁界計測など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に脳磁界計測について、講義内容の復習をすること。

第12回 【事前学修】　生体信号計測用電磁気シールドについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号計測用電磁気シールド
【事後学修】　生体信号計測用電磁気シールドについて、講義内容の復習をすること。

第13回 【事前学修】　生体信号測定装置、特に fMRI、NIRS について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号測定装置（4）（fMRI、NIRS など）
【事後学修】　生体信号測定装置、特に fMRI、NIRS について、講義内容の復習をすること。

第14回 【事前学修】　生体信号の処理方法、特徴抽出法について、参考書等で調べること。
【授業内容】　生体信号の処理方法、特徴抽出法
【事後学修】　生体信号の処理方法、特徴抽出法について、講義内容の復習をすること。

第15回 【事前学修】　これまで講義内容全体について整理、復習すること。
【授業内容】　最新のトピックスの紹介、および講義全体の総括とレポート課題の説明
【事後学修】　与えられたレポート課題に取り組み、期日までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義での取り組み状況（20％）、およびレポート（80％）で評価する。生体の電気現象や機能を理解し、その特性に基づ
いた生体信号計測技術（計測方法・装置、信号処理方法）を習得できているかを主な観点とした評価がされる。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電磁気学、電気電子回路学、電子計測学についての知識を習得しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

応用電子工学特論、電子計測工学特論
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■テキスト■テキスト

使用しない（必要に応じプリント等を配布）

■参考文献■参考文献

講義において随時紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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川又　憲

情報伝送工学特論
Information Transmission Engineering

■テーマ■テーマ

高周波数域における電気回路の働きを理解し、電磁波や電磁的エネルギーの伝送について学習する。

■講義内容■講義内容

近年、インターネットやモバイル通信においても、大容量の情報を高速度で伝える要請が高まっている。これらの情報は
電磁波など電磁気的な電気信号によって伝えられ、情報の大容量化に伴って高周波数域の電磁エネルギーを取り扱う必要
が生じる。本講義では、高周波数域の電磁的エネルギーを取り扱うための電気回路について学習し、さらに、情報伝送の
ための方式や課題について学習する。なお，本講義は対面授業として実施する。

■達成目標■達成目標

分布定数回路の基本を学習し、各種伝送線路の電気的特性について理解する。また近年の高度情報化を踏まえ、EMC 課題
などの情報伝送に関する問題点を認識する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　情報伝送工学についてインターネット等による事前調査を行う
【授業内容】　講義ガイダンスと到達目標の説明
【事後学修】　講義ガイダンスと到達目標の説明についての振り返り

第２回 【事前学修】　情報伝送工学を学ぶ上での準備学習として学部における電磁気学の復習
【授業内容】　情報伝送工学を学ぶ上での準備学習
【事後学修】　情報伝送工学についての振り返りと復習

第３回 【事前学修】　分布定数回路についての予習
【授業内容】　分布定数回路の基本
【事後学修】　分布定数回路の基本についての振り返りと復習

第４回 【事前学修】　入力インピーダンスと反射係数についての予習
【授業内容】　入力インピーダンスと反射係数
【事後学修】　入力インピーダンスと反射係数についての振り返りと復習

第５回 【事前学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布についての予習
【授業内容】　分布定数回路上の電圧・電流分布
【事後学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布についての振り返りと復習

第６回 【事前学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布についての演習問題予習
【授業内容】　分布定数回路上の電圧・電流分布の演習
【事後学修】　分布定数回路上の電圧・電流分布の演習についての振り返りと復習

第７回 【事前学修】　整合回路・スミスチャートについての予習
【授業内容】　整合回路・スミスチャート
【事後学修】　整合回路・スミスチャートについての振り返りと復習

第８回 【事前学修】　分布定数回路の行列表現についての予習
【授業内容】　分布定数回路の行列表現
【事後学修】　分布定数回路の行列表現についての振り返りと復習

第９回 【事前学修】　各種線路の構造と特性についての予習
【授業内容】　各種線路の構造と特性
【事後学修】　各種線路の構造と特性についての振り返りと復習

第10回 【事前学修】　分布定数回路の応用についての予習
【授業内容】　分布定数回路の応用
【事後学修】　分布定数回路の応用についての振り返りと復習

第11回 【事前学修】　電磁波の応用についての予習
【授業内容】　電磁波の応用
【事後学修】　電磁波の応用についての振り返りと復習

第12回 【事前学修】　アンテナについての予習
【授業内容】　アンテナ
【事後学修】　アンテナについての振り返りと復習

第13回 【事前学修】　電波伝搬についての予習
【授業内容】　電波伝搬
【事後学修】　電波伝搬についての振り返りと復習

第14回 【事前学修】　高度情報化と EMC（環境電磁工学）についての予習
【授業内容】　高度情報化と EMC（環境電磁工学）
【事後学修】　高度情報化と EMC（環境電磁工学）についての振り返りと復習

第15回 【事前学修】　まとめおよびレポート作成、達成度の確認
【授業内容】　まとめおよびレポート評価、達成度の確認
【事後学修】　まとめおよび達成度の振り返り

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

評価は、分布定数回路の基本知識、各種伝送線路の電気的特性について理解しているか？また近年の高度情報化を踏ま
え、EMC 課題などの情報伝送に関する問題点を認識しているか？の観点から行う。評価方法は、講義での取り組み状況
（50％）レポート課題（50％）で総合的に評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

電気回路学 I・II、電磁気学の知識が基礎となるので、復習すること。

電

子

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1147 -



■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

電気回路学 I、電気回路学 II およびこれらの演習

■テキスト■テキスト

情報伝送入門、内藤善之著、昭晃堂

■参考文献■参考文献

（1）入門電波応用、藤本京平著、共立出版
（2）電磁妨害波の基本と対策、清水康敬・杉浦行、電子情報通信学会

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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佐々木　義卓

電子数理学特論
Electronic Mathematics

■テーマ■テーマ

さまざまな整数論の問題の解法とその応用

■講義内容■講義内容

微分方程式やさまざまな特殊関数の学習とその応用の考察を対面授業によって行う。

■達成目標■達成目標

電気・電子分野に応用される整数論の問題に着目し、その問題を解くための数学的道具立てや理論、計算機を用いた計算
方法、応用実態について理解することを目標とする。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】母関数について事前に調べておく
【授業内容】母関数の概念と種類
【事後学修】母関数の概念と種類について整理する

第２回 【事前学修】母関数の微積分の性質について調べる
【授業内容】母関数の微積分
【事後学修】母関数の微積分に関する性質を整理してまとめる

第３回 【事前学修】母関数の畳み込みについて調べる
【授業内容】母関数の畳み込み
【事後学修】母関数の畳み込みに関する性質を整理してまとめる

第４回 【事前学修】漸化式の求め方について復習する
【授業内容】母関数の具体例の計算
【事後学修】種々の母関数の例を整理してまとめる

第５回 【事前学修】母関数の微積分について復習する
【授業内容】上昇演算子と母関数
【事後学修】上昇演算子と母関数の関係について整理してまとめる

第６回 【事前学修】線形微分方程式の解法について復習する
【授業内容】上昇演算子と微分方程式
【事後学修】上昇演算子と母関数の微分方程式を用いた解法について整理してまとめる

第７回 【事前学修】離散断層撮影法について調べる
【授業内容】ロンサム行列の概念とその応用
【事後学修】ロンサム行列の概念とその応用について整理してまとめる

第８回 【事前学修】ベルヌーイ数について調べる
【授業内容】ベルヌーイ数の概念とその計算
【事後学修】ベルヌーイ数の計算方法について整理しまとめる

第９回 【事前学修】スターリング数についてまとめる
【授業内容】スターリング数とその性質
【事後学修】スターリング数の概念とその性質について整理しまとめる

第10回 【事前学修】ベルヌーイ数について復習する
【授業内容】多重ベルヌーイ数の概念とその計算
【事後学修】多重ベルヌーイ数の計算方法について整理しまとめる

第11回 【事前学修】ロンサム行列について復習する
【授業内容】多重ベルヌーイ数とロンサム行列
【事後学修】多重ベルヌーイ数とロンサム行列の関係について整理しまとめる

第12回 【事前学修】素数分布について調べる
【授業内容】素数とその応用
【事後学修】素数に関する定理について整理しまとめる

第13回 【事前学修】母関数について復習する
【授業内容】整数の母関数と素数分布
【事後学修】整数の母関数と素数分布について整理しまとめる

第14回 【事前学修】素数に関する諸定理について復習する
【授業内容】2次式で表される素数
【事後学修】2次式で表される素数について整理しまとめる

第15回 【事前学修】第1回〜第14回の内容を復習する
【授業内容】第1回〜第14回の内容に関する総まとめのレポートを作成する
【事後学修】確認テストの内容を振り返る

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中での質疑応答60％及び演習の解答発表40％によって評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部時代に学んだ数学の復習等の準備。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

まとまった１冊の教科書は使用しないが、複数の参考書等で代用する。
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■参考文献■参考文献

講義中に示唆する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワーは開講時に指示する
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物部　寛太郎

空間情報学特論

■テーマ■テーマ

空間情報学の基礎を学修する。

■講義内容■講義内容

本講義では、空間情報学の基礎を、その背景、原理、実践例の理解を通して学修する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

空間情報学の基礎を理解し、その背景、原理、実践例を踏まえて説明できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　これまでの情報系の講義と演習を復習する
【授業内容】　ガイダンス（講義の進め方）
　　　　　　　尚、各回の講義中に課したテスト・演習・レポート等の評価については、必要に応じて次回以降
の講義の中、もしくはMyTG・manaba等で解説・講評等を行いフィードバックする。
【事後学修】　空間情報学の概要について調査して整理する

第２回 【事前学修】　空間情報学の基礎についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の基礎
【事後学修】　空間情報学の基礎について詳細をさらに調査して整理する

第３回 【事前学修】　GISとその歴史についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GISとその歴史
【事後学修】　GISとその歴史について詳細をさらに調査して整理する

第４回 【事前学修】　地図の表現と方法についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　地図の表現と方法
【事後学修】　地図の表現と方法について詳細をさらに調査して整理する

第５回 【事前学修】　空間情報のデータの種類と構造についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報のデータの種類と構造
【事後学修】　空間情報のデータの種類と構造について詳細をさらに調査して整理する

第６回 【事前学修】　空間情報の規格についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報の規格
【事後学修】　空間情報の規格について詳細をさらに調査して整理する

第７回 【事前学修】　空間データの分析についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間データの分析
【事後学修】　空間データの分析について詳細をさらに調査して整理する

第８回 【事前学修】　空間情報学の研究事例についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の研究事例
【事後学修】　空間情報学の研究事例について詳細をさらに調査して整理する

第９回 【事前学修】　GPSについてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GPS
【事後学修】　GPSについて詳細をさらに調査して整理する

第10回 【事前学修】　リモートセンシングについてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　リモートセンシング
【事後学修】　リモートセンシングについて詳細をさらに調査して整理する

第11回 【事前学修】　空間情報学の応用事例（国内）についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の応用事例（国内）
【事後学修】　空間情報学の応用事例（国内）について詳細をさらに調査して整理する

第12回 【事前学修】　空間情報学の応用事例（海外）についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の応用事例（海外）
【事後学修】　空間情報学の応用事例（海外）について詳細をさらに調査して整理する

第13回 【事前学修】　空間情報学の展望についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　空間情報学の展望
【事後学修】　空間情報学の展望について詳細をさらに調査して整理する

第14回 【事前学修】　GoogleEarthについてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GoogleEarth演習（基本）
【事後学修】　演習内容の確認を行う

第15回 【事前学修】　GoogleEarthの応用技術についてWebサイトなどで調査する
【授業内容】　GoogleEarth演習（応用）
【事後学修】　演習内容の確認を行う

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中の課題（100点）
評価基準は授業内容についての理解の正確さとする
欠席は減点対象とする

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

講義内の演習でノートPC（Windows）を利用するため、各自準備しておくこと。準備できない場合は、貸与するので講義内
で申し出ること。

■テキスト■テキスト

講義中に指示する。
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■参考文献■参考文献

講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

講義内容の理解不足を招かないように、事前学修・事後学修を十分に行った上で講義を受講すること。
オフィスアワーに代わり、担当教員のアドレスを開講時に公開する、また、manabaの個別指導機能を使用する。
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門倉　博之

シミュレーション工学特論

■テーマ■テーマ

人の流れを対象としたモデル化とシミュレーション

■講義内容■講義内容

人の流れをモデル化するめに必要な歩行者と群集流に関する基礎知識を学ぶ。また、人流シミュレーションを行うための
知識として、人の移動行動のモデル化とマルチエージェントシミュレーションについて学ぶ。

■達成目標■達成目標

①人の流れについてのモデル化を理解できる
②人流シミュレーションを行うための知識を身に付ける

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスに基づき、全体の講義構成について把握をすること。
【授業内容】　モデル化とシミュレーションの概説
【事後学修】　モデル化とシミュレーションについて、講義内容の復習をすること。

第２回 【事前学修】　歩行者の空間行動について、参考書等で調べること。
【授業内容】　歩行者の空間行動
【事後学修】　歩行者の空間行動について、講義内容の復習をすること。

第３回 【事前学修】　群集行動の基本特性について、参考書等で調べること。
【授業内容】　群集行動の基本特性
【事後学修】　群集行動の基本特性について、講義内容の復習をすること。

第４回 【事前学修】　群集流のモデル化について、参考書等で調べること。
【授業内容】　群集流のモデル化
【事後学修】　群集流のモデル化について、講義内容の復習をすること。

第５回 【事前学修】　避難行動について、参考書等で調べること。
【授業内容】　避難行動
【事後学修】　避難行動について、講義内容の復習をすること。

第６回 【事前学修】　モデル化のための計測技術について、参考書等で調べること。
【授業内容】　モデル化のための計測技術
【事後学修】　モデル化のための計測技術について、講義内容の復習をすること。

第７回 【事前学修】　人流シミュレーションモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　人流シミュレーションモデル
【事後学修】　人流シミュレーションモデルについて、講義内容の復習をすること。

第８回 【事前学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　マルチエージェントシミュレーション（1）
【事後学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、講義内容の復習をすること。

第９回 【事前学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　マルチエージェントシミュレーション（2）
【事後学修】　マルチエージェントシミュレーションについて、講義内容の復習をすること。

第10回 【事前学修】　セルオートマトンについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　セルオートマトン
【事後学修】　セルオートマトンについて、講義内容の復習をすること。

第11回 【事前学修】　ポテンシャルモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ポテンシャルモデル（1）
【事後学修】　ポテンシャルモデルについて、講義内容の復習をすること。

第12回 【事前学修】　ポテンシャルモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ポテンシャルモデル（2）
【事後学修】　ポテンシャルモデルについて、講義内容の復習をすること。

第13回 【事前学修】　ネットワークモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ネットワークモデル（1）
【事後学修】　ネットワークモデルについて、講義内容の復習をすること。

第14回 【事前学修】　ネットワークモデルについて、参考書等で調べること。
【授業内容】　ネットワークモデル（2）
【事後学修】　ネットワークモデルについて、講義内容の復習をすること。

第15回 【事前学修】　これまで講義内容全体について整理、復習すること。
【授業内容】　講義全体の総括とレポート課題の説明
【事後学修】　与えられたレポート課題に取り組み、期日までに提出すること。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義での取り組み状況（20％）、およびレポート課題（80％）で評価する。
具体的な評価基準は、授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

特になし（manabaで資料を適宜配布）。
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■参考文献■参考文献

山影 進「人工社会構築指南 artisocによるマルチエージェント・シミュレーション入門 改訂新版 （人工社会の可能
性）」（書籍工房早山）、2010年、ISBN：978-4-904701-03-4

■履修上の注意■履修上の注意

授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。演習時には、ノートパソコンを持参すること。オフィスアワーに代わ
り、担当教員のアドレスを公開、またmanabaの掲示板機能を使用する。
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嶋　敏之

応用技術英語
practical English for Engineering

■テーマ■テーマ

工学分野における技術英語の読解力を高める

■講義内容■講義内容

工学の現場において活用できる技術英語の理解を深めるため、与えられた技術英語を題材として、英文読解を行い、技術
用語の説明と質疑応答手法について学習する。講義ごとに配布される文献および先端技術トピックスについて翻訳し、読
解力、プレゼンテーション能力を養うための専門的英語力を習得する。

■達成目標■達成目標

専門分野の技術英語について、独力で調べ読解することができるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　和英辞書、英英辞書などの準備と確認を行う。
【授業内容】　ガイダンス
【事後学修】　ガイダンスの内容を確認し、配布された資料の復習を行う。

第２回 【事前学修】　第１回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Three-dimensional drawing」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第２回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第３回 【事前学修】　第２回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Shapes of components」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第３回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第４回 【事前学修】　第３回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Units of measurement」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第４回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第５回 【事前学修】　第４回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Chemical elements」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第５回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第６回 【事前学修】　第５回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Common structural elements」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第６回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第７回 【事前学修】　第６回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Types of load and moments」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第７回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第８回 【事前学修】　第７回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Vapour, cooling and thermal inertia」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第８回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第９回 【事前学修】　第８回の授業で行った内容を復習する。
【授業内容】　第８回までのまとめと課題提出
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第９回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第10回 【事前学修】　第９回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「The electromagnetic spectrum」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１０回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第11回 【事前学修】　第１０回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Pipe and hose fittings and valves」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１１回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第12回 【事前学修】　第１１回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Siphonic action」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１２回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第13回 【事前学修】　第１２回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Electrical and electronic components」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１３回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第14回 【事前学修】　第１３回の授業で行った内容を復習し、渡されたプリントを予習する。
【授業内容】　「Sensing, measuring and regulating devices」について和訳し、内容を整理する。
【事後学修】　事前に学習してきた内容と第１４回講義内容を整理し、レポートを作成する。

第15回 【事前学修】　これまで行ってきた内容を復習するとともに、期末課題について自ら考え予習する。
【授業内容】　期末課題の作成とプレゼンテーション。
【事後学修】　期末課題についてまとめ、期限までに提出する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義ごとに出題される課題の提出（60％）、期末の課題（40％）を総合的に評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

英語の文法的事項を復習しておくこと。講義それぞれの和訳課題に対して、自分の訳した文章を記したノートを作成し、
講義に臨み、講義内容で訂正して、例文を完全に理解すること。

■テキスト■テキスト

開講時に配布するプリント等を利用する。
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■参考文献■参考文献

必要に応じて講義中に紹介する

■履修上の注意■履修上の注意

機械翻訳ではなく、辞書を積極的に活用するように努力すること。オフィス・アワー等については開講時に指示する
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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石上　忍

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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加藤　和夫

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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川又　憲

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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志子田　有光

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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嶋　敏之

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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鈴木　仁志

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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土井　正晶

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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原　明人

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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淡野　照義

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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小澤　哲也

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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桑野　聡子

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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門倉　博之

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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物部　寛太郎

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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佐々木　義卓

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士（工学）の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について、研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

淡野　照義
　超イオン導電体について、分光学的研究および計算機シミュレーションを行い、イオン伝導機構の解明についての論文
指導を行う。

石上　忍
　広帯域有線／無線ディジタル通信信号の計測法、干渉評価法、及び通信品質に関する基礎的検討及び応用について論文
指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測の可視化に関する特定の研究課題に対して、理論および実験の両面から研究手法の指導を行い、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体情報の計測・信号処理に関する研究課題の実践研修、また関連して必要となる研究技術の研修を行い、生体電子工
学に関する論文指導を行う。

門倉　博之
　人流シミュレーションに必要となる群集流動のモデル化とシミュレーション技術に関する研究課題の実践研修、また関
連して必要となる研究技術の研修を行い、群集流動情報工学に関する論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

桑野　聡子
　ナノテクノロジー材料として期待される機能性材料に関する研究課題について理論と実験の両面から指導し、得られた
研究成果に対する論文指導を行う。

佐々木　義卓
　整数論関連についての研修により得られた研究成果に関する論文指導を行う。

志子田　有光
　先端の情報技術を活用した情報システムセキュリティに関するテーマや、教育工学に関するテーマについて研究を行
い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマを選択し研究を行い、機能性薄膜磁性材料について論
文指導を行う。

鈴木　仁志
　ナノテクノロジー材料として期待されるナノ粒子・薄膜に関してナノ領域の構造評価などを通して研究を行い、ナノ材
料についての論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わるオリジナルな研究を行い、論文指導を
行う。

物部　寛太郎
　空間情報に関する先端的なテーマについて、実践研修、関連して必要となる研究技術の研修を行い、得られた研究成果
についての論文指導を行う。
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環境建設工学専攻
博士前期課程

工学研究科

講 義 内 容



石川　雅美

連続体力学特論
Continuum Mechanics

■テーマ■テーマ

構造解析手法として最も広く使われている有限要素法の理論的背景である連続体力学の知識を身につけ、非線形有限要素
解析に対応できる能力を養う。

■講義内容■講義内容

応力テンソル、不変量、変形および各種ひずみの定義など連続体の基本的概念について、輪講形式にて授業を行う。

■達成目標■達成目標

英語の専門書を独力で読む力を身につけるとともに、3 次元空間における応力および変形に関する知識を習得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】不静定構造の解き方を確認しておくこと
【授業内容】変位法と応力法
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第２回 【事前学修】力と弾性変形について確認しておくこと
【授業内容】最小ポテンシャルエネルギの原理
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第３回 【事前学修】学部で勉強した仮想仕事の原理について確認しておくこと
【授業内容】仮想仕事の原理と有限要素法
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第４回 【事前学修】教科書の 1.1 ～ 1.8 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】ベクトルとテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第５回 【事前学修】教科書の 1.9 ～ 1.10 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】自由標（Free Index）、擬標（Dummy Index）、および総和規約
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第６回 【事前学修】教科書の 1.11 ～ 1.13 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】座標系とテンソルの座標変換則
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第７回 【事前学修】教科書の 1.14 ～ 1.22 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】応力テンソルと応力ベクトルの関係
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第８回 【事前学修】教科書の 2.1 ～ 2.6 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】Cauchy の応力原理
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第９回 【事前学修】教科書の 2.7 ～ 2.12 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】主応力と応力不変量
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第10回 【事前学修】教科書の 3.1 ～ 3.5 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】変形の幾何学概説
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第11回 【事前学修】教科書の 3.1 ～ 3.4 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】微小ひずみ、工学ひずみ、ラグランジュのひずみ、およびオイラーのひずみ
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第12回 【事前学修】教科書の 3.5 ～ 3.7 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】変形こう配と変位こう配
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第13回 【事前学修】教科書の 3.8 ～ 3.10 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】変形テンソルと有限ひずみテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第14回 【事前学修】教科書の 3.11 ～ 3.15 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】微小変形理論と有限ひずみテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

第15回 【事前学修】教科書の 3.11 ～ 3.15 までを読んで訳しておくこと
【授業内容】微小変形理論と有限ひずみテンソル
【事後学修】理解が不十分であったところを修正しておくこと

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊毎回の輪講形式において、予め割り当てられた箇所に対する準備状況に応じて評価する。評価割合は 100％ とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊数学、英語および構造力学に関する基礎知識

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊特になし

■テキスト■テキスト

＊Continuum Mechanics George E. Mase McGraw-Hill
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■参考文献■参考文献

＊鷲津久一郎＝著、「エネルギ原理入門」（倍風館）

■履修上の注意■履修上の注意

＊上記英語のテキストを使用し、輪講形式で行うので必ず予習してくること。
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武田　三弘

コンクリート材料・劣化診断特論
Advanced Concrete Engineering

■テーマ■テーマ

コンクリートの性質と劣化診断技術

■講義内容■講義内容

コンクリートの品質が材料、施工、養生そして環境作用の影響を受けることによってどの様に変化するのか学習するとと
もに、コンクリートの検査、診断、補修補強方法を理解したコンクリートドクターとなるための技術を習得する。なお、
この講義は対面形式で行う。

■達成目標■達成目標

コンクリートの品質に及ぼす材料、施工、養生そして環境作用の影響を理解し、コンクリート構造物の調査を自分で実施
し報告書が書けるようになること。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　事前に配付した資料の「豆板、コールドジョイント、内部欠陥」の範囲をよく読み理解してくる
こと
【授業内容】　コンクリートの変状（豆板、コールドジョイント、内部欠陥など）
【事後学修】　豆板、コールドジョイント、内部欠陥の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第２回 【事前学修】　事前に配付した資料の「ひび割れ、浮き、さび汁、エフロレッセンス」の範囲をよく読み理解し
てくること
【授業内容】　コンクリートの変状（ひび割れ、浮き、さび汁、エフロレッセンスなど）
【事後学修】　ひび割れ、浮き、さび汁、エフロレッセンスの特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第３回 【事前学修】　事前に配付した資料の「中性化、塩害」の範囲をよく読み理解してくること
【授業内容】　コンクリートの劣化機構（中性化、塩害など）
【事後学修】　中性化、塩害の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第４回 【事前学修】　事前に配付した資料の「アルカリシリカ反応、凍害、化学的浸食」の範囲をよく読み理解してく
ること
【授業内容】　コンクリートの劣化機構（アルカリシリカ反応、凍害、化学的浸食など）
【事後学修】　アルカリシリカ反応、凍害、化学的浸食の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第５回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の変状（たわみ、変形、疲労）」の範囲をよく読み
理解してくること
【授業内容】　コンクリート構造物の変状（たわみ、変形、疲労など）
【事後学修】　たわみ、変形、疲労の特徴・発生メカニズムを整理しておくこと

第６回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の調査手法（書類調査）」の範囲をよく読み理解し
てくること
【授業内容】　コンクリート構造物の調査手法（書類調査）
【事後学修】　コンクリート構造物の調査手法（書類調査）の内容を整理しておくこと

第７回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の調査手法（目視調査）」の範囲をよく読み理解し
てくること
【授業内容】　コンクリート構造物の調査手法（目視調査）
【事後学修】　コンクリート構造物の調査手法（目視調査）の内容を整理しておくこと

第８回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の調査手法（圧縮強度、ひび割れ）」の範囲をよく
読み理解してくること
【授業内容】　コンクリート構造物の調査手法（圧縮強度、ひび割れなど）
【事後学修】　コンクリート構造物の調査手法（圧縮強度、ひび割れ）の内容を整理しておくこと

第９回 【事前学修】　事前に配付した資料の「コンクリート構造物の非破壊検査手法（サーモグラフィー、電磁波レー
ダー、X 線）」の範囲をよく読み理解してくること
【授業内容】　コンクリート構造物の非破壊検査手法（サーモグラフィー、電磁波レーダー、X 線など）
【事後学修】　コンクリート構造物の非破壊検査手法（サーモグラフィー、電磁波レーダー、X 線）の内容を整
理しておくこと

第10回 【事前学修】　これまで勉強した変状事例が学内の構造物に発生していないか確認しておきこと
【授業内容】　学内におけるコンクリート構造物の調査と診断
【事後学修】　学内におけるコンクリート構造物の調査・診断結果が正しかったのか確認しておくこと

第11回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 1）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 1）の内容整理

第12回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 2）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 2）の内容整理

第13回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 3）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 3）の内容整理
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第14回 【事前学修】　事前に配付した論文「X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法」をよく読み理解して
くること
【授業内容】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 4）
【事後学修】　研究論文の輪講および討議（X 線造影撮影法によるコンクリートの品質評価方法 4）の内容整理

第15回 【事前学修】　これまで習得した内容の確認
【授業内容】　講義まとめ
【事後学修】　これまで行った調査結果の確認

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業中の質疑およびレポート内容を 60 点、現場コンクリート構造物の調査報告書 40点として、それらの合計で評価す
る。
なお、評価基準はルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

自宅周辺や通学途中のコンクリート構造物をよく観察すること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

連続体力学特論、コンクリート構造工学特論

■テキスト■テキスト

テキストとして授業で使用する資料は配付する。

■参考文献■参考文献

コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針（日本コンクリート工学会）

■履修上の注意■履修上の注意

できるだけ多くの現場コンクリート構造物を自分で見学・調査すること。
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飛田　善雄

地盤力学特論
Advanced Geomechanics

■テーマ■テーマ

地盤の物性、変形強度特性、地盤構造物の安定、地盤関係事業のリスクマネジメント

■講義内容■講義内容

地盤材料変形強度特性を理解する。これらの知識に基づいて地盤構造物の安定性の評価方法を理解する。地盤構造物の安
定性について、不確実性を考慮して、マクロ的視点からの安定性の評価について考える。

■達成目標■達成目標

①地盤材料の変形強度特性を説明できる。地盤構造物の安定性の評価について説明できる。
②地盤材料の特徴と強さの関係について説明できる。
③地盤中の水の流れと圧密沈下で利用される偏微分方程式の解法の流れが説明できる
④不確実性の高い地盤関係事業のリスクを説明できる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部の教科書のうち、圧密と土の強さの章を復習しておく
【授業内容】　地盤材料の特徴と地盤構造物の安定評価に関する概論
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第２回 【事前学修】　土の強さが摩擦であることを認識し、摩擦によりどのような特徴をもつか予習する
【授業内容】　地盤材料の強度特性：間隙に水が無い場合の議論
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第３回 【事前学修】　全応力、有効応力、間隙水圧の関係、ダイレイタンシーとせん断時の排水条件について予習する
【授業内容】　地盤材料の強度特性：間隙に水がある場合の議論：飽和土と不飽和土
【事後学修】　講義中に指示された課題「土の強さの特徴」について、レポートを作成し、次回の講義前に提出
する。

第４回 【事前学修】　有効応力の原理を微視的観点より導入しておく。
【授業内容】　地盤力学における有効応力の原理の重要性
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第５回 【事前学修】　せん断時の変形特性のうち、ダイレイタンシーの重要性について調べておく
【授業内容】　地盤材料の変形特性：特に、ダイレイタンシー
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第６回 【事前学修】　軟弱地盤状に盛土を構築したときに、全体の応力経路がどうなるか調べておく。
【授業内容】　軟弱地盤上に盛土を構築した場合の有効応力経路
【事後学修】　講義中に指示された課題「土の変形特性と強さ」について、レポートを作成し、次回の講義前に
提出する。

第７回 【事前学修】　アースダムの構造物としての特徴を調べておく。
【授業内容】　フィルタイプダムの有効応力経路
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第８回 【事前学修】　応力、ひずみ、弾性体の関係式について予習しておく。
【授業内容】　2 相混合体理論の基本的考え方
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第９回 【事前学修】　地盤中の水の流れについて、土質力学の教科書により予習しておく。
【授業内容】　地盤の浸透問題：ラプラス方程式
【事後学修】　講義中に指示された課題「土構造物の安定性」について、レポートを作成し、次回の講義前に提
出する。

第10回 【事前学修】　圧密沈下について、沈下量の計算、沈下と時間の関係について予習しておく。
【授業内容】　圧密沈下の問題：熱伝導型問題
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第11回 【事前学修】　熱伝導型方程式の解法について予習しておく。
【授業内容】　沈下と時間の関係
【事後学修】　講義中に指示された課題「地盤力学における数学的手法」について、レポートを作成し、次回の
講義前に提出する。

第12回 【事前学修】　盛土および切土の安全率の時間経過に伴う変化について調査しておく。
【授業内容】　地盤構造物の安定性が時間経過とともに変化する理由
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第13回 【事前学修】　斜面の安定性の計算での仮定について予習しておく。
【授業内容】　斜面の安定性に関する議論
【事後学修】　講義内容をもとに、必要事項を加筆し講義ノートを整理する。

第14回 【事前学修】　リスクマネジメントについて、指定された本を読んでおく。
【授業内容】　公共事業におけるリスクマネジメントの重要性
【事後学修】　講義中に指示された課題「ある事故におけるリスクマネジメントの欠落」について、レポートを
作成し、次回の講義前に提出する。

第15回 【事前学修】　講義ノートを整理しておく。発表の準備をする。
【授業内容】　講義のまとめ：講義の重点事項に関する発表
【事後学修】
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義中に提示された課題に対するレポートを評価（50 点）する。土構造物の設計・施工にかかわる課題を総合課題レポー
ト（50 点）とし、併せて60 点以上を合格とする。これらのレポートの評価のポイントは、以下のとおりである。①レ
ポートしての体裁が整っているか、②わかりやすいスタイルで記述されているか、③記載内容は合理的であるか、④計算
は確実に行われているか、⑤考察は十分であるか

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部で利用した教科書を充分に復習すること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

地盤動力学特論、耐震防災工学特論

■テキスト■テキスト

利用しない。

■参考文献■参考文献

より深く学習するための参考書および参考文献は講義中に指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

地盤力学は、固相と液相の両者を考える問題であることを常に心がけること
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山口　晶

地盤動力学特論
Geotechnical Dynamics

■テーマ■テーマ

これまで学んだ地盤力学の知識の復習を行う。それとともに，特に液状化を対象とした繰返し挙動の基礎知識を得る。

■講義内容■講義内容

学部の時に学んだ地盤力学の復習とさらに踏み込んだ内容を講義したのちに，特に液状化を対象とした繰返し挙動の基礎
知識を得る。

■達成目標■達成目標

地盤力学から地盤工学の範囲を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　学部の講義における地盤力学の復習
【授業内容】　ガイダンス　今後の進め方、テキストの説明、講義の概要の説明
【事後学修】　地盤力学IおよびIIの復習をする

第２回 【事前学修】　地盤工学の必要性と位置付けをまとめておく
【授業内容】　地盤工学の概要
【事後学修】　教科書を読んでおく

第３回 【事前学修】　土の成り立ち，地形との相関について調べておく
【授業内容】　2. 土の成り立ち
【事後学修】　土の成り立ちについての復習

第４回 【事前学修】　土質試験にはどのおうな種類があるか調べておく
【授業内容】　3. 土質試験
【事後学修】　土質試験についての復習

第５回 【事前学修】　原位置試験にはどのような種類があるか調べておく
【授業内容】　4.原位置試験
【事後学修】　原位置試験についての復習

第６回 【事前学修】　単位体積重量について理解しておく
【授業内容】　5.垂直応力の計算
【事後学修】　垂直応力の計算ができるようにする

第７回 【事前学修】　圧密現象について教科書を読んでおく
【授業内容】　6.圧密現象　圧密のメカニズム
【事後学修】　圧密のメカニズムについて復習する

第８回 【事前学修】　標準圧密試験の目的をまとめておく
【授業内容】　7.圧密現象　標準圧密試験
【事後学修】　標準圧密試験で求められる係数の整理をする

第９回 【事前学修】　圧密沈下量の計算方法の復習
【授業内容】　8.圧密現象　圧密沈下量の計算手法
【事後学修】　条件により沈下量の計算手法を使い分けられるようにする

第10回 【事前学修】　せん断の部分の復習をしておく
【授業内容】　9.土の強さ　モールの円とクーロンの破壊線
【事後学修】　モールの円，クーロンの破壊線の復習をする

第11回 【事前学修】　せん断試験における排水条件を調べておく
【授業内容】　10.土の強さ　せん断試験と排水条件
【事後学修】　せん断試験と排水条件，土質定数の関係をまとめる

第12回 【事前学修】　液状化被害について自分で調べておく
【授業内容】　11.液状化の基礎
【事後学修】　液状化被害にはどのようなものがあるかまとめる

第13回 【事前学修】　地盤災害と対策工法について調べておく。
【授業内容】　12.液状化被害と対策
【事後学修】　液状化被害と対策をまとめる

第14回 【事前学修】　地震時の地盤災害について調べておく
【授業内容】　13. 地震被害　東北地方太平洋沖地震における地盤災害
【事後学修】　自分で東北地方太平洋沖地震の地盤災害を調べてみる

第15回 【事前学修】　口頭試問に備える。
【授業内容】　口頭試問
【事後学修】　答えられなかったことを復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊各講義時間における発表と質疑応答の内容 40％、最終日の口頭試問60％ で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊テキストを熟読し、発表資料を準備する。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊地盤力学特論

■テキスト■テキスト

＊配布資料
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■参考文献■参考文献

＊「液状化の調査から対策工まで」　安田進　鹿島出版会

■履修上の注意■履修上の注意

＊講義を主とする。
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宮内　啓介

環境生物工学特論
Environmental Biotechnology

■テーマ■テーマ

遺伝子工学の基礎

■講義内容■講義内容

環境分析において使用される DNA 解析技術の基盤となる遺伝子工学の基礎知識を習得する。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

①セントラルドグマを理解し、説明できるようになる。
②　遺伝子組換え技術について理解し、説明できるようになる。
③　細菌の遺伝子クローニングについて理解し、説明できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスを熟読してくること。
【授業内容】　授業内容の説明
【事後学修】　シラバスを再読し、内容を確認する。

第２回 【事前学修】　真核生物、原核生物の細胞の構造を図にする。
【授業内容】　細胞の構造
【事後学修】　真核生物、原核生物の細胞を構成する成分についてまとめる。

第３回 【事前学修】　細菌の増殖曲線と各フェーズについて調べる。
【授業内容】　微生物の増殖
【事後学修】　増殖曲線の各フェーズがなぜうまれるのかをまとめる。

第４回 【事前学修】　タンパク質の定義について調べる。
【授業内容】　タンパク質の構造と機能
【事後学修】　タンパク質の 1 - 4 次構造についてまとめる。

第５回 【事前学修】　DNA の構造を図にする。
【授業内容】　DNA の構造と機能
【事後学修】　セントラルドグマについてまとめる。

第６回 【事前学修】　転写について調べる。
【授業内容】　転写のメカニズム
【事後学修】　事前に描いてきた図に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第７回 【事前学修】　翻訳について調べる。
【授業内容】　翻訳のメカニズム 1；コドン表
【事後学修】　DNA 配列からタンパク質の一次構造を求めることができるようにする。

第８回 【事前学修】　基本的な 3 種の RNA について調べる。
【授業内容】　翻訳のメカニズム 2；リボソームと tRNA の働き
【事後学修】　3 種の RNA の区別を理解する。

第９回 【事前学修】　遺伝子組換えの定義と例を調べる。
【授業内容】　遺伝子組換え技術概説
【事後学修】　遺伝子組換えの歴史についてまとめる。

第10回 【事前学修】　プラスミドの定義と例を調べる。
【授業内容】　大腸菌の遺伝子組換え 1；プラスミドとベクター
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第11回 【事前学修】　形質転換におけるベクターの役割について調べる。
【授業内容】　大腸菌の遺伝子組換え 2；形質転換法
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第12回 【事前学修】　DNA のクローニングについて調べる。
【授業内容】　DNA の解析技術
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第13回 【事前学修】　PCR 法の原理について調べる。
【授業内容】　PCR 法
【事後学修】　PCR 法を用いた目的配列の増幅についてまとめる。

第14回 【事前学修】　サンガー法について調べる。
【授業内容】　DNA 塩基配列決定法
【事後学修】　事前に調べた資料に授業で得た知識を足してまとめなおす。

第15回 【事前学修】　これまでの講義内容を復習して、不明な点をまとめておく。
【授業内容】　講義のまとめとレポート課題の説明
【事後学修】　与えられたレポート課題に基づいてレポートを作成する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートの内容（50％）および授業中の口頭試問（50％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

環境分野の科目の復習をしておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境保全工学特論、環境化学特論
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■テキスト■テキスト

プリントおよび学術論文のコピーを配布する。

■参考文献■参考文献

EURO 版　バイオテクノロジーの教科書（ブルーバックス）

■履修上の注意■履修上の注意

与えられた課題に対しては、時間をかけて調べ、考えること。
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中村　寛治

環境保全工学特論
Environmental Protection Engineering

■テーマ■テーマ

環境汚染の機構を理解し、その対策に関する工学的な知識と技術を学ぶ

■講義内容■講義内容

これまでに起きた環境問題を例にその機構を理解し、環境保全への工学的な対応を学ぶ。この授業は対面授業として行
う。

■達成目標■達成目標

①環境保全に関する知識と技術を体系的に修得させる。
②世界各地で起きている環境汚染問題の実情を把握する。
③個々の環境汚染問題に対して、対応可能な技術を提示できる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　社会生活と環境問題－水の汚染　について世界状況を調べる
【授業内容】　社会生活と環境問題－水の汚染
【事後学修】　社会生活と環境問題－水の汚染　について自己把握との差を整理、修正する

第２回 【事前学修】　社会生活と環境問題－大気の汚染　について世界状況を調べる
【授業内容】　社会生活と環境問題－大気の汚染
【事後学修】　社会生活と環境問題－大気の汚染　について自己把握との差を整理、修正する

第３回 【事前学修】　社会生活と環境問題－土壌汚染　について世界状況を調べる
【授業内容】　社会生活と環境問題－土壌汚染
【事後学修】　社会生活と環境問題－土壌汚染　について自己把握との差を整理、修正する

第４回 【事前学修】　環境保全に係わる法規の体系について日本の法律を調べる
【授業内容】　環境保全に係わる法規の体系
【事後学修】　環境保全に係わる法規の体系　とアメリカとの差をまとめる

第５回 【事前学修】　環境中の物質循環　について重要な元素について調べる
【授業内容】　環境中の物質循環
【事後学修】　環境中の物質循環　について自己把握との差を整理、修正する

第６回 【事前学修】　環境中の汚染物質の分析　について現在濃度測定が難しい汚染物質を調べる
【授業内容】　環境中の汚染物質の分析
【事後学修】　環境中の汚染物質の分析　について現在濃度測定が難しい汚染物質の国内測定企業をまとめる

第７回 【事前学修】　排水処理技術の体系　について分類資料を作成する
【授業内容】　排水処理技術の体系
【事後学修】　排水処理技術の体系　について分類資料を基に国内の商品化の現状をまとめる

第８回 【事前学修】　活性汚泥法の原理及び応用　について日本の利用現状を調べる
【授業内容】　活性汚泥法の原理及び応用
【事後学修】　活性汚泥法の原理及び応用　について多賀城周辺の状況をまとめる

第９回 【事前学修】　排水処理技術の高度化　について現在日本で注目されている技術を調べる
【授業内容】　排水処理技術の高度化
【事後学修】　排水処理技術の高度化　について現在日本で注目されている技術の適用先の特徴をまとめる

第10回 【事前学修】　排水の物理化学的処理　で利用される基本原理を調べる
【授業内容】　排水の物理化学的処理
【事後学修】　排水の物理化学的処理　が利用されるた場合のメリットを生物的な処理との比較でまとめる

第11回 【事前学修】　汚染土壌の処理技術（易分解性）で適用されている技術を調べる
【授業内容】　汚染土壌の処理技術（易分解性）
【事後学修】　汚染土壌の処理技術（易分解性）が適用可能な汚染現場を整理する

第12回 【事前学修】　有機塩素化合物による汚染（塩素化エチレン）で適用されている処理技術を調べる
【授業内容】　有機塩素化合物による汚染（塩素化エチレン）
【事後学修】　有機塩素化合物による汚染（塩素化エチレン）の国内の処理状況を整理する

第13回 【事前学修】　有機塩素化合物による汚染（PCB ／ダイオキシン）で適用されている処理技術を調べる
【授業内容】　有機塩素化合物による汚染（PCB ／ダイオキシン）
【事後学修】　有機塩素化合物による汚染（PCB ／ダイオキシン）の国内の処理状況を整理する

第14回 【事前学修】　環境影響を評価する手法　について適用できる統計解析法を調べる
【授業内容】　環境影響を評価する手法
【事後学修】　環境影響を評価する手法　について適用できる統計解析法を使って事例解析を行う

第15回 【事前学修】　全体の授業内容を復習する。
【授業内容】　まとめの試験
【事後学修】　まとめの試験の結果を見直し、復習する

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポート課題（50％）およびまとめの試験（50％）によって評価する

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部科目の環境工学 II および環境保全工学の内容を理解していること

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境微生物学特論
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■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示

■履修上の注意■履修上の注意

現状の環境問題に関する情報を意識して収集、理解すること
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韓　連熙

環境化学特論
Environmental Chemistry

■テーマ■テーマ

地球と環境化学

■講義内容■講義内容

環境に対する意識、理念、計画、基準、指標などについて論ずる。また、実際の環境問題を取り上げ、処理方法などの解
決について討議しあいながら修得していく。

■達成目標■達成目標

①環境中で重要となる様々な現象を説明することができる。
②　環境問題を統合的に把握できる。
③　近年注目される汚染物質の発生原因、移動、問題の顕在化、対策を学ぶことにより、環境問題を多面的に捉えること
ができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　シラバスをよく読んでくる。
【授業内容】　シラバスの説明（総論）
【事後学修】　シラバスを熟読し、授業の達成目標や進め方を理解する。

第２回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「宇宙と地球」と「生命と地球」について考えてくる。
【授業内容】　地球環境
【事後学修】　宇宙の中の地球について理解し、地球の生命の誕生について説明できるようにする。

第３回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「原子の種類」、「化学結合」、「有機分子」についてまとめて
くる。
【授業内容】　化学物質と環境
【事後学修】　高分子について基本的な構造から考え、まとめる。

第４回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「身の回りの化学物質」について考えてくる。
【授業内容】　生活の中の化学物質（健康と化学物質）
【事後学修】　身の回りの化学物質として合成洗剤やプラスチックなどの構造や処理について調べて理解する。

第５回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「有害な有機化合物」についてまとめてくる。
【授業内容】　生活の中の化学物質（有害な有機物質）
【事後学修】　環境中に拡散した化学物質により発生した被害や病気などについて調べて理解する。

第６回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「大気を構成する物質」について考えてくる。
【授業内容】　大気の化学
【事後学修】　浮遊粒子状物質の発生経路や被害について調べる。

第７回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「水の性質」についてまとめてくる。
【授業内容】　水の化学（循環水、生活の中の水）
【事後学修】　循環する水についてまとめて理解し、生活中に使える水の量について調べて理解する。

第８回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「生活の中の水」について考えてくる。
【授業内容】　水の化学（上下水道）
【事後学修】　水道水をつくる過程を説明できるようにする。

第９回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「水の汚染の事例」についてまとめてくる。
【授業内容】　水の化学（水の汚染）
【事後学修】　最近、起きた環境中の水汚染について原因や再発防止について調べて理解する。

第10回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「土壌ってどのようなもの」と「地球上における物質の循環」に
ついて考えてくる。
【授業内容】　土壌の化学
【事後学修】　土壌中の炭素や窒素の循環について説明できるようにする。

第11回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「地球温暖化の原因物質」についてまとめてくる。
【授業内容】　地球環境問題（地球温暖化）
【事後学修】　地球温暖化がもたらす影響を説明できるようにする。

第12回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「酸性雨の事例」についてまとめてくる。
【授業内容】　地球環境問題（オゾン層と酸性雨）
【事後学修】　オゾン層の説明と酸性雨の概念の説明や pH 計算ができるようにする。

第13回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「化石燃料と再生可能エネルギー」についてまとめてくる。
【授業内容】　エネルギーと環境（自然エネルギー）
【事後学修】　国内で使用可能な再生エネルギーについて調べて説明できるようにする。

第14回 【事前学修】　事前に配布した資料を熟読し、「グリーンケミストリ―」について考えてくる。
【授業内容】　エネルギーと環境（グリーンケミストリ―）
【事後学修】　環境にやさしい化学合成で生産されたものについて調べ、まとめる。

第15回 【事前学修】　授業中で取り上げたことの中で課題を決め、発表スライドを準備することと討論の準備をするこ
と。
【授業内容】　総合討論（課題発表）
【事後学修】　発表課題や討論課題について詳しく説明できるようにする。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

レポートや小テストなどによる平常点（達成目標①と②、配点40点＝10点×4回、評価の観点・基準：記述内容の適切さ
（50％）、指示された形式の遵守（50％））、課題発表（達成目標③、配点60点＝30点×2回、評価の観点・基準：テーマ
の独自性（20％）、主張と論拠の明確さ（50％）、発表スライドの完成度（30％））によって評価する。
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■学修に必要な準備■学修に必要な準備

地球環境レベルの問題について、様々な具体例を基に講義を進めるため、一般的な化学に関しては事前に理解しておくこ
とが望ましい。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

環境保全工学特論、環境微生物学特論

■テキスト■テキスト

毎回の講義で資料を配布する。

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

国際的な環境問題について、新聞、インターネット等を通して常に興味を高めておくこと。また、オフィスアワー等につ
いては開講時に指示する。
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鈴木　道哉

環境共生型地域設備計画特論
Sustainable area facility planning

■テーマ■テーマ

本講義では、国内の地域再開発などの事例研究を通じ、持続可能な地域空間の設備システム構築に向けたデザイン手法に
ついて学ぶ

■講義内容■講義内容

多賀城市の地域再開発計画などを題材として関連技術の講義と地域の設備システム計画と概念設計実施とこれらの発表お
よび討議をメインとした内容とする。対面で実施。

■達成目標■達成目標

現在の地域再開発におけるサステナブルなエネルギー供給システムを含めた設備基本計画が構築できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回
【授業内容】　ガイダンス

第２回
【授業内容】　終戦直後の東京に学ぶ都市再生ビジョンと都市計画の視点（講義）

第３回
【授業内容】　東京の都市再生の在り方と環境共生都市への視点（受講者発表と討議）

第４回
【授業内容】　環境共生都市構築のための負荷平準化と設備システム技術（講義と討議）

第５回
【授業内容】　未来都市構想におけるエネルギー供給システムと技術（講義と討議）

第６回
【授業内容】　再開発地域などの多賀城市内視察

第７回
【授業内容】　視察結果の受講者報告と討議

第８回
【授業内容】　都市の低炭素法、省エネ法など関連法規の整理（受講者発表と討議）

第９回
【授業内容】　エリアのサステナブル化のための基本計画、概念設計（受講者発表と討議）

第10回
【授業内容】　都市のヒートアイランド防止と都市緑化の効用（講義と討議）

第11回
【授業内容】　歴史的建造物の保存と設備リニューアル技術（講義と討議）

第12回
【授業内容】　先端的な建設技術の都市再開発への適用（講義と討議）

第13回
【授業内容】　エネルギー供給システムの今後の在り方と設備システム計画上の留意点（受講者発表と討議）

第14回
【授業内容】　再開発エリアの設備システム概念設計（受講者成果発表と討議）

第15回
【授業内容】　総合討論、まとめ

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

設備設計成果などのプレゼンテーション 80％、討議での発言 20％ で評価する。プレゼンテーションでは、コンセプトの
明確さと設備システム計画の妥当性、発表スキルなどを評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

関連文献を熟読し関連する知識習得に努めること。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

既に、建築設備、建築設備計画を履修して知識を習得していることが望ましい。

■テキスト■テキスト

特になし（必要に応じて資料を適宜、教員より配布）

■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

積極的に議論に参加すること。オフィスアワーに代えてmanabaの個別指導コレクションを用いる。
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三戸部　佑太

応用水理学特論
Advanced Course of Applied Hydraulics

■テーマ■テーマ

水理学の応用に向けた基礎理論と数値解法

■講義内容■講義内容

水の流れを支配する基礎方程式を導出し、流れの基本的な性質について学習する。さらに基礎方程式を数値的に解く方法
を学習する。

■達成目標■達成目標

①水の流れについて応用的な問題に取り組むための基礎的な知識を習得する。
②プログラミングの基礎を習得するとともに流体の数値計算法の概要を理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　工学的に水理学が応用される問題に関する情報収集
【授業内容】　概説および水理学の復習
【事後学修】　学部で修得した水理学に関する復習

第２回 【事前学修】　管路や開水路における連続式の復習
【授業内容】　質量保存
【事後学修】　授業時に説明する 3 次元流体の連続式を自ら導出する

第３回 【事前学修】　管路や開水路における運動量保存則の復習
【授業内容】　運動量保存
【事後学修】　授業時に説明する 3 次元流体の運動方程式を自ら導出する

第４回 【事前学修】　ベルヌイ式の復習
【授業内容】　エネルギー保存
【事後学修】　授業時に説明する一般化されたベルヌイ式を自ら導出する

第５回 【事前学修】　第 2 回～第 4 回授業の復習
【授業内容】　ポテンシャル流れ
【事後学修】　第 5 回授業内容の復習

第６回 【事前学修】　水の物性に関する基礎の復習
【授業内容】　粘性流体の流れ
【事後学修】　第 6 回授業内容の復習

第７回 【事前学修】　水の波の基礎理論に関する復習
【授業内容】　浅水流方程式
【事後学修】　授業時に説明する浅水流方程式を自ら導出する

第８回 【事前学修】　身近に存在する乱流現象についての情報収集
【授業内容】　層流と乱流について
【事後学修】　身近な現象を対象に層流と乱流について考察する

第９回 【事前学修】　第 8 回授業の復習
【授業内容】　乱流の運動方程式
【事後学修】　授業時に説明する乱流の運動方程式を自ら導出する

第10回 【事前学修】　プログラミングの基礎およびパソコンの使用方法に関する確認
【授業内容】　プログラミングの基礎
【事後学修】　プログラミングの練習

第11回 【事前学修】　プログラミングの練習
【授業内容】　微分方程式の数値解法の基礎
【事後学修】　簡単な微分方程式を数値的に解く練習

第12回 【事前学修】　簡単な微分方程式を数値的に解く練習
【授業内容】　数値計算結果の図示
【事後学修】　数値計算結果の図示の練習

第13回 【事前学修】　第10回~第12回授業の復習
【授業内容】　1 次元浅水流方程式の数値計算
【事後学修】　浅水流方程式の数値計算の実践

第14回 【事前学修】　第10回~第12回授業の復習
【授業内容】　1 次元乱流方程式の数値計算
【事後学修】　乱流方程式の数値計算の実践

第15回 【事前学修】　第13回~第14回授業の復習
【授業内容】　流体の計測方法、数値計算結果の検証
【事後学修】　第15回授業内容の復習

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

授業時に課す演習課題（60％）およびレポート（40％）により評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

学部で学修した水理学および数学の基礎（特に微分・積分）に関する復習、プログラミング習得のための自主的な練習

■テキスト■テキスト

講義資料を配布
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■参考文献■参考文献

水理学入門（真野・田中・風間・梅田、共立出版）、9784320074309
明解水理学（日野幹雄、丸善株式会社）、9784621027786

■履修上の注意■履修上の注意

オフィスアワー等は開講時に指示します。
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千田　知弘

耐震・防災工学特論
Disaster Prevention Engineering

■テーマ■テーマ

被害予測のための地震応答解析

■講義内容■講義内容

地盤の地震応答解析の方法を示す。
本講義は対面で実施する．

■達成目標■達成目標

①地盤の繰返しせん断特性を理解する
②全応力に基づく地震応答解析ができるようになる
③地震応答解析の結果が評価できるようになる

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】テキスト 1 ～ 16 ページを読んでおく
【授業内容】地盤を伝わる地震動の特徴
【事後学修】テキスト 1～16 ページの内容を理解する。

第２回 【事前学修】テキスト 17 ～ 20 ページを読んでおく
【授業内容】地盤を伝わる地震動の特徴
【事後学修】テキスト 17～20 ページの内容を理解する。

第３回 【事前学修】テキスト 21～30 ページを読んでおく
【授業内容】入力地震動の設定
【事後学修】テキスト 21～30 ページの内容を理解する。

第４回 【事前学修】テキスト 47～58 ページを読んでおく
【授業内容】地盤調査の方法
【事後学修】テキスト 47～58 ページの内容を理解する

第５回 【事前学修】テキスト 59～90 ページを読んでおく
【授業内容】繰返しせん断試験とは
【事後学修】テキスト 59～90 ページの内容を理解する

第６回 【事前学修】テキスト 91～126 ページを読んでおく
【授業内容】繰返しせん断特性のモデル化
【事後学修】テキスト 91～126 ページの内容を理解する

第７回 【事前学修】テキスト 205～209 ページを読んでおく
【授業内容】地盤の減衰特性 1　散乱減衰
【事後学修】テキスト 205～209 ページの内容を理解する

第８回 【事前学修】テキスト 201～212 ページを読んでおく
【授業内容】地盤の減衰特性 2　材料減衰
【事後学修】テキスト 201～212 ページ内容を理解する

第９回 【事前学修】テキスト 153～174 ページを読んでおく
【授業内容】空間のモデル化手法
【事後学修】テキスト 153～174 ページ内容を理解する

第10回 【事前学修】テキスト 175～200 ページを読んでおく
【授業内容】数値積分手法
【事後学修】テキスト 175～200 ページの内容を理解する

第11回 【事前学修】テキスト 213～221 ページを読んでおく
【授業内容】実例に基づく各種パラメータの感度
【事後学修】テキスト 213～221 ページの内容を理解する

第12回 【事前学修】テキスト 222～234 ページを読んでおく
【授業内容】数値解析に基づく各種パラメータの感度
【事後学修】テキスト 222～234 ページの内容を理解する

第13回 【事前学修】コマンドプロンプトを使えるようしておく
【授業内容】地震応答解析実習 1　データの作り方
【事後学修】コマンドプロンプトで事例計算を行う

第14回 【事前学修】テキストエディタを使える様にしておく
【授業内容】地震応答解析実習 2　パソコンでのデータの作り方
【事後学修】例題データを走らせて、結果を出力する

第15回 【事前学修】エクセルの Do-While 分が使える様になっておく。
【授業内容】地震応答解析実習 3　出力、データ処理の方法
【事後学修】解析結果の判断を復習する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊実習の結果得られた解析結果で判断する。（100％）

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊学部の地盤工学、地震工学の内容を理解しておく。テキストの 17～20 ページを読んでおく。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊なし
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■テキスト■テキスト

＊吉田望（2010）：地盤の地震応答解析、鹿島出版会、256pp。

■参考文献■参考文献

＊地盤の動的解析－基礎理論から応用まで－、地盤工学・基礎理論シリーズ2、地盤工学会、2007、152pp。

■履修上の注意■履修上の注意

＊パソコンを使うので、使える様になっておくこと
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中沢　正利

構造工学特論
Advanced Structural Engineering

■テーマ■テーマ

構造部材の塑性解析

■講義内容■講義内容

構造部材の終局強度を知るには、使用材料の弾塑性特性を考慮した解析が必要不可欠である。もっとも簡単なトラス構造
から始め、曲げ材の弾塑性挙動について講義し、さらに構造システムとしてのラーメン構造全体に対する塑性解析法を学
修する。

■達成目標■達成目標

①鋼材の材料特性とその代表的モデル化について理解する。
②弾塑性挙動を伴なうトラス構造の変形過程と終局強度について理解し、説明できるようになる。
③はり部材の形状係数及び曲げに伴なう塑性化範囲が計算できるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　建設分野で多用される鋼材の力学的性質について復習してくる。特に鋼材の応力ーひずみ関係と
力学諸量の関連についてまとめ、ノートしてくること。
【授業内容】　鋼材の弾塑性特性とモデル化
【事後学修】　シラバスを熟読し、授業の達成目標や授業計画を理解すること。

第２回 【事前学修】　トラス構造の軸力の解法（節点法、切断法）について、専門書等で確認してノートしてくるこ
と。
【授業内容】　トラス構造の弾塑性挙動
【事後学修】　トラス構造の課題を2つの異なる解法によって解き、答えを検証することの大切さを理解するこ
と。

第３回 【事前学修】　不静定トラス構造の軸力を求める解法について、専門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　不静定 3 本トラスの例題
【事後学修】　トラス構造の軸力に材料的な上限値がある場合の挙動について、各部材の断面積を変化させた場
合について解くこと。

第４回 【事前学修】　トラス構造内の一部材の軸力が限界値に達する場合のトラス構造の全体的な力のつりあいを求め
る解法について、専門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　不静定 3 本トラスの弾塑性挙動
【事後学修】　トラス構造の全体的な力のつりあいをいくつかに区分して、各部材の断面積を変化させた場合に
ついて解くこと。

第５回 【事前学修】　トラス構造の全体的な力のつり合いをいくつかに区分して考えた場合の、総合的な荷重と変位の
関係を考えて解いてくること。
【授業内容】　不静定 3 本トラスの剛塑性挙動との関連
【事後学修】　材料特性に剛塑性モデル化を適用した場合を弾塑性挙動と比較することより、トラス構造の終局
強度について考えてくること。

第６回 【事前学修】　曲げ部材に生じる曲げ応力度の求め方及び曲げモーメントとの関係について、専門書等で再確認
してノートしてくること。
【授業内容】　曲げ部材の基礎理論と曲率
【事後学修】　曲げ応力度算定式の具体的導出を行い、曲げ部材の曲率の考え方を、関連する式とともに整理す
ること。

第７回 【事前学修】　曲げ部材に生じる曲げ応力度にも材料的な上限値があるため、弾塑性状態での曲げ応力度分布に
ついて調べてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ部材の弾塑性挙動
【事後学修】　弾塑性状態での曲げ応力度分布と曲げモーメントの関係について、関連する式とともに整理し、
例題を解くこと。

第８回 【事前学修】　曲げモーメント基本式に基づいた弾塑性状態での曲げモーメントの求め方について、専門書等で
調べてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ部材の降伏曲げモーメントと全塑性モーメント
【事後学修】　理論的な積分表現による曲げモーメントの定式化を理解し、例題を解くこと。

第９回 【事前学修】　単純な矩形断面ではない I 形断面桁の場合の曲げ応力度分布と曲げモーメントの求め方につい
て、専門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　種々の形状を持つ断面の弾塑性挙動
【事後学修】　具体的な断面課題について理論的な積分表現による曲げモーメント定式化と、簡易計算式による
値を比較すること。

第10回 【事前学修】　三角形などの上下非対称断面桁の場合の曲げ応力度分布と曲げモーメントの求め方について、専
門書等で調べてノートしてくること。
【授業内容】　非対称断面の全塑性モーメント
【事後学修】　左右非対称な溝形鋼などの演習問題について、曲げモーメントの値を求めること。

第11回 【事前学修】　曲げ材の一部が降伏応力度に達した場合の塑性化範囲の拡がり方を考えてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ材の塑性化範囲の例題
【事後学修】　曲げ材に発生する曲げ応力度の分布とその一部が降伏応力度に達した場合の曲げ応力度の頭打ち
現象について、例題を確認すること。

第12回 【事前学修】　曲げ応力分布の一部が降伏応力度に達した場合の曲率について考えてノートしてくること。
【授業内容】　曲げ材の塑性化範囲計算法
【事後学修】　曲げ応力度が降伏応力度に達する範囲を示す関係式について確認し、指定した弾塑性状態での塑
性化範囲を図示すること。
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第13回 【事前学修】　曲げ応力度が降伏応力度に達する範囲を示す関係式に各種パラメータを代入して、その妥当性を
確認してくること。
【授業内容】　曲げ材の塑性化範囲と塑性ヒンジについて
【事後学修】　断面の全領域が降伏応力度に達する場合には、塑性ヒンジとしてモデル化できる理由を考えるこ
と。

第14回 【事前学修】　曲げ材に生じるたわみ量の計算法について、専門書等で確認してノートしてくること。
【授業内容】　曲げ材の弾塑性たわみ
【事後学修】　曲げ材の一部が降伏応力度に達した弾塑性状での曲げ材に生じるたわみ量の計算法を例題により
確認すること。

第15回 【事前学修】　曲げ材の曲げ応力度が弾塑性状態にある場合の曲げ強度を示す関係式について、専門書等で調べ
てノートしておくこと。
【授業内容】　塑性解析のための各種手法
【事後学修】　塑性解析のための各種手法について、関係式を確認しておくこと。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

講義期間中に課す複数回のレポート(80％)及び小テスト(20％)の結果を総合評価して、得点率60％以上を合格とする。授
業中の演習課題により達成目標①の達成度を確認する。評価基準は理解度(100％)である。また、レポート及び小テストに
より達成目標②と③の達成度を確認する。評価基準は記述の適切性(50％)、解答の正確性(50％)である。具体的な評価基
準と結果のフィードバック方法は、授業の中で説明する。または、ルーブリックの形で授業時に公開する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

トラス部材、曲げ部材の力学は理解しているものとして授業は成り立っている。

■参考文献■参考文献

石川信隆・大野友則著：「入門・塑性解析と設計法」、森北出版、1988。 ISBN 9784627913103

■履修上の注意■履修上の注意

エネルギー原理および仮想仕事の原理を用いるので、それらに関する予習が必要不可欠である。オフィス・アワーに代わ
り、担当教員のメイルアドレスを開講時に公開する。
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李　相勲

構造振動学特論
Advanced Structural Dynamics

■テーマ■テーマ

スペクトル解析

■講義内容■講義内容

時間的あるいは空間的に変化する不規則変動の強度および周波数特性を探る解析法について、データ処理の手法から耐震
設計を中心とする応用まで講義する。

■達成目標■達成目標

スペクトル解析の概念および基本理論、データ処理の手法などについ て理解する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】虹という自然現象を調べて太陽光線のスペク トルについて理解する。
【授業内容】スペクトルとは
【事後学修】スペクトルと関連する用語を習得する。

第２回 【事前学修】三角関数の演算について理解する。
【授業内容】フーリエ級数
【事後学修】フーリエ級数の解を求める過程を詳しく示す。

第３回 【事前学修】複素数の演算について理解する。
【授業内容】フーリエ積分
【事後学修】フーリエ・スペクトルの意義を整理する。

第４回 【事前学修】データの相関性をグラフで表してみる。
【授業内容】自己相関係数
【事後学修】自己相関係数プログラムを用いて例題波の自己相関係数を求める。

第５回 【事前学修】有限複素フーリエ級数について復習する。
【授業内容】パワースペクトル
【事後学修】FOUCを使い例題波に対する結果を求める。

第６回 【事前学修】自己相関と相互相関を理解する。
【授業内容】クロススペクトル
【事後学修】クロススペクトルの意味と性質について整理する。

第７回 【事前学修】白色雑音について調べる。
【授業内容】白色雑音のスペクトルと自己相関関数
【事後学修】プログラムを用いて白色雑音の自己相関係数 を求める。

第８回 【事前学修】物理学でのエントロピーについて理解する。
【授業内容】情報エントロピーとスペクトル
【事後学修】情報エントロピーとスペクトルの関連性と意 義を整理する。

第９回 【事前学修】確立分布関数と確率密度関数について理解する。
【授業内容】確率密度と相関関数
【事後学修】地震波に対し、ゼロ・クロッシング法とビー ク法による周期一頻度スペクトルを求める。

第10回 【事前学修】手計算でフーリエ・スペクトルの係数を求める。
【授業内容】スペクトル計算の誤差理論
【事後学修】スペクトルの推定誤差を求める方法を整理する。

第11回 【事前学修】Excel でフーリエ・スペクトルの係数を求める。
【授業内容】データ処理の手法 (fast Fourier transform法)
【事後学修】エル・セントロ地震波に対してのFOUCとFASTの結果を求め比較する。

第12回 【事前学修】Fortran 言語の基本 (命令語、 フォーマット など)について学習する。
【授業内容】データ処理の手法(最大エントロピー法)
【事後学修】最大エントロピー法によるプログラムを作成する。

第13回 【事前学修】学部の地震工学Ⅰの運動方程式について復習する。
【授業内容】振動理論
【事後学修】コンクリート造の門型ラーメンに対する固有周期を求める。

第14回 【事前学修】学部の地震工学Ⅰの耐震設計の概念について復習する。
【授業内容】地震応答スペクトル
【事後学修】応答スペクトルを求めるプログラムを作成する。

第15回 【事前学修】コンピュータプログラムの入出力について学習する。
【授業内容】コンピュータプログラム
【事後学修】授業で使用したプログラムをすべて一般化する。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

＊基準 講義期間中に課すレボート (100%) 結果を評価して60点以上を合格する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

＊三角関数の微積分、複素関数、振動学、確率論、フォートラン言語に対する基礎知識が必要。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

＊特になし。

■テキスト■テキスト

＊特に指定しない。
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■参考文献■参考文献

＊スペクトル解析 (日野幹雄著)、新・地震動のスペクトル解析入門 (大崎順彦著)

■履修上の注意■履修上の注意

＊授業回毎に復習を行い、よく内容を理解すること。
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恒松　良純

建築計画学特論
Architectural Programming

■テーマ■テーマ

　本講義では、広範にわたる建築計画より、主として景観に関する諸理論を概観し、景観デザインの方法論や概念につい
て概説する。特に実践的な地域の景観まちづくりの視点から各々の建築に関わる人が求める建築の機能とその建築が地域
にもたらすファサードデザインの効果について計画の整合性について考察する。

■講義内容■講義内容

　集落、都市の発生過程をふり返りながら景観における空間概念を理解する。　国内における景観法の活用なども視野に
入れた事例調査を行う。空間における調査・分析方法の解説を行った後、実際の建築・都市空間におけるフィールドサー
ベイを行う。建築設計上の留意点を把握し、都市との関係性に着目する。調査内容の発表をメインとしたゼミナール形式
とする。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

・景観緑三法について説明できる。
・空間の意味とデザインに関する説明ができる。
・景観デザインとまちづくりに関する方法論を理解できる。
・景観についての諸問題について提言、提案することができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　講義内容について確認する
【授業内容】　ガイダンス－都市の成立について
【事後学修】　都市の成立について復習する

第２回 【事前学修】　景観とまちづくりについて予習する
【授業内容】　景観まちづくりとその意義・方法
【事後学修】　景観とまちづくりについて復習する

第３回 【事前学修】　景観形成と建築デザインについて考える
【授業内容】　景観形成と建築デザイン
【事後学修】　景観形成と建築デザインについて調べる

第４回 【事前学修】　調査・分析方法について考える
【授業内容】　調査・分析方法
【事後学修】　調査・分析方法について復習する

第５回 【事前学修】　デザインガイドラインについて調べる
【授業内容】　デザインガイドラインと設計上の留意点
【事後学修】　設計上の留意点を考える

第６回 【事前学修】　地域と住民の参画について考える
【授業内容】　地域・住民の参画
【事後学修】　住民の参画について調べる

第７回 【事前学修】　リサーチ結果をまとめる
【授業内容】　まちづくりのリサーチ結果に対する討議
【事後学修】　討議内容を復習する

第８回 【事前学修】　法規制について調べる
【授業内容】　法規制と景観まちづくり
【事後学修】　法規制について復習する

第９回 【事前学修】　都市計画について調べる
【授業内容】　都市計画と景観まちづくり
【事後学修】　都市計画について復習する

第10回 【事前学修】　景観法について調べる
【授業内容】　景観法と景観まちづくり
【事後学修】　景観法について復習する

第11回 【事前学修】　リサーチ結果をまとめる
【授業内容】　景観法のリサーチ結果に対する討議
【事後学修】　討議内容について復習する

第12回 【事前学修】　実空間を調査する
【授業内容】　実空間を対象としたフィールドサーベイ
【事後学修】　実空間の調査結果をまとめる

第13回 【事前学修】　内部空間を調査する
【授業内容】　建築設計上の内部空間構成のフィールドサーベイ
【事後学修】　内部空間の調査結果をまとめる

第14回 【事前学修】　外部空間を調査する
【授業内容】　建築設計上の外部空間構成のフィールドサーベイ
【事後学修】　外部空間の調査結果をまとめる

第15回 【事前学修】　プレゼンテーションをまとめる
【授業内容】　サーベイの結果に関するプレゼンテーションと討議
【事後学修】　景観まちづくりについてまとめる
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■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

リサーチ結果のプレゼンテーション 80％、討議での発言 20％ で評価する。プレゼンテーションでは、リサーチの正確さ
と情報をまとめる力、発表スキルを評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

講義の中で適宜指示する

■参考文献■参考文献

まちづくり教科書　第 8 巻　景観まちづくり　日本建築学会編　丸善株式会社　ISBN4-621-07563-2

■履修上の注意■履修上の注意

授業回ごとに復習を行い、よく内容を理解すること
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櫻井　一弥

建築構造設計特論
Structural Design

■テーマ■テーマ

本講義では、講義と課題を通して、建築の構造設計手法について学ぶ。

■講義内容■講義内容

建築構造設計およびその関連技術についての講義と、具体的な例題について設計を行う課題などの内容とする。

■達成目標■達成目標

建築の構造設計手法について基礎的な技術を習得し、簡単な構造設計が行えるようになる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　教科書等をもとに建築構造全般について復習しておく
【授業内容】　ガイダンス、建築における構造の役割
【事後学修】　建築構造についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第２回 【事前学修】　資料等をもとに、地震被害と耐震設計の歴史について調べておく
【授業内容】　地震被害と耐震設計の歴史
【事後学修】　地震被害と耐震設計の歴史についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第３回 【事前学修】　資料等をもとに、構造計算ルートの概要について調べておく
【授業内容】　構造計算ルートの概要
【事後学修】　構造計算ルートの概要についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第４回 【事前学修】　資料等をもとに、荷重と外力について調べておく
【授業内容】　荷重と外力
【事後学修】　荷重と外力についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第５回 【事前学修】　資料等をもとに、許容応力度設計について調べておく
【授業内容】　許容応力度設計
【事後学修】　許容応力度設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第６回 【事前学修】　資料等をもとに、偏心率、剛性率について調べておく
【授業内容】　偏心率、剛性率
【事後学修】　偏心率、剛性率についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第７回 【事前学修】　資料等をもとに、保有水平耐力について調べておく
【授業内容】　保有水平耐力
【事後学修】　保有水平耐力についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第８回 【事前学修】　資料等をもとに、鉄筋コンクリート造部材の設計について調べておく
【授業内容】　鉄筋コンクリート造部材の設計
【事後学修】　鉄筋コンクリート造部材の設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第９回 【事前学修】　資料等をもとに、鉄骨造部材の設計について調べておく
【授業内容】　鉄骨造部材の設計
【事後学修】　鉄骨造部材の設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第10回 【事前学修】　資料等をもとに、木造構造の設計、基礎の設計について調べておく
【授業内容】　木造構造の設計、基礎の設計
【事後学修】　木造構造の設計、基礎の設計についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第11回 【事前学修】　資料等をもとに、1自由度系線形応答,応答スペクトルについて調べておく
【授業内容】　動的設計（1）　1自由度系線形応答、応答スペクトル
【事後学修】　1自由度系線形応答、応答スペクトルについての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第12回 【事前学修】　資料等をもとに、弾塑性応答について調べておく
【授業内容】　動的設計（2）　弾塑性応答
【事後学修】　弾塑性応答についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第13回 【事前学修】　資料等をもとに、地盤の振動、地震動について調べておく
【授業内容】　地盤の振動、地震動
【事後学修】　地盤の振動、地震動についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第14回 【事前学修】　資料等をもとに、免震、制振について調べておく
【授業内容】　免震、制振
【事後学修】　免震、制振についての課題を解き、わからない箇所は調べておく

第15回 【事前学修】　資料等をもとに、今までに習ったことについて調べておく
【授業内容】　補足説明、まとめ
【事後学修】　今までに習ったことについての課題を解き、わからない箇所は調べておく

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

課題（レポート）80％、プレゼンテーションおよび討論 20％ で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

大学での関連する講義内容を復習しておくこと。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし

■テキスト■テキスト

特になし（必要に応じ、資料を配布）
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■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

特になし
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﨑山　俊雄

建築保存再生特論
Architectural Preservation and Renovation

■テーマ■テーマ

建築遺産を保存し再生することの考え方、制度、技術について学び、設計者が取り組むべき課題について理解を深める。

■講義内容■講義内容

本講義は、①都市・建築遺産保護の歴史、理念、制度および関連法規について講じる保存修復論、②保存再生事例のリ
サーチとプレゼンテーションを行う保存再生設計論、③保存再生事例の実地見学と現場講義、から成る。

■達成目標■達成目標

建築遺産の保存再生に取り組む上で必要な基本理念と関連法規について説明できるようになる。その上で、建築物の調査
および保存活用計画等を立案するための基礎的手法を修得する。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　科目についての確認をする。
【授業内容】　保存修復論①　都市・建築遺産保護の歴史
【事後学修】　都市・建築遺産保護の歴史について復習し、レポートにまとめる。

第２回 【事前学修】　都市・建築遺産保護の理念について、配布資料を予習する。
【授業内容】　保存修復論②　都市・建築遺産保護の理念
【事後学修】　都市・建築遺産保護の理念について復習し、レポートにまとめる。

第３回 【事前学修】　文化財保護法に基づく建築遺産保護の制度的枠組みについて、配布資料を予習する。
【授業内容】　保存修復論③　日本における文化財保護制度と関連法規（１）　文化財保護法
【事後学修】　文化財保護法に基づく建築遺産保護の制度について復習し、レポートにまとめる。

第４回 【事前学修】　歴史まちづくり法に基づく建築遺産保護の制度的枠組みについて、配布資料を予習する。
【授業内容】　保存修復論④　日本における文化財保護制度と関連法規（２）　歴史まちづくり法
【事後学修】　歴史まちづくり法に基づく建築遺産保護の制度について復習し、レポートにまとめる。

第５回 【事前学修】　事例を選択し、当該事例の計画の概要についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論①　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（１）　計画の概要
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第６回 【事前学修】　当該事例の保存管理計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論②　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（２）　保存管理計画
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第７回 【事前学修】　当該事例における保存部位の設定についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論③　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（３）　部位の設定
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第８回 【事前学修】　当該事例の環境保全計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論④　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（４）　環境保全計画
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第９回 【事前学修】　当該事例の防災計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論⑤　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（５）　防災計画
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第10回 【事前学修】　当該事例の活用計画についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論⑥　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（６）　活用計画 
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第11回 【事前学修】　歴史的建築の耐震診断と補強方法についてスライドにまとめる。
【授業内容】　保存再生設計論⑦　保存再生事例のリサーチとプレゼンテーション（７）　耐震補強
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションに反映させる。

第12回 【事前学修】　第５回〜第11回を振り返り、プレゼンテーションを仕上げる。
【授業内容】　リサーチ結果に対する討議
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションを修正して完成させる。

第13回 【事前学修】　見学事例について、配布資料を予習する。
【授業内容】　再生事例の実地見学と現場講義①　民家・社寺等
【事後学修】　見学事例について復習し、スライドにまとめる。

第14回 【事前学修】　見学事例について、配布資料を予習する。
【授業内容】　再生事例の実地見学と現場講義②　近代建築
【事後学修】　見学事例について復習し、スライドにまとめる。

第15回 【事前学修】　プレゼンテーションの準備をする。
【授業内容】　見学結果に対する討議
【事後学修】　発表と質疑応答の内容を復習し、プレゼンテーションを修正して完成させる。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

リサーチ結果などのプレゼンテーション（80％）と討議での発言（20％）により評価する。特にプレゼンテーションで
は、リサーチの正確さと情報をまとめる力、発表技術を評価対象とする。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

①国内外に残る建築遺産の保存・活用事例やまちづくり等に積極的に関心を向けること。
②図書館やインターネットを活用して多くの参考文献や官公庁公表資料を読んだり、実物を見学するなど、積極的に学修
する努力を怠らないこと。
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■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし。

■テキスト■テキスト

スライドと配布資料を用いる。

■参考文献■参考文献

講義の中で適宜紹介する。

■履修上の注意■履修上の注意

①課題に対するリサーチと発表・討議を中心とした講義形式とする。
②オフィス・アワーや連絡先等については開講時に指示する。
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櫻井　一弥

都市・建築設計特別演習
Urban and Architectural Design Practice

■テーマ■テーマ

現代の都市や建築が抱える様々な課題について調査した上で、社会的かつ実践的な都市・建築空間の設計演習に取り組
む。

■講義内容■講義内容

演習を行う課題については、前半のディスカッションを踏まえて決定していく。課題内容が決定した後は、毎回エスキー
スを行い、コンセプトを形にする演習を行う。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

現在の都市・建築のあり方や形態を多面的に捉えた上で、その展開可能性について考え、具体的な空間としてまとめあげ
ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回 【事前学修】　建築を取り巻く現代的な状況について、図書館の資料などをもとに調べておく
【授業内容】　ガイダンス･現代の都市と建築が抱える課題について
【事後学修】　現代の都市と建築が抱える課題について再確認しておく

第２回 【事前学修】　近代建築と近代都市の成り立ちについて調べておく
【授業内容】　課題に対するアプローチ（1）　　近代建築・近代都市の成立条件
【事後学修】　学修した内容を振り返り、指摘された重要ポイントを調べておく

第３回 【事前学修】　歴史的建造物の成立背景について確認しておく
【授業内容】　課題に対するアプローチ（2）　　歴史的建造物の意味
【事後学修】　授業で紹介された事例をさらに調査し、理解を深めておく

第４回 【事前学修】　近年の建築構造・建築設備の傾向について調べておく
【授業内容】　課題に対するアプローチ（3）　　建築構造・設備とデザイン
【事後学修】　構造・設備とデザインの関係について復習しておく

第５回 【事前学修】　これまでの内容を振り返る
【授業内容】　前3回の討議を踏まえた演習課題の検討と決定
【事後学修】　決定した課題の構成について確認しておく

第６回 【事前学修】　工事監理および職能倫理について文献で調べておく
【授業内容】　工事監理と職能倫理について
【事後学修】　工事監理および職能倫理についてよく復習しておく

第７回 【事前学修】　対象敷地に行き、条件を把握しておく
【授業内容】　エスキース（1）　　敷地条件と与件の整理
【事後学修】　エスキースで指摘された敷地条件に関する事項をよく確認しておく

第８回 【事前学修】　ゾーニングを踏まえて、設計する建物のコンセプトを立案しておく
【授業内容】　エスキース（2）　　空間構成のコンセプト
【事後学修】　エスキースで指摘されたコンセプトに関する事項をよく確認しておく

第９回 【事前学修】　各箇所の動線計画を練った上で、建物デザインをしておく
【授業内容】　エスキース（3）　　動線計画
【事後学修】　エスキースで指摘された動線計画とデザインに関する事項をよく確認しておく

第10回 【事前学修】　構造と設備の計画をしてエスキースに臨む
【授業内容】　エスキース（4）　　構造計画・設備計画
【事後学修】　指摘された事項を修正しておく

第11回 【事前学修】　これまでのデザインを踏まえ、各種図面を作成しておく
【授業内容】　エスキース（5）　　平面図・立面図・断面図の制作
【事後学修】　エスキースで指摘された事項を解決し、図面を書き直す

第12回 【事前学修】　これまでのデザインを踏まえ、詳細関係の図面を作成しておく
【授業内容】　エスキース（6）　　矩計図・平面詳細図の制作
【事後学修】　エスキースで指摘された事項を解決し、詳細図面を書き直す

第13回 【事前学修】　これまでのデザインを踏まえ、模型とパースを作成しておく
【授業内容】　エスキース（7）　　模型・パースの制作
【事後学修】　指摘事項を踏まえ、模型とパースをブラッシュアップする

第14回 【事前学修】　ここまでの成果をプレゼンテーションボードにまとめて草稿を作っておく
【授業内容】　エスキース（8）　　プレゼンテーションボードの制作
【事後学修】　エスキースで指摘されたプレゼンテーションに関する事項をよく確認しておく

第15回 【事前学修】　最終プレゼンテーションボードを作成し、発表の準備をしておく
【授業内容】　プレゼンテーションと討議・講評
【事後学修】　講評会での指摘事項をよく確認し、次の作品に活かせるポイントをまとめる

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

プレゼンテーションボードや模型を使ったプレゼンテーション 80％、討議での発言20％ で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

特になし

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

特になし
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■テキスト■テキスト

必要な資料は配布する。

■参考文献■参考文献

講義中に適宜指示する。

■履修上の注意■履修上の注意

オフィス・アワーについては開講時に指示する。
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櫻井　一弥

建築設計インターンシップ
Architecture Internship

■テーマ■テーマ

建築設計の実務経験が豊富な一級建築士の指導のもとで、建築設計・工事監理実務の一部を経験することにより、建築設
計に関する知識を充実させるとともに、業務の全体像や重要性を理解することを目的とする。

■講義内容■講義内容

夏休み・冬休み・春休み等の長期休暇を利用して、建築設計の実務経験が豊富な一級建築士が在籍する建築士事務所にお
いて、建築設計・工事監理に関する実務を中心とした実習を行う。
この授業は対面授業として行う。

■達成目標■達成目標

建築設計に関する実務経験を積むことによって、これまで習得した知識や獲得したスキルを現実の建築設計実務に適用す
ることができる。

■授業計画■授業計画

第１回
【授業内容】
　　・長期休暇期間中の実施を基本とし、一日7時間の実習時間を確保することを原則とする。
　　・実習期間は、合計で 30 日以上とし、実インターンシップ時間として 210 時間を確保する。
　　・内容については、建築設計ならびに工事監理実務に関連する内容とし、建築設計実務を体験しつつ、実務
訓練を行う。

■成績評価方法・基準■成績評価方法・基準

実習日誌の記録（20％）、実習先責任者からの報告（30％）および実習報告会における発表内容（50％）で評価する。

■学修に必要な準備■学修に必要な準備

事前に実習先となる建築設計事務所と協議の上、実習期間ならびに実習内容について取り決め、教員に報告しておくこ
と。

■関連して受講することが望ましい科目■関連して受講することが望ましい科目

都市・建築設計特別演習

■テキスト■テキスト

特になし

■参考文献■参考文献

特になし

■履修上の注意■履修上の注意

事前にインターンシップ保険に加入しておくこと。
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工学特別演習
Special Practice on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る研究についての情報収集と発信

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る最新の学問・研究について、その研究動向と自己の研究の位置づけなどを把握し、その創
造・発展に関する演習を行う。
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李　相勲

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。

環

境

建

設

工

学

専

攻

博

士

前

期

課

程

- 1206 -



櫻井　一弥

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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鈴木　道哉

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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武田　三弘

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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千田　知弘

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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恒松　良純

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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中村　寛治

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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宮内　啓介

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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（本年度　休講）

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering
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石川　雅美

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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韓　連熙

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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山口　晶

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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﨑山　俊雄

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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三戸部　佑太

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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中沢　正利

工学修士研修
Master Course Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

修士(工学)の学位取得のための修士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る特定の研究課題について研究指導を受けて実験・研究を行い、修士論文を作成する。

石川　雅美
　専門分野または専門分野に関わる特定の研究課題について，研究指導を受けて実験・研究を行い，修士論文を作成す
る。 修士論文の作成。 コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象
のモデル化と，それに基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や活用に関する研究課題に
ついて論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市空間・建築空間の成り立ちや構成に関する基礎的知識を学んだ上で、現代の都市や建築が抱える実践的な研究課題
について論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および地域の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの材料特性と劣化機構に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、そ
の結果をどのように活かしていくかの研究をまとめるための論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度、解析法および設計
手法に関する論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関するテーマ遂行に必要となる実験技術を指導すると共に、実験データを解析し、取りまとめる
よう論文指導を行う。

韓　連熙
　プラズマを用いた機能水作成に関する研究課題について論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物質浄化メカニズムの解明に関す
る研究・論文作成指導を行う。 微生物およびDNAの取り扱いに関する実験技術について研修を行い、微生物の環境汚染物
質浄化メカニズムの解明に関する研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　様々な地盤材料や地盤改良を行った土供試体に対して、力学的な実験を行い、その結果に基づいた研究をまとめるため
の論文指導を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関す
る研究について指導を行い、関連分野に有意義な論文作成ができるようになる。
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◎工学研究科機械工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

ME200-01-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

ME200-02-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-03-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

ME200-04-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

ME200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

ME200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

ME200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

ME200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

ME200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

ME200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

ME200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

ME200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

ME300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

ME300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

ME300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

ME300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

工学研究科　後期課程

－768－

戻る
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◎工学研究科機械工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

ME200-01-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

ME200-02-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-03-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

ME200-04-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

ME200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

ME200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

ME200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

ME200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

ME200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

ME200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

ME200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

ME200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

ME200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

ME300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

ME300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

ME300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

ME300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

工学研究科　後期課程

－768－

戻る

◎履修方法（各専攻共通）

　3年以上在学し、授業科目について次により 16単位以上を修得し、かつ、指導教授の指導のもとに
必要な研究指導を受けた上、博士論文を提出し、その審査および最終試験に合格しなければならない。
ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者と認められる場合には、前期課程又は修士課
程における在学期間と合わせて 3年以上在学すれば足りるものとする。
（1）　工学博士研修 8単位を含め専門科目 10単位以上、学際基盤科目 4単位以上で総計 16単位以上
修得しなければならない。

（2）　学際基盤科目における「関連科目」とは、工学研究科各専攻前期課程に開講されている授業科
目（特別講義を含む。）および工学研究科委員会が認める授業科目であり、履修に際しては研究指
導教員および当該授業科目担当教員の承認により履修し単位を修得することができる。ただし、
修了要件に含められる単位数は、他専攻開講科目については 4単位まで、自専攻開講科目につい
ては 2単位までとする。

（3）　前期課程に開講されている「知的財産特論」および「技術経営特論」については、前期課程で
修得していない場合、他専攻開講の関連科目として扱い、いずれかの 1科目を必ず修得しなければ
ならない。なお、両方修得することが望ましい。

◎工学研究科機械工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－769－

戻る
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◎工学研究科電気工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EI200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EI200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EI200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EI200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EI200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EI200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EI200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EI200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EI200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EI200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EI200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EI200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EI300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EI300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EI300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EI300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－770－

戻る
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◎工学研究科電気工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EI200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EI200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EI200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EI200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EI200-05-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

EI200-06-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

EI200-07-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

EI200-08-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

EI200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EI200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EI200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EI200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EI200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EI300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EI300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EI300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EI300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－770－

戻る

◎工学研究科電気工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－771－

戻る
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◎工学研究科電子工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EE200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EE200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EE200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EE200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EE200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－772－

戻る

◎工学研究科電子工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－773－

戻る
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◎工学研究科電子工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

EE200-01-7E-3 機能材料工学特論 ○ ○ ◎

EE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

EE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

EE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

EE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

EE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

EE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

EE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

EE200-09-7E-3 連続体力学特論 ○ ○ ◎

EE200-10-7E-3 環境生物工学特論 ○ ○ ◎

EE200-11-7E-3 環境共生型地域設備計画特論 ○ ○ ◎

EE200-12-7E-3 耐震・防災工学特論 ○ ○ ◎

EE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

EE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

EE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

EE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

EE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－772－

戻る

◎工学研究科電子工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料工学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

連続体力学特論 石　川　雅　美 2

環境生物工学特論 宮　内　啓　介 2

環境共生型地域設備計画特論 鈴　木　道　哉 2

耐震・防災工学特論 千　田　知　弘 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－773－

戻る
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◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

CE200-01-7E-3 機能材料学特論 ○ ○ ◎

CE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

CE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

CE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

CE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

CE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

CE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

CE200-09-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

CE200-10-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

CE200-11-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-12-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

CE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

CE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

CE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

CE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

CE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－774－

戻る
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◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程のナンバリング及びカリキュラムマップ（2020 年度～）

科目ナンバリング 科 目 名

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

工学に関する幅
広い視野、専門
的な知識及び思
考力を有する。

工学に関する研究
課題について、高
度に専門的で、学
術的な価値の高い
知見を有する。

工学に関する学術研究の
継続的遂行及び成果の公
表にむけて、自立した研
究者として必要な知識、
技能、意識を有する。

CE200-01-7E-3 機能材料学特論 ○ ○ ◎

CE200-02-7E-3 機械力学特論 ○ ○ ◎

CE200-03-7E-3 流体工学特論 ○ ○ ◎

CE200-04-7E-3 ヒューマン・マシンシステム特論 ○ ○ ◎

CE200-05-7E-3 電力系統工学特論 ○ ○ ◎

CE200-06-7E-3 制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-07-7E-3 情報通信工学特論 ○ ○ ◎

CE200-08-7E-3 マルチメディア特論 ○ ○ ◎

CE200-09-7E-3 半導体特論 ○ ○ ◎

CE200-10-7E-3 スピントロニクス工学特論 ○ ○ ◎

CE200-11-7E-3 計測制御工学特論 ○ ○ ◎

CE200-12-7E-3 生体電子工学特論 ○ ○ ◎

CE200-13-7E-3 関連科目 ○ ○ ◎

CE300-01-7C-3 インターンシップ研修 ○ ◎

CE300-02-7C-3 工学特別研修 ○ ◎

CE300-03-7C-3 工学特別実習 ○ ◎

CE300-04-7R-3 工学博士研修 ○ ◎

－774－

戻る

◎工学研究科環境建設工学専攻後期課程授業科目及び履修単位

授 業 科 目 担 当 者 名 単 位

機能材料学特論 岡　田　宏　成 2

機械力学特論 矢　口　博　之 2

流体工学特論 小　野　憲　文 2

ヒューマン・マシンシステム特論 梶　川　伸　哉 2

電力系統工学特論 呉　　　国　紅 2

制御工学特論 郭　　　海　蛟 2

情報通信工学特論 鈴　木　利　則 2

マルチメディア特論 金　　　義　鎭 2

半導体特論 原　　　明　人 2

スピントロニクス工学特論 土　井　正　晶 2

計測制御工学特論 小　澤　哲　也 2

生体電子工学特論 加　藤　和　夫 2

インターンシップ研修 1

工学特別研修 1

工学特別実習 2

工学博士研修 8

－775－

戻る
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機械工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修
Internship Training

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修
Special Semminer on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習
Special Training on Engineering

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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魚橋　慶子

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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岡田　宏成

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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小野　憲文

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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梶川　伸哉

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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郷古　学

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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佐瀬　一弥

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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星　朗

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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松浦　寛

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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矢口　博之

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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李　渊

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

魚橋　慶子
　システムの制御を記述するための方程式・不等式の性質を研究し、幾何学、解析学、代数学などの数学理論の観点から
まとめるための論文指導を行う。

岡田　宏成
　複合的な特殊環境下におかれた機能材料の物性挙動や相安定性に関する研究について、材料工学の観点から論文指導を
行う。

小野　憲文
　複雑な熱流動現象のシミュレーションおよびその可視化に関する研究について、流体工学の観点から論文指導を行う。

梶川　伸哉
　人の運動機能や心理面への影響評価に基づいたヒューマンアシストロボットの開発に関する研究において、人間工学と
ロボット工学の観点から論文指導を行う。

郷古　学
　環境とのインタラクションを通じて様々な機能を獲得可能な学習型システムの研究開発および論文指導を行う。

佐瀬　一弥
　実時間物理シミュレーションと触覚インタフェースの統合による社会課題解決型アプリケーションに関する研究の論文
指導を行う。

星　朗
　再生可能エネルギー利用やエネルギー貯蔵技術など、エネルギーを「集めて」「貯めて」「運んで」「活かす」ことを
目的に、エネルギー・環境工学の観点から理論的研究や実証試験などを通じて論文指導を行う。

松浦　寛
　レーザーによるダイヤモンドホイールのドレッシング技術の研究を行い、金型の表面粗さを研磨レスで加工する方法に
関する論文指導を行う。

矢口　博之
　メカニカルな振動と電磁力を組み合わせた電磁アクチュエータの試作と動作解析に関する研究について、エネルギー変
換工学の観点から論文指導を行う。

李　渊
　異種拡散現象を融合した金属（酸化物）ナノ構造体の創製・特性評価ならびに応用展開に関する研究指導を行う。
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電気工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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佐藤　文博

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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岩谷　幸雄

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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郭　海蛟

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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神永　正博

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。

電

気

工

学

専

攻

博

士

後

期

課

程

- 1250 -



金　義鎭

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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木村　敏幸

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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呉　国紅

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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鈴木　利則

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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吉川　英機

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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枦　修一郎

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

岩谷　幸雄
　最終的に情報を受容する人間をも包含・考慮したヒューマンセントリックな情報ネットワークシステムに関する検討、
実験、成果発表、および論文指導を行う。

郭　海蛟
　応用上重要な離散時間ロバストサーボ系の設計問題をはじめ、実用上の問題に対応する制御理論と応用課題について検
討、及び論文指導を行う。

神永　正博
　セキュアデバイスのセキュリティ技術、特にハードウェアの特性を利用した攻撃・防衛・評価技術に関する最先端の研
究を行い研究の論文指導を行う。

金　義鎭
　ディジタル画像上の図形に現れる局所特徴に対して、理論的な記述を行い、得られた研究成果に基づき新たな図形抽出
法に関する論文指導を行う。

木村　敏幸
　個人用三次元音場再生技術、三次元放射音場再生技術、MVP方式といった最先端の超臨場感コミュニケーション技術に関
する研究の論文指導を行う。

呉　国紅
　次世代スマートグリッドにおける、再生可能エネルギーを利用した高効率・高安定化のための新たな電力供給システム
を構築するためのパワエレ装置、経済運用および安定化制御技術に関する研究の論文指導を行う。

佐藤　文博
　がん治療ハイパーサーミア，機能的電気刺激（FES），動物モニタリングシステム，EV及びドローン用ワイヤレス給電シ
ステム等に関する研究の成果発表および論文指導を行う．

鈴木　利則
　ユーザの通信ニーズと無線環境を認識ないし予測して通信形態を適応的に変化させる知的無線信号処理技術に関する研
究開発の論文指導を行う。

枦　修一郎
　電磁気理論及び電磁気材料の特徴を利用したエネルギー変換技術やセンシング技術の開発と、それらのデバイス化また
はシステム化に関する論文指導を行う。

吉川　英機
　誤り訂正符号の理論的側面についての最先端の研究を行い、得られた研究成果に関する論文指導を行う。
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電子工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修
Internship Training

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修
Special Seminar on Engineering

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習
Special Training on Engineering

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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石上　忍

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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小澤　哲也

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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加藤　和夫

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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川又　憲

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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志子田　有光

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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嶋　敏之

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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土井　正晶

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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原　明人

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石上　忍
　スマートグリッド・コミュニティにおける省エネルギー化・ディジタル化する電気、電子、通信各機器のサステナブル
な運用に資する基盤技術について論文指導を行う。

小澤　哲也
　電気機械計測に関する特定の研究課題において、材料の特性評価からデバイス開発および計測制御回路設計に加え、高
等なシステム開発に至るまでの一貫した研究手段の指導を行い、得られた研究成果に対する論文指導を行う。

加藤　和夫
　生体電子工学の観点から生体情報の計測・信号処理に関する先端的な研究課題の研修を行い、得られた研究成果につい
て論文指導を行う。

川又　憲
　情報伝送工学、電磁両立性、及び高周波計測法に関する基礎的検討及び応用について論文指導を行う。

志子田　有光
　高度化する情報システムセキュリティ技術の実装に関するテーマや、ICT 技術を用いた教育工学に関するテーマについ
て研究を行い、得られた成果の取りまとめと論文指導を行う。

嶋　敏之
　ナノテクノロジーを担う先進機能性材料に関して先端的なテーマの選択及び研究計画の立案を行い、機能性薄膜磁性材
料について論文指導を行う。

土井　正晶
　スピンエレクトロニクスデバイスに関する先端の研究を行い、実用化に向けたデバイスの開発に関する研究課題につい
て論文指導を行う。

原　明人
　半導体結晶成長・デバイスプロセス・デバイス計測などを通じて半導体に関わる先端かつ独創的な研究を行い、論文指
導を行う。
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環境建設工学専攻
博士後期課程

工学研究科

講 義 内 容



インターンシップ研修
Internship

■テーマ■テーマ

他の研究機関における研究活動を通して社会性の涵養

■講義内容■講義内容

一般企業の研究施設、公共機関の研究施設、他大学の研究施設において 2 週間以上にわたり研究活動を行い、見聞を広
め、協調性と社会性を涵養する。学内のティーチングアシスタント（TA）活動もインターンシップ研修と認めるが、科目
の主旨からは学外活動が望ましい。
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工学特別研修
Special Seminar on Engineeringr

■テーマ■テーマ

専門分野に関る最先端の研究についての情報発信と収集

■講義内容■講義内容

専門分野に関る最先端の研究課題について、学会での口頭発表原稿の作成や国際会議の発表メディア作成等、プレゼン
テーション技術に関する研修と指導を行う。また、英文読解や英語による質疑応答の実践指導を行う。
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工学特別実習
Special Training on Engineering

■テーマ■テーマ

実社会における研究・開発活動の体験

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、博士論文指導教員の指示により外部機関において3 ヶ月以上うち 2 ヶ
月は連続した期間、最先端の研究や開発の活動を経験する。
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李　相勲

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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（本年度　休講）

工学博士研修
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石川　雅美

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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﨑山　俊雄

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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櫻井　一弥

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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鈴木　道哉

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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武田　三弘

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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千田　知弘

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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恒松　良純

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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中沢　正利

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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中村　寛治

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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韓　連熙

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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三戸部　佑太

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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宮内　啓介

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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山口　晶

工学博士研修

■テーマ■テーマ

博士（工学）の学位取得のための博士論文作成

■講義内容■講義内容

専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行う。

石川　雅美
　コンクリートのひび割れ原因となる温度応力や乾燥収縮応力などについて，ミクロレベルの現象のモデル化と，それに
基づく解析的検討を基にした論文指導を行う。

﨑山　俊雄
　歴史的な所作である都市や建築の成立過程と文化的特質に関する研究課題、および都市・建築遺産の保存や再生・活用
に関する研究課題について論文指導を行う。

櫻井　一弥
　都市や建築が抱える現代的かつ実践的な諸問題に関し、建築設計の専門的・実務的な視点から導き出される研究課題に
ついて論文指導を行う。

鈴木　道哉
　知的生産性、QOL（Quality of Life）を損なわず、省エネルギー（ゼロエネルギー）建築および都市の実現を可能とす
る研究課題について論文指導を行う。

武田　三弘
　コンクリートの劣化診断に関する研究課題について論文指導を行う。

千田　知弘
　専門分野または専門分野に関る研究課題について、指導教員の研究指導を受けて特定の課題について実験と研究を行
う。 橋梁や斜面安定化工等の様々なインフラの耐震・防災に関して、実構造を対象としたFEMやMPS等の数値解析を行い、
実務に還元していくプロセスの研究に関する論文指導を行う。

恒松　良純
　建築・都市空間における雰囲気の要因と（心理量）と構成要素（物理量）について、現地調査を中心に両者の関係を明
らかにする。さらに結果から建築・都市計画への応用に関する論文指導を行う。

中沢　正利
　構造物を安全に設計するために必要な専門知識として、各種構造部材およびシステムとしての強度論や設計手法などの
研究課題について論文指導を行う。

中村　寛治
　環境浄化、環境管理に関する研究課題について、新規性を見出させると共に、その内容に沿った研究の成果を取りまと
めるよう、論文指導を行う。

韓　連熙
　様々な化学的な手法を利用した水処理における水中微量汚染物質の分解除去や分解メカニズムに関する研究課題につい
て論文指導を行う。

三戸部　佑太
　波浪や津波下における沿岸域の流れ場およびそれによって生じる地形変化に関する研究課題について論文指導を行う。

宮内　啓介
　微生物を用いた環境汚染浄化、および用いる微生物の機能に関する研究課題について、研究・論文作成指導を行う。

山口　晶
　土の力学的な試験を用いた実験を行い、その結果を総合的に考察し、実務や設計に還元を目指す研究に関する論文指導
を行う。

李　相勲
　構造動力学および波動理論を基礎とした、地震応答解析などの耐震構造設計や非破壊検査などの構造物維持管理に関連
する研究課題について論文作成の指導を行う。
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